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埼経協ニュース３６７号

平
成
二
四
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一
月
一
一
日

�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
同
一
七
時
ま
で
、
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な
ら
び
に
会

員
あ
わ
せ
て
三
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。（
ご
来
賓
の

ご
芳
名
は
四
頁
参
照
）

ま
た
特
別
講
演
と
し
て
、
経
営
戦
略
論
の
世
界

的
権
威
で
あ
る
、
東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
で
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
伊

丹
敬
之
氏
よ
り
「
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜

今
こ
そ
本
田
宗
一
郎
に
学
ぶ
と
き
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。

伊
丹
氏
は
、
本
田
宗
一
郎
の
経
営
者
と
し
て
の

生
涯
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
経
営
者
像

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
大
き
な
感
銘

を
受
け
た
。
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◆
経
営
者
の
三
つ
の
役
割
と
資
質

経
営
者
の
三
つ
の
役
割
は
、
�
集
団
の
求
心
力

の
中
心
と
し
て
の
「
リ
ー
ダ
ー
」、
�
社
会
へ
組

織
を
代
表
す
る
「
代
表
者
」、
�
戦
略
や
組
織
の

「
設
計
者
」
の
三
つ
で
あ
り
、
ま
た
役
割
の
重
要

性
は
こ
の
順
序
で
重
要
で
あ
る
。

◆
経
営
者
は
後
に
何
を
残
す
べ
き
か

金
や
設
備
で
は
な
く
、
三
つ
の
「
目
に
見
え
な

い
」
基
盤
を
残
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
三
つ
と
は
、

�
も
の
の
考
え
方
と
し
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
�
知
識
基

盤
、
技
術
基
盤
と
し
て
の
人
材
、
�
事
業
基
盤
と

し
て
の
事
業
と
組
織
の
枠
組
み

◆
夢
を
描
く
力
の
源
泉

リ
ー
ダ
ー
の
夢
を
描
く
力
の
源
泉
は
、
�
夢
を

持
と
う
と
す
る
強
い
意
志
、
�
失
敗
を
呑
み
込
む

広
さ
、�
実
現
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
描
け
る
能
力
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
つ
で
あ
る
。

◆
退
陣
後
の
成
長
こ
そ
、
経
営
者
の
勲
章

◆
人
材
蓄
積
に
は
理
念
と
修
羅
場
が
必
要

人
材
を
蓄
積
し
て
い
く
た
め
に
は
、
�
高
い
目

標
に
向
か
う
旗
を
掲
げ
る
、
�
「
生
の
人
間
」
の

真
実
を
考
え
さ
せ
る
指
針
を
与
え
る（
三
現
主
義
）、

�
教
育
者
と
し
て
、
有
意
義
な
修
羅
場
を
準
備
し
、

そ
の
先
頭
に
立
っ
て
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
す
る
こ
と

の
三
つ
が
重
要
。

◆
言
葉
の
達
人
〜
頭
に
残
る
言
葉

（
本
田
宗
一
郎
語
録
）

�
成
功
は
九
九
％
の
失
敗
に
支
え
ら
れ
た
一
％
で

あ
る
。

�
目
先
の
成
績
に
こ
だ
わ
り
、
独
自
の
哲
学
に
基

づ
く
創
意
を
少
し
で
も
放
棄
す
る
よ
う
な
考
え

方
が
生
ま
れ
た
と
き
、
企
業
は
転
落
と
崩
壊
の

道
を
た
ど
り
は
じ
め
る
。

�
い
く
ら
技
術
が
よ
く
て
も
思
想
が
だ
め
だ
と
、

そ
の
技
術
は
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

�
理
念
な
き
行
動
は
凶
器
で
あ
り
、
行
動
な
き
理

念
は
無
価
値
で
あ
る
。

◆
言
葉
の
達
人
〜
心
に
沁
み
る
言
葉

（
本
田
宗
一
郎
語
録
）

�
明
日
咲
か
せ
る
花
は
、
今
、
種
を
蒔
い
て
お
か

な
き
ゃ
い
け
な
い
。

�
他
人
の
気
持
ち
に
な
れ
る
人
と
い
う
の
は
、
自

分
が
悩
む
。
自
分
が
悩
ま
な
い
人
は
、
他
人
を

動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

�
や
っ
て
も
み
も
せ
ん
で
何
が
分
か
る
。

（
詳
細
は
既
送
付
済
の
講
演
資
料
ご
参
照
）

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

森
谷

文
昭
会
長
代
行

（
�
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
名
誉
顧
問
）

来
賓
挨
拶

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

照
井

恵
光
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

安
藤
よ
し
子
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

前
島

富
雄
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
『
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
今
こ
そ
本

田
宗
一
郎
氏
に
学
ぶ
と
き
』

講
師

株
式
会
社

東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長

一
橋
大
学
名
誉
教
授

伊
丹
敬
之
氏

講
演
謝
辞

藤
池

誠
治
副
会
長

（
�
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
）

【
第
二
部懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

椎
名

幹
芳
副
会
長

（
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
�
代
表
取
締

役
社
長
）

来
賓
祝
辞

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

上
井

喜
彦
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

吉
野

寛
治
副
会
長

（
吉
野
電
化
工
業
�
代
表
取
締
役
社
長
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１２ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
２２４４
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会
開開
催催

特別講演
『
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
今

こ
そ
本
田
宗
一
郎
に
学
ぶ
と
き
』と

題
し
伊
丹
敬
之
氏
が
講
演

２・３
特
別
講
演
会
「
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
〜
今
こ
そ
本
田
宗
一
郎
に
学

ぶ
と
き
」

開
催
挨
拶
を
す
る
森
谷
会
長
代
行

― １ ―
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会会
場場
スス
ナナ
ッッ
ププ

�
来
賓
挨
拶

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

▲会場

▲主要来賓・役員記念撮影

�
来
賓
挨
拶

照
井
恵
光
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
長

�
来
賓
挨
拶

安
藤
よ
し
子
厚
生
労

働
省
埼
玉
労
働
局
長

�
特
別
講
演
会
・
講
演
風
景

�
来
賓
挨
拶

前
島
富
雄
埼
玉
県
教

育
委
員
会
教
育
長

― ２ ―
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

目

次

頁

�
新
年
会
員
懇
談
会
開
催

１

�
会
場
ス
ナ
ッ
プ

２
〜
３

�
同
来
賓
名
簿

４

�
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

５

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

６

�
平
成
二
三
年
度
第
七
回
・
第
八
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

７

�
埼
玉
大
学
・
本
会
合
同
特
別
公
開
講
座
第

四
講
・
経
営
者
の
た
め
に
法
人
税
制
セ
ミ

ナ
ー

８

�
平
成
二
三
年
度
第
二
回
人
事
労
務
委
員

会
・「
埼
玉
県
の
働
き
が
い
の
あ
る
会
社

調
査
」
表
彰
式

９

�
地
区
協
議
会
開
催

１０
〜
１２

�
日
本
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

１３

�
第
二
五
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い

１４
〜
１５

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介

日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
�
代
表
取
締
役

会
長

植
田
耕
作
氏
・
広
告

１６
〜
１７

�
地
区
会
員
企
業
ホ
ッ
ト
な
話
題

１８
〜
１９

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

２０
〜
２１

�
四
半
期
企
業
経
営
動
向
調
査
結
果

２２
〜
２４

�
節
電
の
取
組
み
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果

２５
〜
２６

�
四
者
面
談
会
開
催

２７

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

２８

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ
そ２９

�
青
年
経
営
者
部
会
〜
千
葉
県
経
営
者
協
会

と
合
同
で
企
業
見
学
会
開
催

３０

�
就
職
未
内
定
学
生
と
企
業
と
の
面
接
会
開

催
・
広
告

３１

�
渋
沢
栄
一
賞
・
荻
野
吟
子
賞
表
彰

３２

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

３３

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案
、
労
働
法
ゼ

ミ
ナ
ー
ル

３４

�
事
業
だ
よ
り
、
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
事
を
、

広
告

３５

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

３６

▲講演する一橋大学名誉教授
伊丹敬之氏

▲パーティーの部来賓祝辞
上田清司埼玉県知事

▲パーティー風景

▲パーティーの部乾杯挨拶
上井喜彦埼玉大学学長

▲講演に対し謝辞を述べる
藤池誠治副会長

▲パーティーの部閉宴挨拶 吉野寛治副会長

▲パーティーの部開宴挨拶
椎名幹芳副会長

▲パーティー風景

― ３ ―
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

《
講
師
》

▽
東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
長

一
橋
大
学
名
誉
教
授

伊
丹
敬
之

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

照
井
恵
光

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
長

増
田

仁

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

安
藤
よ
し
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
部
長

坪
田
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

安
川
裕
久

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

小
野
寺
徳
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

渡
辺
桂
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
職
業
安
定
課
長

斉
藤
明
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
企
画
室
長

武
政
隆
司

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
長

大
芦

誠

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

本
部
長

安
藝

一

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

松
岡

進

▽
産
業
労
働
部
産
業
労
働
政
策
課
長

小
川
良
和

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

高
橋
利
雄

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

杉
野
勝
也

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

牟
田
口
照
恭

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

立
川
吉
朗

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

馬
橋
隆
紀

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

田
中

寿

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

北
風
良
雄

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

鹿
島
利
友

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

坂
田
秋
雄

▽
教
育
委
員
会

教
育
長

前
島
富
雄

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

▽
さ
い
た
ま
市

経
済
局
長

森
田

治

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

会
長

大
久
保
義
海

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会会

長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

荻
野
芳
朗

▽
�
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

山
本
碩
�

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽
�
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

江
田
元
之

▽
�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

専
務
理
事

中
島

滋

▽
�
埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

会
長

山
崎
嘉
正

▽
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事

後
閑
小
径

▽
�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

所
長

神
山
哲
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会専

務
理
事

篠
原
保
夫

▽
独�
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼
玉

職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

徳
留
光
明

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

事
務
局
次
長

杉
戸
雄
司

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長

上
條
正
仁

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長

戸
所
邦
弘

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

専
務
執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

村
木

徹

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

関
川
朋
史

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

田
中

洋

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行大

宮
西
支
店
長

浅
香
哲
也

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行公

共
法
人
部
長

猪
俣

章

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

飯
島
荘
衛

▽
�
武
蔵
野
銀
行

公
務
渉
外
部
長

一
柳
幸
男

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

上
井
喜
彦

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

川
橋
正
昭

▽
埼
玉
大
学

副
学
長

八
木
正
一

▽
埼
玉
大
学

経
済
学
部

副
学
部
長

柳
沢
哲
哉

▽
埼
玉
大
学

研
究
協
力
部
長

谷
本

滋

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

小
林
裕
一

▽
埼
玉
大
学

地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

准
教
授

濱
田

豊

▽
�
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構

専
務
理
事

嶋
根

繁

▽
も
の
つ
く
り
大
学

学
長

神
本
武
征

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

石
岡
慎
太
郎

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

�
山
次
郎

《
地
方
経
協
》

▽
東
京
経
営
者
協
会

専
務
理
事

田
中

清

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
産
業
経
済
部
記
者

秋
谷
明
宣

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部
長

出
井
恭
一

▽
日
本
放
送
協
会さ

い
た
ま
放
送
局
長

畑
野
祐
一

▽
日
本
経
済
新
聞
社さ

い
た
ま
支
局
長

花
見
宏
昭

▽
日
刊
工
業
新
聞
社さ

い
た
ま
総
局
長

芦
内
秀
郎

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

久
保
田
浩

▽
産
経
新
聞
社

元
編
集
委
員

野
口
貢
一

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
税
理
士
法
人
優
和

埼
玉
本
部

飯
野
事
務
所

公
認
会
計
士

飯
野
浩
一

▽
�
東
京
国
際
研
究
所

所
長

稲
葉
英
幸

来来

賓賓

にに

各各

界界

かか

らら

多多

士士

済済

済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）

▲ご来賓の方々

― ４ ―
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青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成

二
十
四
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
二
月

二
十
七
日
�
午
後
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
に
お
い
て
、
来
賓
、
一
般
、
部
会
員
合

計
百
七
十
余
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

事
前
に
行
わ
れ
た
定
例
会
で
は
、
四

月
に
開
催
す
る
四
月
例
会
、
五
月
に
開

催
す
る
定
時
総
会
、
十
一
月
十
六
、
十

七
日
に
高
知
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
、

２
０
１
４
年
に
埼
玉
で
開
催
す
る
全
国

大
会
等
々
に
つ
い
て
、
議
論
し
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
川
本
武
彦
副

部
会
長（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）の
司
会
・

進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
松
本
伸
一
郎
部

会
長
（
松
本
商
会
・
社
長
）
は
、
最
近

の
円
高
、
原
油
高
等
々
経
済
状
況
を
憂

い
な
が
ら
、
我
々
青
年
経
営
者
部
会
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
倫
理
観
を
持
ち
な
が

ら
、
時
代
に
即
応
し
た
経
営
を
心
が
け
、

社
会
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
五
十
歳
未
満
の
事
業
継
承
予
定

者
を
入
会
資
格
に
加
え
て
い
る
の
で
、

是
非
と
も
多
く
の
皆
様
に
仲
間
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
歩
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
挨
拶
を
結
ん
だ
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
親

会
の
森
谷
文
昭
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会

長
代
行
は
、
現
下
の
経
済
情
勢
を
分
析

さ
れ
、
円
高
や
世
界
景
気
の
減
速
に
、

タ
イ
の
洪
水
が
重
な
り
輸
出
が
低
迷
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
対
前
期
比
年
率
で
、

２
・
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
２
四

半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た

こ
と
。
そ
し
て
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

震
災
か
ら
の
復
興
需
要
の
本
格
化
に
伴

い
、
緩
や
か
な
回
復
軌
道
に
戻
る
と
の

見
方
が
多
い
も
の
の
、
欧
州
危
機
の
先

行
き
に
は
、
予
断
を
許
さ
ず
、
輸
出
に

も
不
安
が
あ
る
な
ど
、
景
気
の
本
格
回

復
に
は
、
な
お
課
題
が
残
る
と
い
う
状

況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
た
。

だ
が
、
本
田
宗
一
郎
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
失
敗
を
恐
れ
る
よ
り
も
、
何
も
し

な
い
こ
と
を
恐
れ
ろ
」
と
の
言
葉
通
り
、

経
営
者
の
皆
様
は
、
是
非
こ
の
言
葉
通

り
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
危
機

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

講
師
を
お
願
い
し
た
楠
木

建
氏
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
１
９
６
４
年
、
東

京
都
目
黒
区
生
ま
れ
。
１
９
９
２
年
、

一
橋
大
学
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

一
橋
大
学
商
学
部
助
教
授
、
一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教

授
、
ボ
ッ
コ
ー
ニ
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
（
ミ
ラ
ノ
）
客
員
教
授
を
歴
任
。

２
０
０
０
年
に
一
橋
大
学
大
学
院
国
際

企
業
戦
略
研
究
科
が
創
設
さ
れ
る
と
と

も
に
異
動
し
、
同
研
究
科
助
教
授
。
２

０
１
０
年
よ
り
現
職
。
主
な
著
書
と
し

て
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争

戦
略
〜
優
れ
た
戦
略
の
条
件
」「
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」「
知
識
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
多
数
。「
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争
戦
略
〜
優
れ

た
戦
略
の
条
件
」
は
、
一
昨
年
５
月
の

発
行
以
来
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
、

絶
賛
を
浴
び
、
そ
の
５
０
０
ペ
ー
ジ
を

超
え
る
経
営
学
の
大
著
と
し
て
は
、
発

行
部
数
が
異
例
の
１６
万
部
を
超
え
た
。

講
演
は
「
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競

争
戦
略
〜
優
れ
た
戦
略
の
条
件
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
。

企
業
活
動
の
目
的
は
、
長
期
利
益
で

あ
り
、
実
現
の
た
め
に
競
争
戦
略
を
立

て
る
。
そ
こ
で
、
他
社
と
の
違
い
を
ど

の
よ
う
に
連
動
さ
せ
、
利
益
に
結
び
つ

け
る
か
を
示
す
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
紹

介
し
た
の
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
戦
略
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
は
本
で
は
な
く
、
購
買
の

意
欲
決
定
を
助
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
売
る

事
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
世

界
中
に
倉
庫
を
作
っ
て
、
大
量
の
在
庫

を
抱
え
た
。
在
庫
不
要
が
利
点
で
あ
る

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
非
合
理
、

非
効
率
に
映
る
が
、
購
買
の
意
欲
決
定

に
は
商
品
配
送
の
約
束
が
欠
か
せ
な
い

た
め
、
ア
マ
ゾ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中

で
は
、
合
理
的
な
考
え
方
な
の
だ
。

い
つ
の
時
代
も
、
思
わ
ず
人
に
話
し

た
く
な
る
よ
う
な
面
白
い
ス
ト
ー
リ
ー

を
、
自
社
の
戦
略
と
し
て
構
築
す
る
こ

と
が
、
経
営
者
の
重
要
な
要
件
で
も
あ

り
、
顧
客
や
社
員
が
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
熱
く
、
面
白
く

語
っ
て
ほ
し
い
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。

講
演
後
、
梶
原
靖
友
副
部
会
長
（
梶

原
工
業
・
専
務
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
藤
池
一
誠
副
部

会
長
（
デ
サ
ン
・
専
務
）
の
司
会
・
進

行
で
開
宴
し
た
。

初
め
に
、
初
代
部
会
長
で
あ
り
、
ま

た
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
で
も

あ
る
藤
池
誠
治
氏
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。
続
い
て
、
利
根
忠
博
埼
玉
県
経

営
者
協
会
特
別
顧
問
に
埼
玉
の
地
酒
で

乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
会
は
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
懇
談
が
続
い
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
増
田

学
幹

事
（
友
栄
塗
装
・
社
長
）
が
行
い
、
会

の
活
性
化
と
魅
力
作
り
に
邁
進
し
、
会

員
を
増
強
し
た
い
と
述
べ
、
新
春
特
別

講
演
会
は
盛
会
裏
の
内
に
お
開
き
と
な

っ
た
。

「「
スス
トト
ーー
リリ
ーー
とと
しし
てて
のの
競競
争争
戦戦
略略

〜〜
優優
れれ
たた
戦戦
略略
のの
条条
件件
」」
とと
題題
しし

楠楠
木木

建建
氏氏
がが
講講
演演

青
年
経
営

者

部

会

新
春
特
別
講
演
会
開
催

過
去
最
多
の
参
加
者
が
あ
っ
た

開
会
挨
拶
す
る
松
本
伸
一
郎
部
会
長

来
賓
挨
拶
す
る
森
谷
文
昭
会
長
代
行

講
演
す
る
楠
木
建
氏

懇
親
会
に
も
１
０
０
名
の
方
々
が
参

加
し
大
い
に
懇
親
が
図
ら
れ
た

― ５ ―



も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉

新
聞
社
が
後
援
し
た
「
も
の
つ
く
り
大

学
特
別
公
開
講
座
」
が
二
月
十
三
日
�
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
一

一
〇
名
の
高
校
生
、
教
育
関
係
者
、
一

般
公
募
の
方
、
会
員
企
業
、
国
や
県
の

関
係
機
関
な
ど
、
過
去
最
多
の
四
五
〇

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
講

座
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
地

域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
八
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り

大
学
の
石
岡
慎
太
郎
理
事
長
、
本
会
森

谷
文
昭
会
長
代
行
よ
り
主
催
者
挨
拶
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、「�
は
や
ぶ
さ
、
そ

う
ま
で
し
て
君
は
�
〜
生
み
の
親
が
明

か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秘
話
」
と
題
し
て
、

独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
で
、
宇
宙
科
学
研

究
所
宇
宙
航
空
シ
ス
テ
ム
研
究
系
研
究

主
幹

教
授

川
口
淳
一
郎
氏
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
会
場
か
ら
活

発
な
質
問
も
出
さ
れ
、
講
演
会
は
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

は
以
下
の
通
り
）

そ
し
て
、
最
後
に
も
の
つ
く
り
大
学

神
本
武
征
学
長
の
挨
拶
に
よ
り
本
講
座

は
閉
会
し
た
。

□
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

講
演
は
、
ま
ず
公
開
中
の
映
画
の
製

作
経
緯
等
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
続
い

て
太
陽
系
、
地
球
の
起
源
を
知
る
と
い

う
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
以
下
の
よ
う
な「
旅
立
ち
」、

「
成
功
」、「
旅
の
は
じ
ま
り
」、「
帰
還
」

ま
で
の
各
ス
テ
ー
ジ
の
は
や
ぶ
さ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
状
況
等
に
つ
い
て
の

詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
た
。

◆
「
旅
立
ち
」

二
〇
〇
三
年
五
月
、
小
惑
星
か
ら
の

サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
と
い
う
前
代
未
聞

の
使
命
を
帯
び
て
Ｍ
‐
Ｖ
ロ
ケ
ッ
ト
で

打
ち
上
げ
ら
れ
た
は
や
ぶ
さ
の
希
望
と

期
待
を
乗
せ
た
「
旅
立
ち
」。

◆
「
成
功
」

二
〇
〇
五
年
九
月
の
小
惑
星
「
イ
ト

カ
ワ
」
上
空
二
〇
�
に
静
止
。
そ
の
後

様
々
な
角
度
か
ら
観
測
、
降
下
、
サ
ン

プ
ル
回
収
に
乗
り
出
し
た
「
到
着
」

無
事
成
功
し
た
か
に
思
え
た
が
、
そ

の
後
の
惑
星
探
査
ロ
ー
バ
「
ミ
ネ
ル

バ
」
投
下
の
失
敗
、
そ
し
て
歴
史
的
偉

業
と
な
っ
た
は
や
ぶ
さ
イ
ト
カ
ワ
へ
の

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
の
「
成
功
」

◆
「
旅
の
は
じ
ま
り
」

歴
史
的
な
偉
業
か
ら
数
時
間
後
の
エ

ン
ジ
ン
か
ら
の
燃
料
漏
れ
事
故
の
発
生
。

そ
の
後
の
通
信
の
途
絶
な
ど
、
地
球
帰

還
ま
で
の
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
、
も
う

一
つ
の
「
旅
の
は
じ
ま
り
」。

◆
「
帰
還
」

二
〇
一
〇
年
六
月
の
六
〇
億
�
に
及

ぶ
航
海
を
終
え
、
地
球
に
帰
還
。
カ
プ

セ
ル
を
切
り
離
し
た
の
ち
、
大
気
圏
に

再
突
入
。
巨
大
な
火
球
と
な
っ
て
そ
の

使
命
を
終
え
た
「
帰
還
」。

講
演
の
中
で
、
川
口
氏
は
は
や
ぶ
さ

を
成
功
に
導
い
た
経
験
か
ら
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
遂
行
の
た
め
の
心
構
え
と
し
て

以
下
の
点
を
挙
げ
ら
れ
た
。

�
ど
ん
な
ル
ー
ル
も
最
初
か
ら
信
奉
す

る
こ
と
な
か
れ
。

�
「
神
頼
み
」
を
す
る
ほ
ど
、
す
べ
て

の
努
力
を
や
り
つ
く
し
た
か
。

�
往
生
際
は
よ
く
す
べ
し
。

	
奇
跡
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク



意
思
決
定
の
層
は
薄
け
れ
ば
薄
い
ほ

ど
い
い
。

�
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
ら
リ
ー
ダ
ー
は

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
。

�
「
あ
き
ら
め
な
い
」
粘
り
と
「
と
ら

わ
れ
な
い
」
独
創
性
が
未
来
を
開
く
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
は
や
ぶ
さ
」
で

本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
と
し
て
。
以
下

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
講
演
を
締
め
く
く

ら
れ
た
。

「
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
せ

た
も
の
で
、
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
、

『
新
し
い
発
想
』。
日
本
も
そ
う
い
う

創
造
性
を
発
揮
で
き
る
国
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。『
根
性
』
が
あ
っ
た
か
ら
、

遂
行
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

日
本
は
、
人
類
が
い
ま
ま
で
や
っ
た

こ
と
が
な
い
、
考
え
た
こ
と
も
な
い
も

の
を
実
現
で
き
る
国
だ
と
い
う
こ
と
を
、

い
ま
特
に
、
若
い
方
々
に
知
っ
て
ほ
し

い
。次

の
世
代
は
日
本
を
変
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。『
は
や
ぶ
さ
』
が

そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー

ル
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
」。

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

「
は
や
ぶ
さ
、そ
う
ま
で
し
て
君
は
〜
生

み
の
親
が
明
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秘
話
」

〜
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

川
口
淳
一
郎

氏
が
講
演
、
―
過
去
最
多
の
４
５
０
名
（
高
校

生
一
一
〇
名
も
参
加
）
が
参
加
し
開
催

過
去
最
多
の
４
５
０
名
の
参
加
が
あ

っ
た

主
催
者
挨
拶

石
岡
慎
太
郎
も
の
つ

く
り
大
学
理
事
長

主
催
者
挨
拶

森
谷
文
昭
本
会
会
長

代
行

講
演
を
す
る
川
口
淳
一
郎
氏

閉
会
挨
拶

神
本
武
征
も
の
つ
く
り

大
学
学
長

― ６ ―



第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
へ

〜
部
下
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限
に
引
き

出
す
組
織
論
」に
つ
い
て
、前
早
稲
田
大
学
ラ

グ
ビ
ー
部
監
督

中
竹
竜
二
氏
が
講
演

平
成
二
三
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
一
二
月
一
六
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
八
二
名
の

方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

第
七
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
将
来
と
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影

響
」
と
題
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
論
説
で

有
名
な
日
本
経
済
新
聞
社
・
論
説
委
員
兼

編
集
委
員
の
関
口
和
一
氏
を
講
師
と
し
て

迎
え
開
催
し
た
。

関
口
氏
は
、
ま
ず
「
ネ
ッ
ト
の
こ
ち
ら

側
か
ら
あ
ち
ら
側
へ
」「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か

ら
ク
ラ
ウ
ド
へ
」「
高
機
能
Ｏ
Ｓ
か
ら
ｗ

ｅ
ｂ
Ｏ
Ｓ
へ
」「
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
」
へ
の
変
化
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
、「
オ
ン
シ
ー
ト
」「
ユ
ー
レ

ッ
ト
」「
エ
ン
フ
ォ
リ
ア
」
な
ど
の
先
進

的
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
急
速
に
企
業
の
ク
ラ
ウ

ド
利
用
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
存
在
す
る
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
の
活
用
が
企
業
経
営
を
左
右
す
る
可

能
性
に
も
言
及
し
た
。

次
に
、
急
速
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
展

す
る
欧
米
・
新
興
国
に
対
し
て
、
日
本
は
、

�
携
帯
電
話
に
代
表
さ
れ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

現
象
、
�
個
人
情
報
保
護
ア
レ
ル
ギ
ー
の

異
常
さ
、
�
著
作
権
の
過
保
護
体
質
と
い

う
、
日
本
固
有
の
三
つ
の
課
題
か
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
い
う
世
界
の
潮

流
に
乗
り
遅
れ
て
い
る
日
本
に
対
し
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

特
に
、
政
府
、
教
育
、
マ
ス
コ
ミ
が
日

本
の
情
報
化
を
拒
む
三
角
形
で
あ
る
と
批

判
し
た
。

最
後
に
今
後
の
企
業
経
営
の
鍵
を
握
る

の
が
「
ス
マ
ー
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
戦
略
」
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
時
代
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
づ
く
り
に
向
け
て
、
経
営
ト

ッ
プ
の
意
識
改
革
、
安
全
神
話
を
見
直
し

過
保
護
政
策
に
よ
る
高
コ
ス
ト
体
質
か
ら

の
脱
却
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
技
術
の
活
用
等
が

不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
経
営
者
に
対
し
て
、

今
後
の
ク
ラ
ウ
ド
時
代
の
成
功
の
秘
訣
は
、

「
自
分
よ
り
若
く
て
自
分
よ
り
頭
の
い
い

人
物
と
組
む
こ
と
だ
」
と
い
う
米
国
の
著

名
な
Ｉ
Ｔ
起
業
家
で
あ
っ
た
ジ
ム
・
ク
ラ
ー

ク
の
言
葉
を
引
用
し
て
講
演
を
終
了
し
た
。

平
成
二
三
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
一
月
一
七
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
一
一
八
名
の

方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

第
八
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
早
稲

田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
と
し
て
大
学
選

手
権
で
早
稲
田
大
学
の
二
連
覇
を
達
成
し
、

現
在
�
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
コ
ー
チ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
中
竹
竜

二
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
か
ら
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
へ
〜
部

下
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限
に
引
き

出
す
組
織
論
」
と
題
し
て
開
催
し
た
。

中
竹
氏
か
ら
は
、「
ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー

で
も
フ
ォ
ロ
ワ
ー
で
も
そ
の
組
織
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
れ
ば
、
必
ず
組
織
を
変
革
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
最
終
的
に
は
決
断
を
下

す
の
は
リ
ー
ダ
ー
だ
が
、
常
に
フ
ォ
ロ
ワ

ー
も
リ
ー
ダ
ー
と
同
じ
よ
う
に
主
体
性
を

持
っ
て
考
え
る
」
こ
ん
な
理
想
的
な
組
織

づ
く
り
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

講
演
の
中
で
中
竹
氏
が
強
調
し
た
点
は

以
下
の
通
り
。

◆
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー

中
心
で
は
な
く
チ
ー
ム
中
心
の
考
え
方
で
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
「
先
生
」
と
「
生
徒
」

と
の
関
係
な
の
に
対
し
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ

ッ
プ
は
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
関
係
」

と
な
る
な
ど
の
相
違
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら

が
優
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

◆
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ

プ
は
ど
ち
ら
が
有
効
か
、
正
し
い
か
と
い

う
議
論
は
論
外
。
い
ず
れ
も
道
具
の
一
つ

で
あ
り
、
組
織
の
目
的
、
目
標
や
人
々
の

ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
使
い
方
は
異
な
る
。

◆
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
任
せ

る
こ
と
は
責
任
放
棄
で
は
な
い
。
全
て
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
責
任
で
あ
る
。

◆
理
想
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
は
「
役
割

分
担
と
責
任
分
担
」
で
は
な
く
、「
自
律

貢
献
と
責
任
共
有
」
で
あ
る
。

ま
た
、
最
後
に
中
竹
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
心
構
え
（
持
論
・
哲
学
）
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

�
で
き
な
い
こ
と
は
や
っ
て
は
い
け
な
い

―
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
や
っ
て
も
ら
う
し
か

な
い
。

�
自
分
の
力
を
見
限
る
―
夢
を
見
ず
、
背

伸
び
を
せ
ず
、
身
の
丈
に
合
っ
た
姿
勢
。

�
勇
気
を
持
っ
て
告
白
―
監
督
に
期
待
す

る
な
。

�
ヒ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
全
員
、
違
う
こ
と
を

知
る
―
一
斉
指
導
で
は
行
き
届
か
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
個
別
に
つ

な
が
る
。

	
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
や
ら
せ
る
使
命
が
あ
る
。

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
将

来
と
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
」に
つ
い
て
、日

本
経
済
新
聞
論
説
委
員
・
関
口
和
一
氏
が
講
演

講
演
す
る
中
竹
竜
二
氏

講
演
す
る
関
口
和
一
氏

第
７
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
全
景

注
目
の
講
師
の
講
演
に
１
２
０
名
近
い

参
加
者
が
あ
っ
た

講
演
終
了
後
講
師（
右
）と
名
刺
交
換
を

す
る
参
加
者

― ７ ―



埼埼
玉玉
大大
学学
とと
のの
合合
同同
特特
別別
公公
開開
講講
座座

平
成
二
三
年
度
第
四
講
開
催

―
「
今
後
の
世
界
経
済
の
動
向
と
日
本
経
済
へ
の
影
響
」
に

つ
い
て
相
沢
幸
悦
教
授
が
講
演

経
営
者
の
た
め
の

法
人
税
制
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー

税
理
士

遠
藤
達
也
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
二
月
二
八
日
�
一
四
時
か

ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
、

埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合
同
特
別
公
開
講

座
平
成
二
三
年
度
第
四
講
が
開
催
さ
れ
た
。

第
四
講
は
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

相
沢
幸
悦
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
今

後
の
世
界
経
済
の
動
向
と
日
本
経
済
へ
の

影
響
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
会
員
な
ど
八
〇
名
が
参
加
し
た
。

講
演
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

◆
金
融
相
場
の
危
う
さ

足
元
の
世
界
的
な
株
価
上
昇
は
、
世
界

的
な
金
融
緩
和
策
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
�
時
間
を
買
う
政
策
�
に
過
ぎ
な

い
。
金
融
緩
和
に
よ
り
流
動
性
で
株
価
が

支
え
ら
れ
て
い
る
内
に
、
構
造
問
題
に
道

筋
を
つ
け
、
実
体
経
済
を
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
効
果
は
薄
れ
て
く
る
。

◆
世
界
経
済
の
動
向
と
日
本
経
済

欧
州
は
ユ
ー
ロ
を
守
る
た
め
に
、
米
国

は
政
治
の
対
立
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
財
政

赤
字
の
圧
縮
を
強
制
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
皮
肉
な
こ
と
に
「
日
本
化
」
を
回
避

す
る
道
で
あ
る
。
ま
た
、
新
興
国
バ
ブ
ル

も
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
世
界
景
気
は
さ
ら

に
低
迷
す
る
。

一
方
、
日
本
経
済
は
為
替
介
入
が
で
き

ず
、
超
円
高
が
進
む
こ
と
で
更
な
る
景
気

の
低
迷
と
デ
フ
レ
に
襲
わ
れ
る
。

◆
日
本
の
生
き
る
道
―
生
産
・
事
業
モ
デ

ル
の
大
転
換

こ
れ
ま
で
の
「
い
い
モ
ノ
を
安
く
多

く
」
つ
く
る
生
産
・
事
業
モ
デ
ル
で
は
、

新
興
国
と
の
熾
烈
な
競
争
に
勝
つ
こ
と
は

で
き
な
い
。
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
技
術
は
、

こ
の
間
に
長
期
不
況
の
な
か
で
海
外
に
流

出
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
土
俵
で

競
争
し
よ
う
と
し
て
、
企
業
は
徹
底
的
な

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
に
、

「
円
高
・
デ
フ
レ
・
賃
下
げ
」
の
悪
循
環

に
襲
わ
れ
て
き
た
。

平
成
大
不
況
か
ら
の
脱
却
は
、
従
来
の

日
本
経
済
の
生
産
・
事
業
モ
デ
ル
の
大
転

換
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
ユ

ニ
ー
ク
な
モ
ノ
、
新
し
い
モ
ノ
を
高
く
少

し
ず
つ
」
つ
く
る
生
産
・
事
業
モ
デ
ル
へ

の
大
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
消
費
増
税
な
し
で

政
府
債
務
一
千
兆
円
が
ゼ
ロ
に
な
る
国
家

経
済
学
」
と
題
し
て
、
国
債
の
株
式
化
等

の
奇
論
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
未

曾
有
の
政
治
的
・
経
済
的
国
難
に
遭
遇
し

て
い
る
現
在
の
日
本
で
は
、
奇
論
、
珍
論

も
考
え
る
べ
き
時
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

平
成
二
四
年
二
月
二
二
日
�
一
四
時
か

ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
会
議
室
に
お
い

て
、「
経
営
者
の
た
め
の
法
人
税
制
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士

法
人
パ
ー
ト
ナ
ー

税
理
士

遠
藤
達
也

氏
か
ら
「
復
興
特
別
税
及
び
平
成
二
三
年

度
税
制
積
み
残
し
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
」「
平

成
二
四
年
度
税
制
改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
」

並
び
に
「
海
外
進
出
に
係
る
税
務
上
の
留

意
点
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
三
〇

名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
の
説
明
項
目
は
以
下
の
通
り
。

◆
復
興
特
別
税
及
び
平
成
二
三
年
度
税
制

改
正
積
み
残
し
項
目
の
説
明
内
容

一
�
平
成
二
三
年
度
税
制
改
正
の
経
緯

二
�
復
興
特
別
税

�
復
興
特
別
法
人
税

�
復
興
特
別
所
得
税

三
�
法
人
税

�
法
人
税
率

�
欠
損
金
の
繰
越
控
除

�
減
価
償
却

	
貸
倒
引
当
金



寄
附
金

�
試
験
研
究
費
の
特
別
控
除

�
そ
の
他
の
租
税
特
別
措
置



外
国
税
額
控
除

四
�
納
税
環
境
整
備

�
更
生
の
請
求
期
間
の
延
長

�
更
生
の
請
求
等
の
範
囲
の
拡
大

◆
平
成
二
四
年
度
税
制
改
正
案
の
ポ
イ
ン

ト
一
�
国
際
課
税

�
過
大
支
払
利
子
課
税
（
創
設
）

�
国
外
財
産
調
書
制
度
（
創
設
）

二
�
法
人
税

�
試
験
研
究
費
の
特
別
税
額
控
除

�
そ
の
他
の
主
な
租
税
特
別
措
置

三
�
個
人
所
得
税

�
給
与
所
得

�
役
員
の
退
職
所
得

�
外
国
親
会
社
等
か
ら
付
与
さ
れ
た
ス

ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
行
使
等
に
関

す
る
調
書
制
度
（
創
設
）

◆
海
外
進
出
に
係
る
税
務
上
の
留
意
点

一
�
海
外
進
出
形
態
と
税
務

二
�
海
外
投
資
の
リ
タ
ー
ン
に
対
す
る
課

税
関
係

三
�
国
際
的
な
二
重
課
税
の
発
生
と
租
税

条
約
の
役
割

四
�
現
地
法
人
設
立
時
の
税
務
上
の
留
意

点

五
�
現
地
法
人
と
の
取
引
価
格
に
係
る
税

務
―
移
転
価
格
税
制

六
�
日
本
人
現
地
駐
在
員
の
給
与
負
担
と

個
人
所
得
税

七
�
外
国
子
会
社
配
当
免
税
税
度
導
入
後

の
国
際
税
務
戦
略

講
演
す
る
相
沢
幸
悦
氏

講
演
す
る
遠
藤
達
也
氏

８０
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た

講
演
風
景

講
演
を
聞
く
参
加
者

― ８ ―



『
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
調
査
』
表
彰
式
開
催

―
岩
堀
建
設
工
業
�
、
三
州
製
菓
�
が

優
秀
企
業
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

平
成
二
三
年
度
第
二
回
の
人
事
労
務
委
員
会
は
、

一
月
二
三
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
で
、
五
五
名
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

円
高
の
進
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
、

厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社
の
成
長
・

発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
き

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
が
続
く
今
だ

か
ら
こ
そ
、
な
お
さ
ら
組
織
活
性
化
策
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
三
年
度
の
第
二

回
人
事
労
務
委
員
会
は
、「
先
進
企
業
の
組
織
活

性
化
策
等
に
つ
い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
二
つ
の

講
演
を
行
っ
た

ま
ず
、
第
一
部
の
講
演
は
、
�
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ

ー
・
シ
ー
、
取
締
役

三
原
直
氏
よ
り
「
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
で
業
績
を
挙
げ
る
」
と
題
し
て
行

わ
れ
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◆
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
中
心
に
は
「
商
品
」
が

あ
り
、「
商
品
」
を
良
く
し
続
け
る
た
め
の
、
シ

ン
プ
ル
で
素
早
い
意
思
決
定
が
当
社
の
強
み
で
あ

る
。
ま
た
、「
商
品
」
を
中
心
に
お
い
た
組
織
づ

く
り
も
、
他
社
と
の
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
る
。

◆
当
社
で
は
、�
成
長
�
を
拡
大
と
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、「
目
標
を
や
り
遂
げ
る
力
が
大
き
く

な
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

◆
目
標
と
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
と
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
と
Ｃ
Ａ
Ｎ

か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
目
標
と
は
、

新
人
に
と
っ
て
は
小
さ
な
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

し
、
社
長
に
と
っ
て
は
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
標
で
あ
る
。

ま
た
、
目
標
は
管
理
を
し
な
い
で
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。

◆
ま
た
、
採
用
に
つ
い
て
最
も
重
視
す
る
点
は
、

当
社
の
商
品
に
魅
力
を
感
じ
る
人
材
を
採
用
す
る

こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
第
二
部
の
講
演
は
、
三
幸
グ
ル
ー
プ
・

人
材
開
発
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
鎌
田
克
也
氏
か
ら

「
社
員
が
イ
キ
イ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
と
働
き
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
る
会
社
造
り
と
は
」
と
題
し
て
行

わ
れ
、
働
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
当
グ
ル
ー
プ

の
具
体
取
組
み
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

取
組
み
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

�
事
前
イ
ベ
ン
ト
の
強
化
を
通
じ
た
口
コ
ミ
に
よ

る
優
秀
な
若
手
人
材
の
採
用

�
他
部
署
の
先
輩
が
新
入
社
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

疑
似
フ
ァ
ミ
リ
ー
活
動
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー

と
部
門
長
と
の
三
者
面
談
な
ど
の
ル
ー
キ
ー
サ

ポ
ー
ト
制
度

�
ビ
ジ
ョ
ン
や
仕
事
の
や
り
が
い
を
共
有
し
た
り
、

仕
事
で
悩
ん
だ
と
き
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
が
図
れ
る
�
オ
リ
ジ
ン
ブ
ッ
ク
�
の
配
布

	
生
徒
と
と
も
に
目
標
達
成
に
向
け
て
の
意
識
醸

成
を
図
る
体
育
祭
の
よ
う
な
大
イ
ベ
ン
ト
�
三

幸
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
�
の
開
催
。



全
社
員
が
集
ま
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
経
営
ビ
ジ

ョ
ン
の
共
有
を
図
る
�
ビ
ジ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催

�
表
出
し
ず
ら
い
組
織
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め

の
組
織
健
康
診
断
サ
ー
ベ
イ
・
人
事
面
接
の
実
施
。

�
部
門
目
標
を
達
成
し
た
社
員
全
員
を
舞
台
上
で

祝
福
・
表
彰
す
る
表
彰
イ
ベ
ン
ト



在
籍
二
年
以
上
の
社
員
は
希
望
部
署
に
異
動
申

請
が
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

�
勤
続
十
年
を
超
え
た
社
員
に
一
カ
月
の
休
み
と

特
別
給
与
を
支
給
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

平
成
二
三
年
度
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会
終
了

後
、
会
場
を
移
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（G

rest
Place

To
W
ork

）
が
地
域
版
調
査
と
し
て
日
本
で
初
め

て
実
施
し
た
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
」
調
査
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
会
会
員

で
あ
る
、
岩
堀
建
設
工
業
�
、
三
州
製
菓
�
の
二

社
が
優
秀
企
業
と
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン
よ
り

表
彰
を
受
け
た
。

な
お
、
本
表
彰
式
に
は
、
来
賓
と
し
て
埼
玉
県

産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長
の
斎
藤
修
一
様
と
埼

玉
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
小
川
秀
樹
様
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

◆
二
〇
一
三
年
版
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
調
査
」
に
是
非
と
も
ご
参
加
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

世
界
的
な
調
査
機
関
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
は
、
世

界
四
〇
カ
国
以
上
で
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

を
共
通
の
基
準
で
調
査
分
析
し
、
各
国
の
有
力
メ

デ
ィ
ア
で
、
働
き
が
い
の
会
社
の
ラ
ン
キ
ン
グ
と

し
て
発
表
し
て
い
る
。

日
本
版
調
査
は
２
０
０
７
年
よ
り
開
始
し
て
お

り
、
毎
年
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
誌
上
で
一
〇
ペ
ー
ジ
を

超
え
る
特
集
記
事
が
組
ま
れ
る
注
目
の
調
査
と
な

っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
よ
り
地
域
版
調
査
と
し

て
日
本
で
初
め
て
埼
玉
県
に
本
社
を
置
く
企
業
を

対
象
に
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
」
調
査
を
実
施
。

こ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
」
調
査
は
三
月
よ
り
調
査
申
込
み
の
受
付
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
参
加
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
別
途
本
調
査
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

「
先
進
企
業
の

組
織
活
性
化
等
に
つ
い
て
学
ぶ
」

平
成
二
三
年
度
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会
開
催

来
賓
挨
拶

斉
藤
修
一

埼
玉
県
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長

来
賓
挨
拶

小
川
秀
樹

埼
玉
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

表
彰
を
受
け
る
岩
堀
和
久
岩
堀
建
設
工

業
�
代
表
取
締
役

講
演
す
る
三
原
直
氏

講
演
す
る
鎌
田
克
也
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
和
田
彰
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

ジ
ャ
パ
ン
代
表

表
彰
を
受
け
る
斉
之
平
隆
彦
三
州
製
菓

�
専
務
取
締
役

― ９ ―
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中部地区
協 議 会

「「
限限
界界
がが
近近
づづ
くく
日日
本本
のの
財財
政政
――
財財
政政
・・
社社
会会
保保
障障

のの
再再
生生
をを
どど
うう
進進
めめ
てて
いい
くく
かか
？？
」」、、「「
職職
務務
・・
職職
能能
・・

成成
果果
主主
義義
時時
代代
のの
人人
事事
考考
課課
」」
をを
テテ
ーー
ママ
にに
開開
催催

中
部
地
区
協
議
会
が
、
二
月
二
日
�

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
・
六
〇
三
会
議

室
に
お
い
て
六
〇
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

ま
ず
、
根
岸
専
務
理
事
よ
り
、「
日

本
経
団
連
・
二
〇
一
二
年
版
経
営
労
働

政
策
委
員
会
報
告
」
の
ポ
イ
ン
ト
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
講
演
へ
移
り
、
第
一
部
の

講
演
は
、「
限
界
が
近
づ
く
日
本
の
財

政
―
財
政
・
社
会
保
障
の
再
生
を
ど
う

進
め
て
い
く
か
？
」
と
題
し
て
、
財
政

の
研
究
者
と
し
て
現
在
注
目
を
浴
び
て

い
る
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
准
教
授

小
黒
一
正
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◆
内
閣
府
は
、
今
回
の
五
％
の
消
費
税

増
税
で
も
国
際
公
約
で
も
あ
る
二
〇
二

〇
年
の
基
礎
的
財
政
収
支
黒
字
化
は
達

成
で
き
ず
、
さ
ら
に
一
六
％
ま
で
の
引

上
げ
が
必
要
と
の
試
算
を
公
表
し
た
が
、

米
国
の
著
名
な
学
者
等
は
、
三
〇
％
台

が
必
要
と
の
推
計
を
し
て
お
り
、
こ
の

程
度
の
増
税
で
は
と
て
も
増
加
す
る
社

会
保
障
負
担
を
賄
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

◆
著
名
な
経
済
学
者
で
あ
る
ロ
ゴ
フ
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
過
剰
な
公
的
債
務

は
経
済
成
長
を
抑
制
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

【
ロ
ゴ
フ
仮
説
】
公
的
債
務
（
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
が
九
〇
％
を
超
す
と
、
そ
の
国
の

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
平
均
し

て
四
％
も
低
下
す
る
と
い
う
仮
説

◆
現
状
の
ま
ま
で
は
、
二
〇
二
〇
年
頃

に
政
府
の
借
金
が
家
計
貯
蓄
を
追
い
越

す
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
今
後
三
年
以

内
に
そ
の
時
期
が
到
来
す
る
と
い
う
主

張
も
あ
る
。

◆
国
債
の
国
内
消
化
は
次
第
に
難
し
く

な
り
、
デ
フ
レ
下
で
金
利
リ
ス
ク
は
見

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
っ
た
ん

金
利
が
上
が
り
出
す
と
金
利
負
担
で
財

政
は
苦
境
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。

◆
従
来
か
ら
、
増
税
で
は
な
く
経
済
成

長
を
優
先
す
る
政
策
を
と
れ
ば
、
税
収

増
で
財
政
が
好
転
す
る
と
い
う
、
主
張

（
い
わ
ゆ
る
�
上
げ
潮
派
�）
が
み
ら

れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
日
本
の
名
目

成
長
率
と
長
期
金
利
の
関
係
を
長
期
的

に
み
る
と
、
長
期
金
利
が
名
目
成
長
率

を
上
回
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、�
上

げ
潮
派
�
の
主
張
の
根
拠
は
乏
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。

◆
ま
た
、
仮
に
経
済
成
長
で
日
本
の
公

的
債
務
を
改
善
す
る
と
す
る
と
、
今
の

日
本
の
財
政
状
況
を
も
と
に
ド
ー
マ
ー

の
条
件
を
適
用
し
試
算
す
る
と
、
実
質

金
利
を
二
％
上
回
る
経
済
成
長
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済

成
長
だ
け
で
財
政
再
建
を
図
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
社
会
保
障
の
公
的
負
担
は
毎
年
約
一

兆
円
ず
つ
増
加
し
二
〇
一
一
年
度
に
は

四
〇
兆
円
、
二
〇
一
五
年
度
に
は
四
三

兆
円
、
二
〇
二
五
年
度
に
は
五
四
兆
円
。

高
齢
化
ピ
ー
ク
時
の
二
〇
五
五
年
度
に

は
七
一
兆
円
に
増
加
し
、
二
〇
一
一
年

度
と
比
較
し
て
、
三
一
兆
円
も
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

◆
こ
の
社
会
保
障
負
担
の
膨
張
は
、
研

究
開
発
、
教
育
等
の
予
算
を
削
減
せ
ざ

る
を
得
ず
、
結
果
と
し
て
、
日
本
経
済

の
成
長
を
低
下
さ
せ
る
。

◆
以
上
の
点
か
ら
、
今
後
の
財
政
の
持

続
可
能
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

増
税
、
社
会
保
障
給
付
の
見
直
し
・
削

減
が
不
可
欠
で
あ
る
。

◆
ま
た
、
今
後
益
々
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
く
世
代
間
格
差
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
政
策
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

�
事
前
積
立

あ
ら
か
じ
め
高
齢
化
の
進
展
に
備
え
、

今
か
ら
追
加
的
負
担
を
課
し
、
そ
の
分

を
貯
蓄
（
事
前
積
立
）
し
て
お
く
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
負
担
上
昇
を
抑
制
し
、

異
時
点
間
の
負
担
を
平
準
化
す
る
。

�
世
代
間
公
平
基
本
法
の
制
定

社
会
保
障
予
算
を
一
般
会
計
か
ら
完

全
に
遮
断
す
る
。
そ
の
上
で
、
日
本
銀

行
の
よ
う
な
独
立
性
の
強
い
機
関
と
し

て
「
世
代
間
公
平
委
員
会
」
を
設
置
し
、

政
治
が
決
定
す
る
社
会
保
障
予
算
の
マ

ク
ロ
フ
レ
ー
ム
を
半
ば
自
動
的
に
決
定

し
、
世
代
間
の
配
分
の
不
公
平
感
を
是

正
す
る
。

◆
管
理
競
争
の
導
入

管
理
競
争
と
は
、
自
由
競
争
で
は
な

く
、
保
険
者
機
能
の
強
化
や
加
入
先
の

選
択
自
由
化
を
図
り
つ
つ
、
政
府
が
管

理
す
る
緩
や
か
な
競
争
。
政
府
の
役
割

は
、
社
会
保
険
料
に
よ
る
所
得
再
分
配
、

リ
ス
ク
調
整
、
健
全
な
保
険
市
場
の
確

立
な
ど
に
特
化
し
、
診
療
報
酬
な
ど
価

格
統
制
権
限
は
各
保
険
者
に
分
権
化
す

る
。（
詳
細
は
送
付
済
の
講
演
資
料
を

ご
参
照
）

続
い
て
第
二
講
に
入
り
、「
職
務
・

職
能
・
成
果
主
義
時
代
の
人
事
考
課
」

と
題
し
て
、
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長
の
吉
田
純
一

氏
よ
り
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。（
詳
細
は
送
付
済
の
講

演
資
料
ご
参
照
）

一
�
職
務
・
職
能
・
成
果
主
義
時
代
の

人
事
考
課

◆
職
務
・
職
能
・
成
果
主
義
を
実
現
す

る
人
事
考
課
と
は

◆
従
来
の
人
事
考
課
の
問
題
点

二
�
人
事
考
課
の
仕
組
み
と
考
課
基
準

の
設
定

◆
考
課
基
準
設
定
の
必
要
性

◆
能
力
考
課
基
準

�
能
力
考
課
と
は

�
能
力
考
課
要
素

�
能
力
考
課
基
準

�
課
業
レ
ベ
ル
の
評
価

◆
業
績
考
課

�
業
績
（
成
果
・
実
績
・
貢
献
度
）

評
価

�
業
績
考
課
の
対
象

�
達
成
目
標
の
設
定

�
対
象
と
な
る
目
標
例

	
目
標
設
定
の
手
順

◆
職
務
行
動
・
態
度
・
意
欲
考
課

�
職
務
行
動
・
態
度
・
意
欲（
情
意
）

考
課
と
は

�
考
課
の
対
象

�
考
課
段
階

講
演
す
る
小
黒
一
正
氏

講
演
を
す
る
吉
田
純
一
氏

講
演
風
景

―１０―
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西部地区
協 議 会

『『
日日
本本
経経
済済
のの
未未
来来
、、事事
務務
部部
門門
のの
生生

産産
性性
向向
上上
推推
進進
策策
』』をを
テテ
ーー
ママ
にに
開開
催催
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南部地区
協 議 会

南南
部部
地地
区区
協協
議議
会会
がが「「
日日
本本
経経
済済
のの
未未
来来
」」とと

「「
経経
営営
計計
画画
とと
適適
正正
賃賃
金金
決決
定定
」」のの
講講
演演
をを
開開
催催

西
部
地
区
協
議
会
が
二
月
一
〇
日
�
、

川
越
の
丸
広
百
貨
店
で
会
員
二
八
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
当
地
区
協
議
会
議
長
で
あ
る

ボ
ッ
シ
ュ
�
の
押
澤
秀
和
専
務
取
締
役

か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
本

会
根
岸
専
務
理
事
「
日
本
経
団
連
・
二

〇
一
二
年
版
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報

告
」
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
講
演
会
に
移
っ
た
。

ま
ず
第
一
部
講
演
と
し
て
、「
日
本

経
済
の
将
来
」
と
題
し
て
、
慶
応
義
塾

大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
准
教
授

小
幡
績
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講

演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。（
詳

細
は
既
送
付
済
の
講
演
資
料
ご
参
照
）

■
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

◆
二
〇
一
二
年
の
世
界
経
済
の
見
通
し

に
つ
い
て
概
説
す
る
と
、
欧
州
経
済
は

長
期
停
滞
、
米
国
経
済
は
徐
々
に
回
復
、

そ
し
て
新
興
国
経
済
は
地
域
に
よ
る
バ

ラ
ツ
キ
が
出
て
く
る
も
の
の
引
き
続
き

好
調
に
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

◆
日
本
経
済
は
、
停
滞
を
脱
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
の
、
相
対
的
に
悪
く

は
な
い
。し
か
し
、財
政
リ
ス
ク
が
徐
々

に
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
欧
州
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

欧
州
危
機
は
巷
間
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
財
政
危
機
で
は
な
く
、
銀
行
危
機
と

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
こ
の
銀
行
危
機
に
対
し
て
、
欧
州
中

央
銀
行
が
資
金
を
供
給
し
、
銀
行
の
資

金
繰
り
を
支
え
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
銀
行
危
機
か
ら
脱
却
は
で
き
な
い
。

「
金
融
に
よ
る
付
加
価
値
の
提
供
」、

「
信
用
に
基
づ
く
融
資
の
実
行
」
な
ど
、

失
わ
れ
た
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
回
帰
が

不
可
欠
で
あ
る

◆
日
本
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
政
府
負

債
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
高
さ
か
ら
、
破
綻
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
無
意
味
。
破
綻
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
新
発
国
債
の
引
き
受

け
手
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ
以
外
で
は
財
政
は
破
綻
し
な

い
。

◆
日
本
に
と
っ
て
最
も
警
戒
す
べ
き
は

イ
ン
フ
レ
で
あ
る
。
名
目
利
子
率
が
上

昇
し
、
国
債
の
時
価
が
暴
落
す
る
。
こ

の
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
日
本
の
財
政
は
破

綻
す
る
可
能
性
が
高
い
。
金
融
政
策
に

よ
り
イ
ン
フ
レ
（
リ
フ
レ
）
誘
導
を
求

め
る
声
が
あ
る
が
こ
れ
は
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
で
あ
る
。

◆
円
安
・
イ
ン
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
は
日

本
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
。
原
油
、
食

糧
の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
、
経
済
活
動

が
委
縮
し
、
財
政
破
綻
を
引
き
起
こ
す

元
凶
で
あ
る
。

◆
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
あ
る

意
味
で
発
想
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
円
高
・
デ
フ
レ
」
は
世
界
経
済
の
変

化
に
日
本
経
済
が
対
応
し
た
結
果
で
あ

り
、
今
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。「
円
高
・

デ
フ
レ
」
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

◆
日
本
経
済
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、

「
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
」
と
い

う
発
想
に
転
換
す
べ
き
。
具
体
的
に
は
、

円
高
で
資
源
、
企
業
、
知
的
財
産
、
労

働
者
等
が
安
く
購
入
・
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
新
興
国
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
と
も
に
、

よ
り
効
率
的
な
生
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
構
築
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
第
二
講
は
、「
事
務
部
門
の

生
産
性
向
上
推
進
策
〜
業
務
削
減
に
よ

る
要
員
効
率
化
」
と
題
し
て
、
日
本
経

団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ
ン
タ

ー
長
吉
田
純
一
氏
よ
り
以
下
の
内
容
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。（
詳
細
は

既
送
付
済
の
講
演
資
料
ご
参
照
）

一
�
事
務
部
門
の
生
産
性
向
上
の
必
要

性

二
�
要
員
算
定
の
方
法

三
�
事
務
部
門
生
産
性
向
上
の
諸
対
策

四
�
業
務
簡
素
化
に
よ
る
事
務
部
門
要

員
の
効
率
化

五
�
課
業
配
分
表
に
よ
る
分
析

六
�
冗
員
対
策
と
そ
の
処
置

七
�
要
員
効
率
化
の
取
組
み
方
と
維
持

管
理

南
部
地
区
協
議
会
が
二
月
十
五
日
�

午
後
、
川
口
市
の
川
口
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
リ
リ
ア
十
一
階
大
会
議
室
）
に

て
三
十
五
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
小
嶋
隆
善
南
部
地
区
議
長

（
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）
は
挨
拶
で
日

本
経
済
の
現
状
を
分
析
さ
れ
た
後
、
こ

の
会
で
経
営
側
と
し
て
、
春
季
労
使
交

渉
に
臨
む
姿
勢
を
し
っ
か
り
確
認
し
て

欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
南
部

地
区
協
議
会
の
幹
事
で
あ
る
小
原
歯
車

工
業
�
が
、
テ
レ
ビ
東
京
「
ガ
イ
ヤ
の

夜
明
け
」
の
番
組
に
、
客
か
ら
の
注
文

に
超
短
納
期
で
応
え
る
埼
玉
県
の
町
工

場
と
し
て
放
映
さ
れ
る
の
で
、
是
非
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

講
演
す
る
小
幡
績
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
押
澤
秀
和
議
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
�
専
務
取
締
役
）

講
演
す
る
小
幡
績
氏

質
問
す
る
参
加
者

開
会
の
挨
拶
を
す
る
小
嶋
隆
善
議
長

講
演
す
る
平
田
武
氏

―１１―
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北部地区
協 議 会

「「
日日
本本
経経
済済
のの
再再
生生
にに
向向
けけ
てて
〜〜
ＴＴ
ＰＰ
ＰＰ
とと

構構
造造
改改
革革
のの
推推
進進
」」
等等
をを
テテ
ーー
ママ
にに
開開
催催

次
い
で
、「
日
本
経
団
連
・
２
０
１

２
年
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
根
岸
専
務
理
事
が
解
説
し

た
。そ

の
後
講
演
に
移
り
「
日
本
経
済
の

未
来
」
と
題
し
て
、
慶
応
義
塾
大
学
大

学
院

経
営
管
理
研
究
科

准
教
授

小
幡

績
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。（
講

演
の
ポ
イ
ン
ト
は
西
部
地
区
協
議
会
参

照
）休

憩
後
、「
経
営
計
画
と
適
正
賃
金

決
定
」
と
題
し
、
日
本
経
団
連
事
業
サ

ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー

参
事

平
田

武
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

氏
は
、
企
業
活
動
の
目
的
と
は
、
付

加
価
値
の
創
造
で
あ
る
と
し
、
外
部
か

ら
原
材
料
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
、
加

工
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
。
つ
ま
り
企
業
と
は
、
資

本
と
労
働
を
組
み
合
わ
せ
、
稼
動
さ
せ
、

「
付
加
価
値
」
を
生
み
出
す
た
め
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
定
義
付
け
た
。
そ

こ
で
、
企
業
活
動
の
目
的
と
経
営
計
画

の
重
要
性
を
説
き
、
経
営
計
画
策
定
の

実
際
を
、
モ
デ
ル
企
業
を
事
例
に
取
り
、

経
営
分
析
の
実
例
、
経
営
計
画
を
立
て

る
上
で
の
考
え
方
、
経
営
計
画
の
整
合

性
の
チ
ェ
ッ
ク
、
労
働
へ
の
分
配
等
を

「
支
払
能
力
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
」
の

著
書
と
計
算
ソ
フ
ト
を
使
い
、
懇
切
丁

寧
に
解
説
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
要
員
管
理

で
人
件
費
を
調
整
し
て
き
た
が
、
非
正

規
社
員
の
規
制
が
強
ま
る
中
、
正
社
員

の
賃
金
制
度
・
賞
与
制
度
を
、
付
加
価

値
（
職
務
・
業
績
・
成
果
・
貢
献
度
）

に
準
拠
し
た
制
度
に
見
直
す
こ
と
が
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
吉
野
電
化
工
業
�
代
表
取

締
役
社
長

吉
野
寛
治
氏
の
謝
辞
並
び

に
挨
拶
で
南
部
地
区
協
議
会
は
閉
会
し

た
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
顧
問
）
の
春
季
協
議
会
が

二
月
七
日
�
、
�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

に
て
約
二
十
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
根
本
議
長
は
、「
円
高
、
欧

州
経
済
不
況
の
影
響
、
タ
イ
の
洪
水
な

ど
製
造
業
に
と
っ
て
は
更
な
る
逆
風
が

続
い
て
お
り
、
特
に
電
気
関
係
の
落
ち

込
み
は
激
し
い
。
そ
ん
な
折
に
今
春
の

労
使
交
渉
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
各
企
業

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
べ
き
で
、

自
社
の
置
か
れ
て
い
る
実
情
を
熟
慮
す

べ
き
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
本
会
根
岸
専
務
理
事
が
事
務

局
報
告
と
し
て
、「
日
本
経
団
連
・
二

〇
一
二
年
版
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報

告
（
経
労
委
報
告
）」
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
た
。

そ
の
後
、
講
演
�
と
し
て
、
城
西
大

学
経
済
学
部
長
の
安
田
信
之
助
氏
が
、

「
日
本
経
済
の
再
生
に
向
け
て
〜
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
構
造
改
革
の
推
進
〜
」
と
題
し
、

講
演
を
行
っ
た
。

安
田
学
部
長
は
、
�
日
本
経
済
の
現

状
、
�
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
と
は
、
�
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
開
始
の
背
景
、
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
開
始
へ
の
賛
否
、
	
日
本
の
参
加
と

課
題
と
問
題
点
な
ど
を
説
明
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
関
し
て
は
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
は
日
本
経
済
再
生
の
ひ
と
つ

の
き
っ
か
け
に
は
成
り
得
る
。
痛
み
を

伴
う
改
革
だ
が
、
将
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
見
る
べ
き
。
出
来
る
だ
け
早
く
交
渉

に
参
加
し
、
日
本
に
合
う
よ
う
な
交
渉

を
す
べ
き
」
と
参
加
賛
成
論
を
解
説
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
技
術
力
に
関
し
、

「
後
進
国
に
追
い
つ
か
れ
た
ら
一
歩
譲

っ
て
さ
ら
に
高
い
技
術
を
開
発
し
、
引

き
離
す
こ
と
が
肝
要
。
技
術
を
無
理
に

守
ろ
う
と
す
る
と
貿
易
摩
擦
が
生
じ
る
。

し
っ
か
り
し
た
技
術
力
を
磨
い
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
技
術
力
を

高
め
る
バ
ネ
・
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
べ
き
」

と
提
言
。
最
後
に
、「
世
界
の
潮
流
は

国
境
を
超
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
と

流
れ
て
お
り
、
日
本
も
真
の
国
際
化
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
。
若
い
世
代
に
は

早
い
時
期
か
ら
の
英
語
な
ど
の
語
学
学

習
、
そ
し
て
学
生
の
内
向
き
化
な
ど
を

改
善
し
留
学
な
ど
で
国
際
感
覚
を
養
う

こ
と
も
必
要
。
こ
の
点
で
も
中
国
、
韓

国
な
ど
か
ら
す
で
に
遅
れ
を
取
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
政
府
の
役
割
と
し
て
、

国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
日
本

の
成
長
戦
略
を
し
っ
か
り
と
立
て
る
べ

き
。
そ
の
た
め
に
は
決
断
と
覚
悟
が
必

要
」
と
ま
と
め
た
。

続
い
て
、
講
演


と
し
て
、
埼
玉
県

行
政
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
武
城
文
明

氏
よ
り
、「
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
動
向
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事

項
」
と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

一
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
動
向
と
し
て
は
、

�
Ｉ
Ｔ
国
家
戦
略
の
歴
史
、
�
こ

れ
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
と
、
そ
の
未

来
、
�
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
�
情
報
通
信
社
会
の

変
化
と
は

二
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
で
は
、
�
企
業
と
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
、
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
と

事
例
紹
介
、
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
�
自
治
体
戦
略

と
今
後
の
展
望
な
ど
を
説
明
し
た
。

武
城
氏
は
、「
共
有
サ
ー
バ
ー
を
利

用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
経
由
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
企
業
に
と
っ
て
低
コ
ス
ト
を
実
現

し
、
場
所
を
と
ら
な
い
と
い
う
上
で
も

増
々
普
及
し
て
い
く
。
埼
玉
県
に
は
三

カ
所
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
四

月
か
ら
は
も
う
一
カ
所
稼
働
す
る
。
県

を
は
じ
め
、
行
政
で
も
利
用
度
が
増
え

て
お
り
、
全
国
的
に
は
各
自
治
体
で
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
動
き
が
加
速

し
て
い
る
」
と
、
ク
ラ
ウ
ド
の
発
展
性

を
強
調
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
の
留
意
点
と

し
て
、「
ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
す
る
場
合

も
、
必
ず
入
力
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
と
る
こ
と
。
ス
マ
ホ
な
ど
、

高
機
能
携
帯
端
末
に
対
す
る
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
留
意
す
る
こ
と
」
な
ど
を
指
摘

し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
と
い
う
企
業
経
営
の
観
点
か
ら
重

要
か
つ
直
近
に
迫
る
テ
ー
マ
を
理
解
す

る
た
め
の
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
。

根
本
清
司
北
部
地
区
協
議
会
議
長

（
�
リ
ケ
ン
顧
問
）

城
西
大
学
経
済
学
部
長

安
田
信
之
助
氏

埼
玉
県
行
政
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

武
城
文
明
氏
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日
本
経
団
連
は
一
月
二
五
日
、
二
六

日
の
両
日
、
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で

「
第
一
一
五
回
日
本
経
団
連
労
使
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
全
国
各
地
か

ら
企
業
経
営
者
や
人
事
労
務
担
当
者
ら

約
三
五
〇
名
が
参
加
、「
再
生
日
本
に

向
け
て
労
使
が
な
す
べ
き
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
打
ち
勝

つ
た
め
の
経
営
戦
略
や
人
材
戦
略
、
春

季
労
使
交
渉
に
向
け
て
の
課
題
・
対
応

策
な
ど
を
探
っ
た
。

冒
頭
、
開
会
あ
い
さ
つ
と
基
調
講
演

を
行
っ
た
米
倉
弘
昌
会
長
は
、
民
主
導

の
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
た
経
済
界

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
必
要
性
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
で
の
労
使

関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
っ
た
。
ま

た
、
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
お
い
て

は
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

労
使
が
認
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

競
争
力
の
強
化
を
通
じ
て
収
益
を
高
め
、

成
長
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か

な
生
活
に
つ
な
げ
て
い
く
観
点
か
ら
、

建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
期

待
を
示
し
た
。

米
倉
会
長
の
基
調
講
演
に
続
き
、
大

和
総
研
理
事
長
の
武
藤
敏
郎
氏
が
「
二

〇
一
二
年
・
日
本
経
済
の
行
方
」
と
題

し
て
講
演
。
武
藤
氏
は
、
今
年
の
日
本

経
済
に
つ
い
て
、
二
％
前
後
の
成
長
が

見
込
ま
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
�
電
力

不
足
、
�
海
外
経
済
の
下
振
れ
、
�
円

高
―
の
三
つ
の
リ
ス
ク
要
因
が
経
済
成

長
に
及
ぼ
す
影
響
に
言
及
し
た
。

続
い
て
、
日
本
経
団
連
常
務
理
事
の

川
本
裕
康
氏
に
よ
る
「
二
〇
一
二
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
の
要
点

解
説
に
続
き
、「
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
の
大
塚
陸
毅
会
長
、
日
本
郵

船
の
宮
原
耕
治
会
長
、
明
治
大
学
大
学

院
の
野
田
稔
教
授
が
鼎
談
。「
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
と
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
」「
新
た
な
産
業
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
『
創
意
』
を
発
揮
し
、
日
本

を
再
生
し
て
い
く
」
な
ど
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。

一
日
目
の
最
後
に
は
、
連
合
の
古
賀

伸
明
会
長
が
、「
い
ま
労
働
組
合
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

を
実
現
す
る
た
め
、
厚
み
の
あ
る
中
間

層
を
基
盤
と
し
た
社
会
の
構
築
を
目
指

す
と
と
も
に
、
従
来
の
延
長
線
上
で
は

な
い
新
た
な
価
値
観
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
述
べ
た
。

二
日
目
は
ま
ず
、
企
業
の
労
務
担
当

役
員
と
産
別
リ
ー
ダ
ー
が
「
今
次
労
使

交
渉
に
臨
む
方
針
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。
進
藤
孝
生
・
新
日
本

製
鐵
副
社
長
、
藤
田
正
美
・
富
士
通
副

社
長
の
二
氏
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
急

速
な
円
高
の
進
行
な
ど
の
経
営
環
境
の

急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
、
労
使
の
対
話

に
よ
っ
て
人
材
育
成
、
国
際
競
争
力
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
説
明
し

た
。
一
方
、
眞
中
行
雄
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長
、

西
原
浩
一
郎
・
自
動
車
総
連
会
長
、
神

津
里
季
生
・
基
幹
労
連
中
央
執
行
委
員

長
の
労
組
リ
ー
ダ
ー
三
氏
は
、
デ
フ
レ

脱
却
に
は
家
計
へ
の
成
果
配
分
が
不
可

欠
と
主
張
し
た
う
え
で
、
賃
金
の
み
な

ら
ず
人
材
育
成
や
非
正
規
労
働
者
の
処

遇
に
つ
い
て
も
協
議
の
対
象
と
し
た
い

と
述
べ
た
。

続
い
て
「
高
齢
者
活
用
の
新
た
な
可

能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
水
永
正
憲
・
旭

化
成
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員
、
安
田

洋
子
・
高
島
屋
執
行
役
員
総
務
本
部
副

本
部
長
兼
人
事
部
長
、
庄
司
哲
也
・
日

本
電
信
電
話
取
締
役
総
務
部
門
長
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
、
佐
藤
博
樹
・
東
京
大
学

大
学
院
情
報
学
環
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
の
も
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
各
社
の
活
用
事
例
を
も
と

に
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
課
題
に
つ

い
て
討
論
し
た
。

特
別
講
演
「
世
界
の
潮
流
を
ど
う
と

ら
え
る
か
」
で
は
、
元
外
務
審
議
官
で

日
本
総
合
研
究
所
国
際
戦
略
研
究
所
理

事
長
の
田
中
均
氏
が
、
中
国
を
は
じ
め

新
興
国
の
台
頭
に
よ
り
多
極
化
す
る
世

界
情
勢
の
な
か
、
日
本
の
成
長
を
ア
ジ

ア
の
成
長
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
う
え
で
、

米
国
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

米
倉
会
長
基
調
講
演
（
要
旨
）

□
わ
が
国
な
ら
び
に
世
界
経
済
の
状
況

国
際
経
済
情
勢
は
不
透
明
感
が
増
し
、

歴
史
的
な
円
高
が
わ
が
国
の
輸
出
産
業

の
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
が
、
原
因
と

な
る
欧
州
の
政
府
債
務
問
題
は
終
息
し

て
い
な
い
。
米
国
の
景
気
回
復
は
進
ま

ず
、
世
界
経
済
の
成
長
を
牽
引
し
て
き

た
新
興
国
経
済
も
減
速
の
兆
し
が
見
え

て
い
る
。

加
え
て
、
わ
が
国
は
、
巨
額
の
政
府

債
務
、
ほ
こ
ろ
び
を
見
せ
始
め
た
社
会

保
障
制
度
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
な
ど
多

く
の
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
戦
後
最

大
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

□
民
主
導
の
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み

わ
が
国
が
難
局
を
打
開
し
、
山
積
す

る
重
要
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

経
済
の
牽
引
役
で
あ
る
民
間
企
業
や
経

済
界
が
知
恵
を
絞
り
、
行
動
を
起
こ
し
、

競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

力
強
い
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

□
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
材
育
成

こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
産
業
界
に
は
、

国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
問
題
を

的
確
に
把
握
し
積
極
的
に
対
応
し
て
い

く
力
や
、
異
な
る
文
化
や
背
景
を
持
つ

人
た
ち
と
問
題
解
決
を
図
れ
る
よ
う
な

高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持

つ「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」が
必
要
で
あ
る
。

□
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
労
使
関
係

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
と
、
オ
ー
プ

ン
に
議
論
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
会

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
理
念
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
周
知
・
共
有
す
る
と
い
っ
た
取

り
組
み
が
大
切
に
な
る
。
日
本
の
企
業

の
良
き
文
化
や
慣
行
を
広
め
な
が
ら
、

そ
の
国
の
特
性
や
社
会
的
な
背
景
に
十

分
に
配
慮
す
る
こ
と
も
、
労
使
関
係
の

安
定
・
強
化
に
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、

企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

――「「
再再
生生
日日
本本
にに
向向
けけ
てて
労労
使使

がが
なな
すす
べべ
きき
ここ
とと
」」テテ
ーー
ママ
にに

日
本
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

日
本
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
１
／
２６

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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第
二
五
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
」
が
一
月
二
〇
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
お
い
て
参
加
者
・
関
係
者
を
合
わ
せ
合
計
五

四
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る
」
場
と
し
て
、

事
例
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の
発
表
者

に
よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後
か
ら
は
「
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
前
兵
庫
県
尼
崎

市
長
で
現
在
グ
ン
ゼ
�
取
締
役
の
白
井

文
さ

ん
よ
り
「
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
全
国
最
年
少
女

性
市
長
就
任
か
ら
の
八
年
間
を
振
り
返
っ
て

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

白
井
さ
ん
は
、
航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
や

人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
尼
崎
市
議
を
経

て
、
二
〇
〇
二
年
に
兵
庫
県
内
二
人
目
そ
し
て

全
国
最
年
少
の
女
性
市
長
と
し
て
就
任
、「
市

民
派
」
を
掲
げ
て
情
報
公
開
と
市
民
参
画
を
進

め
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
二
期
八
年
を
務
め
た
。

講
演
で
は
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
、
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
等
、
課
題
山
積
み
の
八
年
間
の
市

政
運
営
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

市
政
運
営
に
関
し
て
は
、「
女
性
に
は
無
理
、

と
い
う
バ
ッ
シ
ン
グ
も
あ
る
中
で
『
多
様
な
意

見
を
反
映
す
る
』
と
い
う
信
念
の
も
と
、
真
剣

に
市
民
と
の
接
点
を
見
つ
け
て
耳
を
傾
け
、
議

会
で
も『
と
に
か
く
議
論
を
し
よ
う
』と
い
う
姿

勢
で
臨
み
最
初
こ
そ
敵
対
し
て
い
っ
た
が
、
次

第
に
連
帯
感
や
信
頼
感
が
生
ま
れ
た
」と
語
っ
た
。

そ
し
て
平
成
一
七
年
の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線

事
故
に
関
し
て
は
、「
自
分
の
家
族
が
事
故
に

合
っ
た
と
思
っ
て
誠
実
に
対
応
す
る
」、「
現
場

で
意
思
決
定
を
す
る
」
こ
と
を
念

頭
に
対
応
し
た
が
、
悲
惨
な
状
況

の
中
、
た
く
さ
ん
の
人
が
救
助
に

携
わ
る
中
で
、
個
人
と
し
て
そ
し

て
行
政
組
織
と
し
て
多
く
の
そ
し

て
貴
重
な
学
び
が
あ
っ
た
と
話
し
、

参
加
者
が
涙
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

こ
の
事
故
か
ら
二
ヶ
月
後
、
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
が
発
覚
し
た
際
も
、

脱
線
事
故
の
教
訓
を
活
か
し
て
す

ぐ
に
現
場
（
発
症
し
た
方
々
の
自

宅
）
を
訪
れ
た
が
、
た
ん
た
ん
と

話
す
表
情
か
ら
悲
し
み
の
大
き
さ

や
「
生
き
た
い
」
と
い
う
切
実
な

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
、
と
話

し
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
へ

の
対
応
を
通
し
て
改
め
て
命
の
大

切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
全
力
で
取
り

組
ん
だ
と
話
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ

た
。

�
順
調
で
は
な
く
逆
に
様
々
な
課
題
に
ぶ
つ
か

る
か
ら
こ
そ
、
互
い
に
協
力
・
協
調
で
き
、

信
頼
関
係
の
構
築
に
つ
な
が
る
。

�
今
日
の
自
分
は
、
昨
日
ま
で
の
自
分
の
結
果

で
あ
る
。
そ
し
て
将
来
の
自
分
は
今
日
か
ら

の
自
分
の
結
果
で
あ
る
。

�
努
力
は
報
わ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
だ
か

ら
こ
そ
努
力
し
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。

�
ど
ん
な
改
革
も
「
ひ
と
り
」
が
気
づ
き
行
動

を
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
そ
の

ひ
と
を
助
け
る
「
そ
の
次
の
ひ
と
り
」
に
な

る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、
三
名
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
が
、
様
々
な
立
場
か
ら
自
身
の
体
験
談

を
交
え
て
発
表
し
た
。

�
亀
屋
の
神
田
知
永
子
さ
ん
は
入
社
六
年
目
、

二
店
舗
で
の
店
長
経
験
を
経
て
、
当
社
初
め
て

の
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
出
店
で
あ

る
Ｐ
ａ
ｓ
ａ
ｒ
三
芳
店
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
店
長

に
抜
擢
さ
れ
た
ご
経
験
を
「
今
日
も
明
日
も
笑

顔
笑
顔
宣
言
�
」
と
題
し
て
店
長
と
し
て
の

日
々
の
心
掛
け
や
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
発
表
し
た
。

「
六
年
目
の
今
、『
楽
し
い
』
と
思
え
る
仕

事
が
出
来
て
い
る
。
楽
し
い
と
思
え
る
か
ら
こ

そ
笑
顔
が
出
せ
る
」
と
触
れ
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
紆
余
曲
折
に
関
し
て
「
初
め
て
店
長
に
就

任
し
た
頃
、
数
々
の
失
敗
に
加
え
、
周
囲
の
目

ば
か
り
を
気
に
し
て
し
ま
う
自
分
が
い
て
売
上

も
伸
び
悩
ん
だ
。
周
囲
か
ら
の
助
言
も
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
格
好
つ
け
て
い
た
自
分
を
や
め
、

周
囲
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
で
状
況
が
変
化
し

た
」
と
話
し
た
。

ま
た
、「
楽
し
い
と
思
え
る
仕
事
の
背
景
に

は
共
に
働
く
仲
間
や
日
々
接
客
し
な
が
ら
触
れ

合
う
お
客
様
な
ど
、
様
々
な
『
繋
が
り
』
が
あ

る
」
と
し
、
発
表
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
笑
顔
」

の
秘
訣
と
し
て
は
「
尊
敬
す
る
上
司
の
役
に
立

ち
た
い
、
売
り
場
の
人
に
と
っ
て
楽
し
い
と
思

え
る
職
場
環
境
を
作
り
た
い
、
と
い
う
二
つ
の

気
持
ち
が
原
動
力
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、「
自
分
が
笑
顔
で
い
る
と
自
然
と

メ
ン
バ
ー
も
お
客
様
も
笑
顔
に
な
る
。
笑
顔
で

接
す
る
と
結
局
は
自
分
に
返
っ
て
く
る
の
で
、

そ
れ
が
生
き
生
き
働
く
私
の
秘
訣
」
と
話
し
事

例
発
表
を
終
了
し
た
。

�
コ
ー
セ
ー
の
足
立

愛
さ
ん
は
、
入
社
か

ら
一
九
年
間
の
基
礎
研
究
所
と
品
質
管
理
部
門

で
の
業
務
内
容
、
並
び
に
二
回
の
産
休
・
育
休

を
取
り
な
が
ら
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
ご
経

験
を
「
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
で
す
！
〜
仕
事
と

育
児
・
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
〜
」
と
題
し
て
発
表
。

復
職
後
の
育
児
と
の
両
立
に
関
し
て
は
、
時

間
的
な
制
限
や
突
発
的
な
事
態
の
発
生
等
が
あ

る
中
で
「
上
司
の
具
体
的
な
支
援
や
ア
ド
バ
イ

ス
」「
同
僚
の
気
遣
い
」「
夫
と
の
協
力
体
制
」

「
両
親
の
サ
ポ
ー
ト
」
を
受
け
つ
つ
試
行
錯
誤

の
中
か
ら
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
と
し
、
そ
の
コ
ツ

と
し
て
以
下
の
５
つ
を
発
表
し
た
。

�
情
報
は
抱
え
ず
人
と
共
有
す
る

�
問
題

は
そ
の
場
で
解
決
す
る

�
手
掛
か
り
を
残
し

「
仕
事
の
見
え
る
化
」を
図
る

�
勇
気
を
持
っ

て
頼
る

�
家
庭
の
こ
と
を
話
す
と
発
表
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
こ
れ
か
ら
子
供
は
成
長
し
、

職
場
も
自
分
も
変
化
す
る
。
心
配
し
て
い
た
ら

キ
リ
が
な
い
が
、『
楽
し
い
』
と
思
い
続
け
て

い
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ク
リ
ア
ー
で
き
る

と
信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
周
囲
の
人
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の

だ
か
ら
、
い
つ
か
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
述
べ
、

「
子
供
を
抱
え
て
働
く
、
と
い
う
こ
と
は
特
別

な
こ
と
で
は
な
い
。『
あ
ん
な
感
じ
な
ら
出
来

る
か
も
』
と
い
う
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
た

い
」
と
ま
と
め
た
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
�
の
内
橋
洋
美
さ

ん
は
、
社
内
で
は
女
性
二
人
目
の
支
配
人
と
し

て
劇
場
運
営
に
携
わ
り
、
そ
の
後
一
人
で
ゼ
ロ

か
ら
人
材
開
発
の
立
ち
上
げ
を
任
さ
れ
る
な
ど
、

一
〇
年
間
の
社
会
人
経
験
で
多
く
の
チ
ャ
ン
ス

に
出
会
っ
た
ご
経
験
を「『
や
り
た
い
の
か
？
』

『
や
り
た
く
な
い
の
か
？
』
た
だ
、
そ
れ
だ
け

で
す
。」
と
題
し
て
発
表
。「
や
り
た
い
こ
と
か
、

ど
う
か
？
」
と
い
う
問
い
に
忠
実
に
行
動
し
て

第第２２５５回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい

生き生き働くために
～これからの働き方のヒントを探る～
最
年
少
女
性
市
長
と
し
て
の
ご
経
験
と
共
に
貴
重
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
頂
い
た
白
井
文
氏
に
よ

る
基
調
講
演

―１４―



		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		

		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		

		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		

		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		
		

き
た
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
や
り
た

い
こ
と
を
軸
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
成
長

し
て
き
た
自
身
の
経
験
談
に
つ
い
て
語
っ
た
。

そ
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
軸
に
し
て
得
ら
れ

た
こ
と
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
、
①
物

事
を
違
う
角
度
か
ら
捉
え
、
か
つ
行
動
範
囲
も

広
が
る
の
で
、
色
々
な
こ
と
が
気
に
な
り
出
し

て
刺
激
に
な
る
。
②
や
り
た
い
こ
と
を
軸
に
す

れ
ば
プ
ロ
セ
ス
が
柔
軟
に
な
り
、
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
も
し
ぶ
と
く
な
れ
る
。
③
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
「
何
事
も
行
動
し
て

み
る
、『
と
り
あ
え
ず
、
や
っ
て
み
る
』
こ
と

が
大
切
。行
動
す
る
こ
と
で『
出
来
な
い
こ
と
』

が
わ
か
る
だ
け
で
も
丸
儲
け
。
仕
事
以
外
の
こ

と
で
も
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
や
り
た
い

こ
と
か
ら
や
っ
て
み
て
は
」
と
語
り
事
例
発
表

を
終
了
し
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

事
例
発
表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど
う
調
和
さ
せ

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

共
通
の
質
問
と
し
て
「
思
い
通
り
に
い
か
ず

に
苦
労
し
た
時
の
乗
り
越
え
方
」「
周
囲
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
チ
ー
ム

と
し
て
質
の
高
い
仕
事
を
生
み
出
す
た
め
の
取

組
」「『
肩
書
き
』
が
つ
く
こ
と
に
よ
る
変
化
」

「
目
標
の
定
め
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の

秘
訣
」「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス

の
秘
訣
」「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
秘
訣
」「
こ

れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿
」
な
ど
に
つ
い
て

討
議
し
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
身
近
な
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
参
加
者
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
ま
ず
神
田
さ
ん
か
ら
は
「
仕
事

は
確
か
に
楽
し
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
し
ん
ど

い
な
、
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
で
も
楽
し

い
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
あ
る
。
一
日
の
ほ
と
ん

ど
を
仕
事
に
費
や
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
少

し
で
も
『
や
り
が
い
』
を
感
じ
た
り
楽
し
い
と

い
う
感
情
が
湧
く
よ
う
な
仕
事
が
出
来
れ
ば
、

少
し
気
持
ち
に
余
裕
を
持
て
る
と
思
う
。
何
で

も
す
ぐ
に
結
果
は
出
な
い
が
、
じ
っ
く
り
実
を

結
ぶ
ま
で
、『
快
適
な
仕
事
の
出
来
る
環
境
を

自
分
の
力
で
作
る
』
く
ら
い
の
勢
い
で
、
そ
の

た
め
に
『
笑
顔
』
を
フ
ル
活
用
し
て
み
て
は
」

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
足
立
さ
ん
か
ら
は
「
一
口
に
両
立
と

い
っ
て
も
、
各
人
各
様
の
事
情
が
あ
っ
て
『
こ

れ
が
秘
訣
』
と
い
う
決
定
版
は
な
い
と
思
う
。

諸
先
輩
方
も
、
も
が
い
て
も
が
い
て
自
分
の
ス

タ
イ
ル
を
作
っ
て
い
っ
た
は
ず
。
仕
事
も
育
児

も
長
丁
場
な
の
で
、
緩
急
つ
け
て
気
負
わ
ず
い

く
の
が
長
続
き
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
お

話
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
内
橋
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
ま
で

の
仕
事
経
験
を
振
り
返
っ
た
時
『
自
分
が
納
得

し
て
決
め
た
か
ど
う
か
』『
自
分
が
納
得
し
て

い
る
か
ど
う
か
』
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
う
。

人
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
柔
軟
に
キ
ャ
リ
ア
を

作
っ
て
い
け
ば
、
楽
し
い
毎
日
に
な
る
よ
う
な

気
が
す
る
」
と
述
べ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
締
め
く

く
ら
れ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働
い
て
い

く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が
七
、
八
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
自
分
自
身
が
取

り
組
ん
で
い
く
身
近
な
目
標
」
に
関
し
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
生
き
生
き
働
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
」「
情
報
の
や

り
取
り
�
発
信
��
受
信
��
共
有
�
を
意
識
し

て
行
う
」「
職
場
や
家
庭
だ
け
で
な
く
複
数
の

世
界
を
持
つ
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り

刺
激
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
か
ら

「
身
近
な
事
例
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
、
自
分

へ
の
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
自

分
自
身
の
意
識
改
革
を
頑
張
ら
な
い
と
！
」「
私

も
こ
う
し
よ
う
と
い
う
『
ヒ
ン
ト
』
や
、
そ
う

考
え
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
『
解
決
策
』
を
も

ら
う
こ
と
が
出
来
た
」「
時
間
の
使
い
方
、
職

場
の
仲
間
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
人
間
関
係
作
り

に
つ
い
て
、
自
分
の
視
点
を
変
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
」「
色
々
な
考
え
方
に
触
れ
て
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
」「
明
日
か
ら
自
分
の
実
行
出
来

る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意

欲
が
湧
い
た
」「
身
近
に
こ
う
な
り
た
い
！
と

思
え
る
ケ
ー
ス
が
い
な
い
の
で
、
自
分
の
働
き

方
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
同
じ
悩

み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
一
人
じ
ゃ

な
い
と
分
か
っ
た
こ
と
も
心
強
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の

身
近
な
ヒ
ン
ト
、
ま
た
将
来
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を

そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、
明
日
か
ら
取
組
ん
で

い
く
目
標
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、

生
き
生
き
働
く
た
め
の
活
力
を
得
る
場
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

基基
調調
講講
演演

「
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
全
国
最
年
少
女
性
市
長

就
任
か
ら
の
八
年
間
を
振
り
返
っ
て
〜
」

前

尼
崎
市
長
（
現
グ
ン
ゼ
�
取
締
役
）

白
井

文

氏

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�
「
今
日
も
明
日
も
笑
顔
笑
顔
宣
言
�
」

�
亀
屋

営
業
部
第
二
グ
ル
ー
プ
長
兼
Ｐ
ａ

ｓ
ａ
ｒ
三
芳
店
店
長

神
田
知
永
子

氏

�
「
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
で
す
！
〜
仕
事
と
育

児
・
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
〜
」

�
コ
ー
セ
ー

狭
山
工
場
検
査
課
原
料
バ
ル

ク
検
査
係

リ
ー
ダ
ー

足
立

愛

氏

�
「『
や
り
た
い
の
か
？
』『
や
り
た
く
な
い
の

か
？
』
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
す
。」

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
�

人
事
総
務
部

人
材
開
発
担
当

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

内
橋

洋
美

氏

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田

信
久

吉
田
ひ
と
み

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

ア
イ
ジ
ャ
パ
ン
�
�
、
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
�
�
・
�
飯
野
製
作
所
�
、
�
イ
ビ
サ

�
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
�
、
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
－
埼
玉

�
、
�
亀
屋
�
、
川
口
信
用
金
庫
�
、
ク
リ
ー

ン
シ
ス
テ
ム
�
�
、
社
会
福
祉
法
人
隼
人
会
鴻

巣
ま
き
ば
園
�
、
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教

育
会
館
�
、
�
コ
ー
セ
ー
狭
山
事
業
所
	
、
�

埼
玉
り
そ
な
銀
行
�
、
サ
イ
ボ
ー
�
�
、
坂
戸

ガ
ス
�
�
、
三
協
食
品
工
業
�
�
、
三
州
製
菓

�
�
、
昭
和
工
業
�
�
、
�
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ

ン
タ
ー
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�
太
洋
社
印
刷

所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、
�
東
芝
深
谷
事
業
所

�
、
日
本
通
運
�
�
、
日
本
フ
エ
ル
ト
�
埼
玉

工
場
�
、
�
ハ
ー
ベ
ス
�
、
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
�
、
フ
ジ
オ

ッ
ク
ス
�
�
、
北
辰
図
書
�
�
、
�
松
本
商
会

�
、
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
�
	
、

�
ラ
ス
コ
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
五
一
名
。

多
業
種
で
活
躍
す
る
女
性
か
ら
、
生
き

生
き
働
く
こ
と
に
関
す
る
体
験
談
を
ご

披
露
頂
い
た
事
例
発
表

「
生
き
生
き
働
く
た
め
に
は
？
」「
仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
調
和
に
関
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
々
の
取
組
み
に

関
し
て
掘
り
下
げ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「
生
き
生
き
働
き
、
生
き
生
き
暮
ら
す

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
明
日
か
ら
の
自

身
の
取
組
み
に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

―１５―
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こ
の
人
は
、
探
究
心
旺
盛
な
ア
イ
デ
ア
マ
ン
。
思

い
込
ん
だ
ら
と
こ
と
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
目
標
達
成

の
た
め
に
は
努
力
を
惜
し
ま
な
い
人
。

昭
和
十
三
年
九
月
一
日
、
香
川
県
生
ま
れ
の
七
三

歳
。
三
一
年
香
川
県
立
高
松
工
芸
高
校
機
械
科
を
卒

業
。
上
京
し
て
エ
ン
ジ
ン
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
製
造
し

て
い
る
日
本
リ
ー
ク
レ
ス
工
業
�
に
入
社
、
浦
和
工

場
に
勤
務
。
三
七
年
、
在
職
し
な
が
ら
工
学
院
大
学

専
修
学
校
（
夜
学
）
を
卒
業
。
五
五
年
同
社
を
退
職
、

独
立
し
四
二
歳
の
時
に
日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
�

を
設
立
、
現
会
長
。
世
界
初
の
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト

を
考
案
し
て
世
界
に
普
及
さ
せ
る
。

野
球
少
年
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
へ

香
川
県
の
実
家

は
農
家
。
六
人
兄
弟
の
下
か
ら
二
番
目
で
大
学
進
学

は
経
済
的
に
難
し
か
っ
た
。
高
校
時
代
は
野
球
部
を

一
年
の
一
学
期
怪
我
で
退
部
。
そ
の
後
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
で
活
躍
、
エ
ー
ス
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま

で
出
場
し
た
が
、
野
球
好
き
の
植
田
さ
ん
は
、
野
球

部
の
あ
る
会
社
を
選
び
、
日
本
リ
ー
ク
レ
ス
工
業
�

浦
和
工
場
（
現
埼
玉

事
業
所
）
に
就
職
。

終
業
後
も
一
人
で
夜

中
ま
で
黙
々
と
野
球

の
練
習
を
二
年
間
続

け
、
三
年
目
に
準
エ

ー
ス
と
し
て
天
皇
杯

と
国
体
に
出
場
ま
で

導
い
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
運

動
が
大
好
き
で
、
体

力
に
は
自
信
が
あ
っ

た
が
、
二
十
代
半
ば

で
結
核
を
患
い
、
初
め
て
の
入
院
生
活
を
経
験
し
た
。

仕
事
面
で
も
生
産
技
術
担
当
と
し
て
自
社
製
品
の

改
良
や
開
発
に
没
頭
し
て
い
た
植
田
さ
ん
は
、
入
院

中
、「
今
後
は
今
ま
で
の
様
に
体
力
競
争
は
出
来
な

い
と
実
感
。
何
か
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
競
争
に
勝
て

な
い
」
と
感
じ
、
製
品
が
守
ら
れ
る
の
は
特
許
で
は

な
い
か
と
考
え
、
特
許
に
関
す
る
専
門
書
や
参
考
書

な
ど
を
読
み
独
学
で
必
死
に
勉
強
。「
こ
れ
か
ら
の
世

の
中
は
特
許
が
有
れ
ば
優
位
に
展
開
出
来
る
」
と
思

い
、
そ
の
後
は
出
願
申
請
を
実
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

パ
イ
オ
ニ
ア
へ
の
道

自
動
車
や
二
輪
車
の
エ
ン

ジ
ン
性
能
が
向
上
し
軽
量
化
・
高
出
力
化
し
て
い
く

中
で
、「
既
存
ガ
ス
ケ
ッ
ト
は
今
の
ま
ま
で
は
エ
ン

ジ
ン
の
進
化
に
対
応
で
き
な
く
な
る
の
で
は
」
と
い

う
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
独
自
に
い
ろ
い
ろ

な
材
質
や
形
状
で
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
試
作
し
、
当
時
自

分
が
乗
っ
て
い
た
車
に
組
み
込
ん
で
、
そ
の
可
能
性

を
探
っ
た
。
金
属
製
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
発
明
は
四
〇
歳

の
時
。

そ
し
て
、
自
分
の
車
で
手
ご
た
え
を
つ
か
む
と
レ

ー
ス
を
や
っ
て
い
る
友
人
に
相
談
、
そ
の
関
係
か
ら

メ
ー
カ
ー
の
レ
ー
ス
仲
間
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
開

発
を
行
い
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
た
。
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ

ッ
ト
の
性
能
や
将
来
性
に
は
自
信
を
持
っ
た
が
、
勤

め
先
に
は
あ
ま
り
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和
五
五
年
に
独
立
し
、
日
本
メ
タ
ル
ガ

ス
ケ
ッ
ト
�
を
設
立
、
一
般
自
動
車
や
二
輪
車
向
け

に
金
属
製
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
開
発
・
製
造
を
手
掛
け
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ス
ベ
ス
ト

（
石
綿
）
な
ど
の
ソ
フ
ト
な
素
材
で
、
金
属
製
は
画

期
的
で
は
あ
っ
た
が
実
績
が
無
い
の
で
不
安
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
デ
ィ
ト
ナ
耐
久
レ
ー
ス
や
鈴
鹿
八
時

間
耐
久
レ
ー
ス
で
当
社
の
金
属
製
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
装

着
し
た
マ
シ
ン
が
立
て
続
け
に
優
勝
、
そ
の
性
能
が

一
躍
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
は
ツ
イ
ン
カ
ム
、
四

バ
ル
ブ
時
代
へ
、
そ
し
て
タ
ー
ボ
が
採
用
さ
れ
る
な

ど
高
出
力
化
が
加
速
し
、
従
来
の
材
質
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
た
。
金
属
製
な
ら
ば
高
熱
に
耐
え
る
上

に
カ
ー
ボ
ン
よ
り
も
単
価
が
安
く
で
き
る
。
ま
た
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
肺
が
ん
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
環
境
面
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
に
変
わ
る
材
質
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

金
属
製
ガ
ス
ケ
ッ
ト
は
性
能
と
価
格
、
環
境
面
で

も
時
代
の
波
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
内
で
の
受

注
量
は
急
速
に
増
加
、
ま
た
、
特
許
申
請
を
世
界
中

に
発
信
し
た
と
こ
ろ
全
て
が
通
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
は

特
許
技
術
契
約
が
舞
い
込
ん
だ
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
自
動
車
シ
ョ
ー
出
展
を
契
機
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
に
実
力
が
一
気
に
広
ま
り
、
現
在
で
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
約
六
割
で
日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
製
品

が
使
わ
れ
て
い
る
。

植
田
さ
ん
は
「
金
属
製
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
パ
イ
オ
ニ

ア
」
と
し
て
業
界
で
一
目
置
か
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

『
努
力
す
る
者
は
希
望
を
語
り
、
怠
る
者
は
不
満

を
語
る
』

作
家
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
る
井
上
靖
氏

の
言
葉
。
植
田
さ
ん
の
座
右
の
銘
で
あ
る
。
技
術
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
常
に
日
々
の
努
力
が
必
要

で
、
楽
し
た
ら
儲
か
ら
な
い
。
何
事
に
も
通
じ
る
言

葉
で
自
分
自
身
肝
に
銘
じ
て
い
る
と
い
う
。

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
が
こ
こ
ま
で
発
展

し
た
背
景
に
は
、
従
業
員
の
が
ん
ば
り
が
欠
か
せ
な

か
っ
た
。「
優
れ
た
商
品
の
開
発
に
は
人
材
力
が
何

よ
り
も
重
要
だ
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
植
田

さ
ん
は
、
何
事
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
を
従
業
員
教
育
と
し
て
徹
底
し
た
。「
自
ら

の
考
え
や
ア
イ
デ
ア
は
全
て
オ
ー
プ
ン
に
後
継
者
に

伝
え
る
。
自
分
は
さ
ら
に
一
歩
先
に
進
む
努
力
を
す

れ
ば
技
術
は
さ
ら
に
進
歩
す
る
」
と
、
座
右
の
銘
を

実
践
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、

一
番
の
趣
味
で
あ
る
ゴ
ル
フ
、
そ
し
て
、
健
康
管
理

面
で
も
心
掛
け
て
い
る
。

七
三
歳
で
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
達
成

植
田
さ
ん
が

野
球
の
次
に
打
ち
込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
は
ゴ
ル
フ
。
三

七
歳
の
時
に
始
め
、
五
一
歳
で
シ
ン
グ
ル
に
。
好
き

で
続
け
て
い
た
ゴ
ル
フ
だ
っ
た
が
、
六
四
歳
の
時
、

前
立
腺
が
ん
を
発
病
し
、
治
療
の
た
め
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
負
け
ず
嫌
い
の
植
田
さ
ん
は
療
養
中

も
、「
退
院
し
た
ら
さ
ら
に
上
を
目
指
す
」
と
心
に

誓
い
、
素
振
り
用
バ
ッ
ト
や
パ
タ
ー
練
習
機
、
自
作

パ
タ
ー
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
巡
ら
せ
な
が
ら
リ
ハ
ビ

リ
し
て
い
た
と
い
う
。
退
院
後
、
更
な
る
練
習
を
重

ね
、
片
手
シ
ン
グ
ル
を
目
指
す
。
現
在
は
二
つ
の
コ

ー
ス
ハ
ン
デ
が
四
と
六
。
ク
ラ
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
八
回
、
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
四
回
を
誇
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
三
年
十
月
三
十

日
、
森
林
公
園
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
競
技
大
会
で
、
ア

ウ
ト
三
六
、
イ
ン
三
七
、
ト
ー
タ
ル
七
三
の
ス
コ
ア

で
栄
え
あ
る
「
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
」
を
達
成
し
た
。

体
力
維
持
も
兼
ね
、
毎
日
、
パ
タ
ー
練
習
一
六
〇
回
、

素
振
り
一
〇
〇
回
、
腹
筋
一
〇
〇
回
、
ス
ク
ワ
ッ
ト

五
〇
回
以
上
は
欠
か
さ
な
い
と
い
う
。
ま
さ
に
努
力

の
人
で
あ
る
。

マ
イ
ブ
ー
ム
は
健
康
！

大
病
を
経
験
し
た
植
田

さ
ん
が
今
一
番
気
に
し
て
い
る
こ
と
は
健
康
。
今
ま

で
の
自
分
は
周
囲
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
助
け

ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
健
康
器
具
の
ア
イ
デ

ア
も
含
め
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
高
齢
者
の
健

康
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
が
自
分
へ
の
命
題
と
課
す
。

「
そ
ろ
そ
ろ
本
業
は
息
子
の
社
長
に
任
せ
、
自
分
は

さ
ら
に
新
し
い
事
に
挑
戦
し
た
い
」
と
言
う
。
こ
の

人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
衰
え
を
知
ら
な
い
。

家
族
は
五
人
で
、
妻
と
子
供
三
人
。
長
男
は
同
社

工
場
長
、
次
男
が
社
長
。

日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

植

田

耕

作
氏

植
田
耕
作
代
表
取
締
役
会
長

―１６―





















































































































































ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
か
ら

金
属
製
品
に
す
る
た
め
に
独
立

一
九
八
五
年
「
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
独
立
す
る
」

当
時
二
輪
メ
ー
カ
ー
は
エ
ン
ジ
ン
パ
ワ
ー
競
争
を
展
開
し

て
お
り
、
次
々
と
新
機
構
を
投
入
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も

空
冷
エ
ン
ジ
ン
が
主
力
で
し
た
。

小
型
、
軽
量
化
、
当
然
高
圧
、
高
熱
で
熱
変
形
も
振
動
振

幅
も
大
き
く
な
り
、
既
存
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
主
材
と
し
た
ソ

フ
ト
ガ
ス
ケ
ッ
ト
製
品
で
は
対
応
に
限
界
が
き
て
お
り
各
社

新
製
品
開
発
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

弊
社
は
会
社
が
出
来
た
ば
か
り
で
、
名
前
も
売
れ
て
い
な

い
た
め
売
込
み
に
行
き
ま
す
が
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
レ
ー
シ
ン
グ
業
界
は
更
に
過
酷
な
条
件
で
テ
ス
ト
し
て

い
る
し
、
必
ず
困
っ
て
い
る
筈
だ
と
旧
知
の
チ
ュ
ウ
ナ
ー
会

社
を
訊
ね
ま
す
と
、
レ
ー
ス
を
間
近
に
控
え
て
頭
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。
勿
論
、
最
初
か
ら
当
て
に
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
駄

目
で
元
々
と
試
作
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
レ
ー
ス
ま
で
の

時
間
が
無
い
の
で
、
本
命
の
製
品
と
弊
社
の
製
品
を
並
行
で

比
較
テ
ス
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
、
テ
ス
ト
で
優
位

性
が
証
明
さ
れ
、
最
初
の
製
品
で
レ
ー
ス
本
番
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
レ
ー
ス
は
、
デ
イ
ト
ナ
耐
久
レ
ー
ス
で
し
た
。
結
果

は
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
努
力
で
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
す
。
弊
社
の
協
力
し
た
部
分
は
少
し
で
し
た
が
相
手
に

も
喜
ば
れ
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
。
三
ヶ
月
後
の
鈴
鹿
八
時

間
耐
久
レ
ー
ス
で
も
優
勝
が
出
来
て
性
能
が
証
明
さ
れ
、
メ

ー
カ
ー
か
ら
こ
の
エ
ン
ジ
ン
を
土
台
に
改
良
し
た
次
期
量
産

モ
デ
ル
採
用
の
お
話
を
頂
き
、
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
順
調
な
展
開
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
毎
年
一
社

ず
つ
採
用
が
増
え
急
速
に
成
長
し
ま
し
た
。
当
時
二
輪
車
生

産
は
季
節
性
が
あ
っ
た
た
め
、
年
間
生
産
が
安
定
し
て
い
る

四
輪
車
メ
ー
カ
ー
を
攻
略
す
る
計
画
を
立
て
、
ソ
フ
ト
ガ
ス

ケ
ッ
ト
使
用
で
苦
労
し
、
新
技
術
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
会

社
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。
四
輪
で
は
実
績
の
無
い
弊

社
の
Ｐ
Ｒ
に
半
信
半
疑
の
対
応
で
し
た
が
、
カ
ー
ボ
ン
製
よ

り
も
コ
ス
ト
的
な
魅
力
も
あ
り
、
試
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
開
発
の
Ｖ
型
エ
ン
ジ
ン
の
片
バ
ン
ク
で
テ
ス
ト
さ
れ
た

結
果
、
反
対
側
の
バ
ン
ク
よ
り
優
位
で
あ
り
、

数
量
確
認
、
実
車
耐
久
、
量
産
と
繋
が
り
、

次
期
開
発
の
新
機
種
か
ら
は
、
公
害
問
題
、

性
能
、
コ
ス
ト
で
勝
る
弊
社
製
品
が
優
先
的

に
採
用
さ
れ
、
順
次
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

次
に
最
大
手
メ
ー
カ
ー
で
の
採
用
に
挑
戦
し

ま
す
が
、
様
々
な
条
件
を
付
与
さ
れ
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
自
社
で
も
作
る
事
を
条
件
に

技
術
供
与
し
ま
し
た
。

こ
の
日
本
で
の
実
績
を
持
っ
て
海
外
（
欧
州
）
メ
ー
カ
ー

に
商
社
を
通
し
提
携
先
を
模
索
、
数
社
か
ら
の
オ
フ
ア
ー
が

有
り
ま
し
た
が
、
内
容
が
良
く
余
り
大
き
く
な
い
会
社
を
選

択
し
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
急
速
に
シ
ア
ー
を
増
や
し
始
め
、

脅
威
に
思
っ
た
最
大
手
の
会
社
は
一
年
後
に
そ
の
会
社
を
買

収
し
ま
し
た
。
米
国
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
、メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
は
世
界
に
普
及
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
世
界
の
流
れ
」

時
代
と
共
に
二
輪
メ
ー
カ
ー
も
四
輪
メ
ー
カ
ー
も
需
要
の

有
る
と
こ
ろ
で
生
産
、
販
売
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
二

輪
は
早
く
か
ら
国
内
開
発
、
海
外
生
産
が
主
流
と
な
り
、
海

外
拠
点
が
無
い
メ
ー
カ
ー
は
国
内
で
の
開
発
に
も
参
加
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

ガ
ス
ケ
ッ
ト
は
単
価
も
安
く
日
本
企
業
単
独
で
の
進
出
は

難
し
く
、
合
弁
で
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
進
出
先
と

し
て
は
、
需
要
の
多
い
国
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。
現
在
合
弁

が
四
ヶ
国
に
、
単
独
は
二
ヶ
国
に
進
出
し
て
い
ま
す
が
、
見

通
し
が
付
き
か
け
た
タ
イ
は
昨
年
十
月
の
水
害
で
、
計
画
か

ら
半
年
以
上
遅
れ
る
誤
算
と
な
り
、
そ
の
間
本
社
で
赤
字
生

産
し
て
繋
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
中
で
何
か
が
起
こ

る
と
影
響
す
る
時
代
に
な
っ
て
来
た
現
在
、

大
き
な
流
れ
と
し
て
は
環
境
問
題
で
石
化

燃
料
か
ら
電
気
動
力
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
現
象
は
自
動
車
産
業
構
造
が

変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
我
々
に
と
っ
て
は

大
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
も
あ
り
、
次
の
手
を
準
備
中
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
を
ど
う
読
む
か
で

展
開
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

現
在
二
〜
三
の
新
企
画
を
計
画
進
行
中

で
す
が
時
間
と
の
競
争
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

会員企業紹介

将将
来来
必必
ずず
対対
応応
出出
来来
なな
いい

時時
代代
がが
来来
るる
ここ
とと
をを
予予
測測

日本メタル
ガスケット�

管
理

事
務
棟

自
動
車
用
ヘ
ッ
ド
ガ
ス
ケ
ッ
ト

２
輪
用
ヘ
ッ
ド
ガ
ス
ケ
ッ
ト

各
種
ガ
ス
ケ
ッ
ト

―１７―
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東
京
化
成
工
業
は
、
今
か
ら
約

一
二
〇
年
前
の
明
治
二
七
年
、
和

漢
薬
の
卸
業
と
し
て
創
業
し
た

「
浅
川
商
店
」
が
前
身
の
歴
史
あ

る
老
舗
企
業
。
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
疎
開
令
に
よ
り
一
時
解
散
し

た
が
、
戦
後
い
ち
早
く
自
社
生
産

に
こ
だ
わ
る
試
薬
メ
ー
カ
ー
と
し

て
昭
和
二
一
年
に
再
出
発
し
た
。

試
薬
を
一
言
で
言
い
表
す
の
は

難
し
い
が
、
医
薬
品
を
は
じ
め
、

食
品
、
電
気
製
品
、
繊
維
、
分
析
、

環
境
問
題
の
解
決
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
試
験
や
基
礎
研
究
、
製
品
開

発
を
支
え
る
実
験
用
化
学
薬
品
を

言
い
、
科
学
技
術
の
進
歩
・
発
展

に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
、

い
わ
ば
縁
の
下
の
力
持
ち
の
役
目

を
果
た
す
。

当
社
の
強
み
は
、自
社
に
よ
る
研

究
開
発
か
ら
製
造
、販
売
ま
で
の
一

貫
体
制
と
技
術
応
用
に
よ
り
独
自

の
も
の
に
作
り
上
げ
て
い
く
技
術

力
と
即
時
対
応
力
で
、
有
機
試
薬

の
分
野
で
は
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
。

新
製
品
は
年
間
一
、
〇
〇
〇
種

類
を
開
発
し
、
今
ま
で
に
二
二
、

〇
〇
〇
品
目
を
世
の
中
に
供
給
し

て
い
る
。

今
や
試
薬
に
止
ま
ら
ず
試
薬
か

ら
派
生
し
た
化
成
品
や
医
薬
開
発

の
糖
鎖
な
ど
、
受
託
生
産
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

深
谷
工
場
は
、
昭
和
四
一
年
に

試
薬
の
製
造
を
目
的
と
し
て
操
業

を
開
始
し
た
当
社
の
主
力
工
場
で
、

製
造
部
門
と
技
術
研
究
所
を
併
設

し
、
王
子
や
戸
田
の
研
究
所
と
連

携
し
な
が
ら
、
少
量
多
品
種
要
望

へ
の
対
応
と
、
大
量
生
産
と
い
う
、

あ
る
意
味
矛
盾
し
た
課
題
を
克
服

す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
技

術
力
・
現
場
力
が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ご
ら
い

ト
を
占
め
、
取
材
に
応
じ
た
牛
来

和
彦
執
行
役
員
深
谷
工
場
長
は
、

「
技
術
と
製
造
が
一
体
と
な
っ
て
も

の
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
。ま
た
、新
し
い
製
品
づ
く
り

へ
の
迅
速
な
対
応
も
欠
か
せ
な
い
。

当
社
の
技
術
は
す
べ
て
手
作
り
で
、

地
道
に
一
つ
ず
つ
改
良
を
重
ね
る

こ
と
で
他
社
に
ま
ね
の
で
き
な
い

手
法
に
育
て
あ
げ
て
い
る
」と
、ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
も
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
を
目
指
す
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

昨
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う

言
葉
が
な
じ
ん
で
来
て
い
る
が
、

東
京
化
成
工
業
は
早
く
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
を
着
実
に
進
め
、
四

〇
年
以
上
前
に
香
港
、
台
湾
に
進

出
。
そ
の
後
、
米
国
、
ベ
ル
ギ
ー
、

中
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ

ン
ド
に
拠
点
を
開
設
。
基
本
的
な

配
置
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
後
の
重

点
は
、
決
し
て
真
似
の
で
き
な
い

技
術
力
を
武
器
に
、
さ
ら
な
る
中

身
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

「
繋
が
り
」「
癒
し
」「
笑
い
」

は
人
間
的
な
生
活
を
送
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
。「
楽
し
く
な
け
れ

ば
人
生
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
語
る

の
は
、
も
し
も
ん
�
の
栗
原
志
功

社
長
（
写
真
）。
二
四
歳
の
時
に

携
帯
電
話
の
販
売
を
単
独
で
始
め
、

現
在
四
〇
歳
。
人
柄
も
発
想
も
ユ

ニ
ー
ク
な
若
手
経
営
者
で
あ
る
。

人
を
笑
わ
せ
る
ア
イ
デ
ア
は
い
く

ら
で
も
出
て
く
る
と
い
う
。

も
し
も
ん
�
は
平
成
十
年
設
立
、

携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
「
も
し
も
し

モ
ン
キ
ー
」
を
埼
玉
県
中
心
に
全

国
で
五
〇
店
舗
展
開
し
、
さ
る
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
し
も
ん
く
ん
を

前
面
に
出
し
、
独
創
的
な
店
舗
名
、

店
内
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
店
員
の
制

服
な
ど
に
趣
向
を
凝
ら
し
「
面
白

そ
う
な
ケ
ー
タ
イ
屋
さ
ん
」
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
社
長
単

独
で
始
め
た
事
業
だ
っ
た
が
、
現

在
で
は
従
業
員
二
〇
〇
名
を
超
え
、

携
帯
電
話
販
売
の
ほ
か
に
通
信
費

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
や

人
材
派
遣
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
、
幅
広
い
事
業
展
開
を
図
る

企
業
に
ま
で
成
長
し
た
。

栗
原
社
長
は
今
年
の
年
頭
あ
い

さ
つ
で
、「
こ
の
会
社
で
働
け
て

良
か
っ
た
。
本
当
に
幸
せ
だ
な
あ
。

と
全
員
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
自
身
も
奮
い
立
た
せ
る
目
標
を

掲
げ
、
行
動
指
針
は
「
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
お
せ
っ
か
い
」。
と
こ
と
ん

お
客
様
の
気
持
ち
を
考
え
た
行
動

を
と
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
。
さ
ら
に
、
従
業
員
に
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
『
思
い
』
や
『
ら
し
さ
』

な
ど
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
個
性

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
も
言
う
。

そ
し
て
、
繋
が
り
を
確
認
す
る
上

で
一
番
大
事
な
言
葉
は
「
あ
り
が

と
う
」。
人
に
対
し
素
直
に
「
あ

り
が
と
う
」
が
言
え
れ
ば
自
分
自

身
も
成
長
で
き
る
。

社
長
は
ユ
ニ
ー
ク
で
も
あ
る
が

努
力
家
で
も
あ
る
。
高
卒
の
社
長

は
、
大
学
へ
の
あ
こ
が
れ
も
強
か

っ
た
。
会
社
が
順
調
に
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
頃
大
学
へ
の
思
い
は
強

く
な
っ
た
。
三
〇
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
社
長
業
の
傍
ら
、
七
年
か
け
て

青
山
学
院
大
学
を
卒
業
、
さ
ら
に

上
を
目
指
し
慶
応
大
学
大
学
院
に

合
格
、
今
年
の
四
月
か
ら
通
学
す

る
と
い
う
。
受
験
勉
強
は
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
自
宅
近
く
の
フ
ァ

ミ
レ
ス
で
午
前
三
時
頃
ま
で
毎
日

続
け
た
。
人
と
は
楽
し
く
接
す
る

が
、
人
知
れ
ず
並
々
な
ら
ぬ
努
力

を
し
て
い
る
。

会
社
の
未
来
に
つ
い
て
、「
一

〇
〇
年
後
も
楽
し
く
や
っ
て
て
ほ

し
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部

東
京
化
成
工
業
㈱

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
支
え
〜
科
学

の
進
歩
と
発
展
に
貢
献
す
る
企
業
〜

DATA
会 社 名：東京化成工業株式会社
所 在 地：本社 東京都中央区日本橋本町４‐１０‐２

深谷工場 深谷市樫合７２５
電 話：０４８‐５７１‐１１０７
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５７２‐３８５９
代 表 者：代表取締役社長 浅川誠一郎
創 業：明治２７年
設 立：大正１１年
資 本 金：５，８００万円
従業員数：１８２名（深谷工場）
事業内容：有機試薬およびファイン＆スペシャリティ

ケミカルズの製造販売
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.tokyokasei.co.jp

中
部

も
し
も
ん
㈱

「
繋
が
り
」は
永
遠
で
あ
る

DATA
会 社 名：もしもん株式会社
所 在 地：本社 熊谷市新堀８１７

営業本部 上尾市緑丘３‐５‐２８ ２階
電 話：０４８‐７７９‐６５５５
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐７７９‐６２２２
東京本部：東京都中央区銀座１‐２０‐１７ 押谷ビル８階
代 表 者：代表取締役CEO 栗原志功
設 立：平成１０年
資 本 金：３１，３００万円
従業員数：２１３名
売 上 高：８０億円
事業内容：携帯電話販売、通信費削減コンサルタント、

人材派遣、介護サービス事業
Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.mosimon.co.jp

取
材
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

牛
来
和
彦
執
行
役
員
深
谷
工
場

工
場
長（
右
）と
寺
舘
賢
治
深
谷

工
場
副
工
場
長（
左
）

も
し
も
ん
㈱

栗
原
志
功
代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

営
業
本
部（
上
尾
市
）の
事
務
所

入
口

深
谷
工
場
入
口
・
事
務
所
棟

―１８―
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株
式
会
社
テ
ィ
ー
・
ケ
ー
・
ケ

ー
は
、
現
在
エ
ク
ス
テ
リ
ア
製
品

の
開
発
、
設
計
、
製
造
、
販
売
を

事
業
内
容
と
し
、
生
産
工
場
は
、

川
口
、
茨
城
、
七
郷
、
大
利
根
、

滋
賀
に
お
よ
び
、
社
員
百
二
十
名

の
企
業
で
あ
る
。

そ
の
沿
革
は
１
９
５
７
年
、
故

�
橋
昭
嗣
社
長
が
川
口
市
元
郷
に

�
橋
製
作
所
を
興
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
早
く
も
５９
年
に
は
、
資
本

金
八
百
万
円
に
て
、
�
橋
軽
工
業

を
設
立
し
、
家
庭
用
金
物
製
品
を

販
売
し
た
。
そ
の
後
７０
年
に
は
、

本
社
を
川
口
市
立
野
に
移
転
し
、

建
材
部
を
設
け
、
外
柵
他
建
築
金

物
製
品
を
販
売
。
７３
年
に
資
本
金

を
二
千
万
円
に
増
資
、
工
場
の
新

設
、
設
備
の
充
実
図
る
も
、
８５
年

に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。
そ
れ

は
、
東
洋
エ
ク
ス
テ
リ
ア
�
と
の

業
務
提
携
で
、
当
社
の
五
十
二
％

の
株
式
を
売
却
し
、
営
業
権
・
開

発
権
を
譲
渡
す
る
と
い
う
ま
さ
に

根
幹
に
か
か
わ
る
事
で
あ
っ
た
。

翌
年
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
ブ
ラ
ン
ド
に
て

出
荷
開
始
、
そ
の
よ
う
な
中
、
９２

年
、
�
橋
保
央
現
社
長
が
代
表
取

締
役
に
就
任
、
三
年
後
に
株
式
を

五
十
二
％
か
ら
四
十
七
％
に
買
戻

し
、
第
一
回
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
発
表

会
、
大
利
根
工
場
新
設
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
承
認
取
得
、
屋
久
島
で

の
社
員
研
修
、
標
準
化
サ
ー
ク
ル

発
表
大
会
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
改
善
、

改
革
、
教
育
を
断
行
し
、
０２
年
、

東
洋
エ
ク
ス
テ
リ
ア
�
よ
り
全
株

を
買
い
戻
し
た
。

来
る
四
月
七
日
に
�
橋
社
長
は
、

社
員
に
向
け
て
あ
る
話
を
す
る
。

そ
れ
は
、
二
十
二
歳
で
入
社
し

こ
う

ば

こ
う
じ
ょ
う

た
時
、
工
場
か
ら
工
場
へ
、
家

業
か
ら
企
業
へ
と
変
え
た
い
。
先

代
社
長
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
資
本
を
入
れ

た
こ
と
は
、
企
業
の
永
続
性
の
観

点
か
ら
正
し
か
っ
た
。
ま
た
、
欠

品
・
ク
レ
ー
ム
だ
ら
け
の
生
産
か

ら
、
５
Ｓ
の
導
入
、
毎
日
の
よ
う

に
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
等
々
、
改

革
の
連
続
で
あ
っ
た
。
９２
年
に
三

十
三
歳
で
二
代
目
を
継
承
し
、
今

年
で
二
十
年
た
っ
た
。
我
武
者
羅

に
、
そ
し
て
、
社
員
に
も
無
理
を

言
い
な
が
ら
会
社
変
革
を
夢
見
て
、

自
分
勝
手
な
経
営
を
し
て
い
た
三

十
代
。
何
か
が
違
う
と
感
じ
な
が

ら
も
本
来
の
経
営
者
・
企
業
像
を

求
め
て
足
掻
い
て
い
た
四
十
代
。

五
十
歳
に
し
て
「
社
是
・
社
訓
・

理
念
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
企
業
も
生
き
物
で
あ
り
、

預
か
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

役
割
を
い
た
だ
い
て
い
る
大
き
さ

に
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
。
そ
の

社
是
が
、
謙
虚
・
素
直
・
正
直
。

ま
た
、
社
訓
が
、
一
、
約
束
・
時

間
・
ル
ー
ル
を
守
る
人
づ
く
り
。

一
、
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
で
き
る

社
員
づ
く
り
。
一
、
常
に
時
代
に

合
っ
た
会
社
づ
く
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
真
の
人
格
者
・
真

の
経
営
者
」
を
目
指
し
、
創
業
の

原
点
に
経
ち
返
り
、「
人
造
り
・

会
社
造
り
」
に
邁
進
す
る
と
い
う

第
三
創
業
宣
言
で
あ
る
。

通
信
興
業
株
式
会
社
の
設
立
は
、

昭
和
二
十
二
年
と
今
か
ら
６５
年
前

の
戦
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
り
、

通
信
工
業
で
は
な
く
、
通
信
興
業

と
し
た
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
通
信
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て

い
こ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
、
祖

父（
初
代
社
長
）に
感
じ
ら
れ
る
と
、

石
橋
栄
子
現
社
長
は
話
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
当
社
は
創
業
以
来
、

情
報
通
信
用
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
製
品
を
絶
え
ず
提
供
す
る

と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、
最
高

の
品
質
・
納
期
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
標
に
、
信
頼
関
係
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
多
品

種
、
少
量
、
短
納
期
で
、
対
応
し

て
き
た
。

当
時
、
日
本
電
信
電
話
公
社
納

入
メ
ー
カ
ー
と
し
て
礎
を
築
き
つ

つ
、
通
信
の
自
由
化
、
情
報
通
信

の
高
速
化
・
大
容
量
化
の
流
れ
と

と
も
に
、
昭
和
六
十
二
年
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
・
販
売

を
行
い
、平
成
二
年
に
は
、他
社
に

先
駆
け
て
、10M

bps

対
応
Ｕ
Ｔ

Ｐ
ケ
ー
ブ
ル
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」

の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
、
さ
ら

に
、
平
成
三
年
に
は
、
Ｕ
Ｔ
Ｐ
ケ

ー
ブ
ル
の
コ
ネ
ク
タ
付
モ
ジ
ュ
ラ

コ
ー
ド
の
製
造
・
販
売
を
始
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ケ
ー
ブ
ル
の
高
性

能
化
に
伴
う
新
規
格
対
応
製
品
を

開
発
・
製
造
し
、
１０
メ
ガ
か
ら
始

ま
っ
た
製
品
は
、
１０
ギ
ガ
の
伝
送

速
度
を
カ
バ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。

一
方
、
独
自
規
格
製
品
の
開
発

に
も
取
り
組
み
、平
成
十
九
年
に
は
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
企
業
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
で
の
高
密
度
実
装
に
適
し
た
コ

ネ
ク
タ
付
細
径
モ
ジ
ュ
ラ
コ
ー
ド
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」
の
製
造
・
販
売
、
そ
の

後
、
上
位
性
能
品
、
フ
ロ
ア
配
線

用
ケ
ー
ブ
ル
に
も
細
径
製
品
を
開

発
し
た
。
こ
れ
が
多
く
の
顧
客
に

広
く
採
用
さ
れ
、
他
メ
ー
カ
ー
の

新
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
細
径
ケ
ー
ブ
ル

市
場
が
確
立
さ
れ
た
。

ま
た
、
製
品
の
提
供
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
平
成
十
一
年
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
を
創
刊

し
、
激
し
く
変
化
す
る
情
報
通
信

市
場
の
規
格
動
向
、
施
工
情
報
、

製
品
情
報
な
ど
の
「
情
報
」
も
届

け
て
い
る
。

今
後
も
石
橋
社
長
は
、
多
様
化

す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ

た
製
品
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
、

事
業
の
継
続
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
、
こ
の
高
度
情
報
化
社
会

の
発
展
を
支
え
て
、
真
に
豊
か
な

人
間
的
生
活
の
一
助
と
な
り
、
ま

た
、
創
業
以
来
埼
玉
県
川
越
市
の

地
で
製
造
し
続
け
て
い
る
こ
の
事

業
を
通
し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

西
部

通
信
興
業
�

南
部
�
テ
ィ
ー
・
ケ
ー
・
ケ
ー

第
三
の
創
業
を
宣
言
す
る

通
信
事
業
の
一
翼
を
担
う

DATA
会 社 名：通信興業株式会社

本 社：川越市的場１７３５‐２

代 表 者：代表取締役社長 石橋栄子

設 立：１９４７年７月４日

資 本 金：１６，０００万円

事業内容：電線・ケーブル、光ファイバケ

ーブルの製造、コネクタ加工及

び販売

DATA
会 社 名：株式会社ティー・ケー・ケー
本 社：川口市戸塚２‐７‐１

サニーヒルズ１０２
代 表 者：代表取締役 �橋保央
創 立：１９５７年４月
資 本 金：２，０００万円
事業内容：エクステリア製品の開発、設計、

製造、販売
主得意先：�LIXIL、�バッファロー、�

アンビシャス

住
宅
向
け
生
産
品
伸
縮
門
扉

公
共
向
け
生
産
品
駐
輪
場

製
造
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
の
一

種

川
越
の
本
社
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平
成
二
十
三
年
度
大
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
の
成
果
報
告
会
を

十
二
月
十
四
日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
研
修
室
に
て
開
催
し
、

体
験
し
た
学
生
、
受
入
先
の
経
営
者
・

担
当
者
、
送
り
出
し
側
の
大
学
関
係
者

ら
六
十
二
名
が
出
席
し
た
。

こ
の
会
は
、
昨
年
度
か
ら
埼
玉
県
が

事
業
化
し
、
本
会
が
実
施
団
体
と
し
て

活
動
し
て
い
る
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
の
成
果
と

課
題
を
ふ
り
か
え
り
、
今
後
の
望
ま
し

い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
の
あ
り
か

た
を
考
え
る
会
と
し
て
、
埼
玉
県
産
業

労
働
部
就
業
支
援
課
と
本
会
が
共
催
し

開
催
し
た
。

会
で
は
は
じ
め
に
、
近
藤
繁
樹
埼
玉

県
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
副
課
長
が
、

「
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
。
こ
れ
は
、
経
済
情
勢

に
よ
る
影
響
も
大
き
い
が
、
学
生
の
職

業
意
識
が
十
分
で
な
い
部
分
に
も
原
因

が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
職
業

意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
有
効
で
、
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
も
就
業

体
験
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
開

会
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、「
平
成
二
三

年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
結
果
」

と
題
し
て
宮
田
信
久
本
会
事
務
局
次
長

兼
調
査
部
長
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

務
局
統
括
）
が
今
年
度
夏
季
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
施
結
果
を
報
告
し
た
。

報
告
会
時
点
の
実
施
学
生
は
一
九
〇
名
、

登
録
受
入
先
数
は
一
一
四
先
で
、
受
入

先
の
業
種
・
規
模
別
登
録
状
況
、
応
募

か
ら
実
施
の
業
種
別
内
訳
な
ど
を
報
告
、

特
に
、「
毎
年
応
募
が
公
務
や
金
融
・

証
券
、
そ
し
て
大
手
企
業
に
偏
る
傾
向

が
あ
り
、
せ
っ
か
く
受
入
先
登
録
い
た

だ
い
て
も
、
全
く
応
募
が
な
い
先
が
約

半
数
に
あ
た
る
」
と
指
摘
。
応
募
の
無

い
優
良
中
小
企
業
の
紹
介
な
ど
、
大
学

側
に
対
し
学
生
の
指
導
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
受
入
先
の
報
告
、
大
学
の

報
告
、
実
施
学
生
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

◆
成
果
報
告
の
部
・
報
告
要
旨
◆

□
受
入
先
の
部
□

�
鴻
巣
市
役
所

総
務
部

主
幹

飯
塚
孝
夫

氏

●
今
年
度
夏
季
受
入
学
生
�
八
名

●
受
入
側
の
実
施
効
果

・
市
民
目
線
、
若
者
目
線
で
の
行
政
に

対
す
る
意
見
の
取
得

・
職
員
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
能
力
の
向
上

・
将
来
の
職
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ

な
ど

●
問
題
点
・
改
善
点

・
受
入
部
署
が
限
定
化
す
る
（
窓
口
業

務
は
個
人
情
報
保
護
の
関
係
で
除

外
）

・
受
入
時
期
も
固
定
化
し
て
い
る

●
学
生
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
過
去
の
実
習
生
か
ら
二
人
採
用
し
て

い
る
。
我
慢
強
く
、
何
か
を
達
成
す

る
挑
戦
意
欲
の
あ
る
学
生
を
採
用
し

た
い
。

・
市
役
所
業
務
は
想
像
以
上
に
忙
し
く

厳
し
い
こ
と
を
心
得
て
ほ
し
い
。

・
採
用
に
関
し
て
、
理
系
技
術
職
は
応

募
が
少
な
く
、
文
系
に
比
べ
有
利
。

�
小
原
歯
車
工
業
�

総
務
部
部
長

小
原
哲
司

氏

●
会
社
概
要
�
川
口
市
、
昭
和
十
年
創

業
、
社
員
八
九
名
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
標
準
歯

車
、
オ
ー
ダ
ー
歯
車
の
製
造
販
売

●
今
年
度
夏
季
受
入
大
学
生
�
四
名

ほ
か
高
専
、
高
校
生
で
二
名
づ
つ

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
の
目
的

・
社
会
貢
献
の
一
つ

・
自
社
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

・
指
導
に
よ
る
社
員
の
管
理
能
力
向
上

・
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
理
解

な
ど

●
反
省
点
・
問
題
点

・
節
電
の
た
め
受
入
制
限
を
行
っ
た

・
仕
事
状
況
に
よ
り
手
待
ち
時
間
が
発

生
し
た

・
学
生
に
よ
っ
て
意
識
の
差
を
感
じ
た

例
え
ば
、
単
位
取
得
目
的
の
学
生
と

本
人
の
意
思
で
就
活
の
一
部
と
し
て

捉
え
る
学
生
と
で
は
差
が
あ
っ
た

□
大
学
の
部
□

�
埼
玉
県
立
大
学

学
生
・
就
職
支
援

担
当
課
長

川
端
素
子

氏

●
実
習
学
生
�
延
べ
七
七
名
（
内
本
事

業
で
マ
ッ
チ
ン
グ
は
七
名
）

●
実
施
内
容
�
健
康
行
動
科
学
専
攻
の

三
年
生
が
前
期
必
修
授
業
と
し
て
夏

季
に
実
施

●
実
習
に
よ
る
主
な
成
果

・
学
生
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
気
づ
き

と
発
見
が
あ
る

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
行
動
力

を
高
め
、
知
識
を
深
め
る
た
め
の
意

欲
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
る

・
最
終
的
に
は
就
業
観
が
形
成
で
き
る

●
課
題

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
効
性
は
わ

か
っ
て
い
る
が
、
国
家
試
験
取
得
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
、
大
多
数
の

学
科
で
は
実
施
で
き
な
い

�
埼
玉
工
業
大
学

就
職
課

齋
藤

清

氏

●
実
習
学
生
�
二
八
名
（
内
本
事
業
で

マ
ッ
チ
ン
グ
は
八
名
）

●
事
前
研
修
�
二
年
次
か
ら
事
前
支
援

講
座
を
開
講
し
、
心
構
え
や
書
類
の

書
き
方
、
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
研
修
を
実
施

し
て
い
る

●
実
習
に
よ
る
主
な
成
果

・
体
験
し
、
や
り
遂
げ
た
達
成
感
が
就

活
に
対
す
る
自
信
に
つ
な
が
る

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上

し
た

・
学
生
自
身
が
「
何
を
す
べ
き
か
」
自

覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た

●
問
題
点
と
課
題

・
地
域
性
も
あ
り
、
通
勤
範
囲
の
受
入

先
が
少
な
く
、
遠
方
の
場
合
交
通
費

な
ど
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い

・
学
生
の
意
識
が
低
く
、
参
加
者
が
少

な
い

・
学
生
自
身
で
企
業
探
し
が
で
き
な
い

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
要
旨
◆

テ
ー
マ
「
学
生
の
視
点
で
今
年
度
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
か
ら
見
え
て
き
た

成
果
と
課
題
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】（

）
内
は
実
習
先

�
埼
玉
大
学

大
学
院

理
工
学
研
究
科

一
年

浅
見
哲
也

氏

（
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

�
女
子
栄
養
大
学

栄
養
学
部

実
践
栄
養
学
科

三
年

馬
場
由
佳

氏
（
鴻
巣
ま
き
ば
園
）

�
日
本
工
業
大
学

工
学
部

電
気
電
子
工
学
科

三
年

中
村
皓
俊

氏
（
関
東
分
岐
器
）

【
司
会
・
進
行
】

埼
玉
県
経
営
者
協
会

事
務
局
次
長
兼
調
査
部
長

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局
統
括
）

宮
田
信
久

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
成成
果果
報報
告告
会会

―２０―



●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
て
得

ら
れ
た
成
果
と
自
身
に
関
し
て
見
え

て
き
た
課
題
や
反
省
点

埼
玉
大
学

浅
見
哲
也

氏

〔
成
果
〕

一
、
職
員
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
が
と
て
も
参

考
と
な
っ
た
。

二
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

〔
課
題
〕

一
、
公
務
員
の
技
術
職
は
想
像
し
た
よ

り
多
能
工
化
し
て
お
り
、
専
門
性

だ
け
で
は
仕
事
が
こ
な
せ
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

二
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
記
入
に
苦
手

意
識
が
あ
り
、
今
後
の
就
活
の
た

め
に
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
須
と

感
じ
た
。

女
子
栄
養
大
学

馬
場
由
佳

氏

〔
成
果
〕

一
、
仕
事
を
選
ぶ
際
は
業
種
や
規
模
、

待
遇
面
だ
け
で
は
な
く
、
働
く
職

場
の
環
境（
人
間
関
係
も
含
め
て
）

が
大
切
だ
と
実
感
し
た
。

二
、
学
生
と
社
会
人
と
の
違
い
、
ア
ル

バ
イ
ト
と
就
職
と
の
違
い
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〔
課
題
〕

一
、
自
己
都
合
で
、
期
間
は
一
週
間
と

し
て
し
ま
っ
た
が
、
も
う
少
し
長

期
間
体
験
す
れ
ば
も
っ
と
学
べ
た
。

二
、
積
極
的
な
笑
顔
で
の
話
し
か
け
が

と
て
も
大
切
だ
と
わ
か
り
、
今
後

の
生
活
に
実
践
し
て
い
き
た
い
。

日
本
工
業
大
学

中
村
皓
俊

氏

〔
成
果
〕

一
、
実
際
の
職
場
で
人
（
社
員
の
方
）

や
も
の（
機
械
や
器
具
）な
ど
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た
。

二
、
社
員
と
の
会
話
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
向
上
し
た
。

〔
課
題
〕

一
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

二
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
は
手
続

が
面
倒
だ
っ
た
り
、
必
要
性
が
わ

か
ら
ず
足
踏
み
し
て
い
た
。
自
身

の
問
題
も
あ
る
が
、
大
学
の
説
明

や
ア
ピ
ー
ル
も
少
な
い
と
思
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
、会
場

か
ら
学
生
に
対
し
、「
外
国
語
を
学
び
、も

っ
と
知
識
の
幅
を
広
げ
る
べ
き
」、「
企
業

は
自
社
の
強
み
で
ビ
ジ
ネ
ス
し
て
い
る
。

個
人
も
自
分
の
強
み
を
認
識
し
、
そ
れ

を
仕
事
に
活
か
す
べ
き
」、「
公
務
員
志
望

の
学
生
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
も
良

い
か
ら
一
度
は
民
間
を
体
験
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
た
。

最
後
に
、根
岸
茂
文
本
会
専
務
理
事
が
、

学
生
向
け
に「
働
く
と
い
う
こ
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
ま
と
め
た
意
義
や
今
後
へ

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
、

今
年
度
の
成
果
報
告
会
は
閉
会
し
た
。

会
場
の
様
子

受
入
先
発
表
の
様
子

鴻
巣
市
役
所

総
務
部

主
幹

飯
塚
孝
夫
氏

会
場
の
様
子

実
習
学
生
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

―２１―




































































�調査対象 ……………………………６５０社

有効回答数 ………………………１７３社

回収率……………………………２６．６％

�業種内訳 �内製造業………………８５社
�内非製造業……………８８社

�資本金別（未記入２社）
�５０００万円以下………………………７１社
�５０００万円超～１億円以下…………４４社
�１億円超～３億円以下……………１６社
�３億円超……………………………４２社

企業経営動向調査（１２年１月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近の自社の業況については、非製造
業は６ポイント改善するものの、製造
業は２ポイントの悪化となっており、
全社ベースでも僅かな改善にとどまっ
ている。

�先行きについては、前回調査比改善し
ているものの、１２／１月調査最近比で
は非製造業は横ばい、製造業では６ポ
イント悪化の見通しとなっており製造
業の回復感が弱い。

１２年１月調査

－４

－５

－４

－７

－１１

－４

１１年１０月調査

－６

－３

－１０

－１１

－１５

－６

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�業界の景気の最近のDI は、製造業が
７ポイント、非製造業で１１ポイント改
善するも、DI の水準は－２５程度と引
き続き厳しい状況が続いている。

�先行きは、前回調査比、製造業、非製
造業ともに１０ポイント前後改善するも
のの、最近比では製造業が６ポイント
改善する見通しとなっているのに対し
非製造業は横ばいに留まっている。

１２年１月調査

－２４

－２５

－２４

－２２

－１９

－２５

１１年１０月調査

－３３

－３２

－３５

－３２

－２８

－３７

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�国内景気の最近のDI は、前回調査か
ら製造業は５ポイント悪化し、非製造
業は９ポイント改善となっている。

�先行きは、前回調査比、今回調査最近
比とも改善傾向にあるものの、DI の
水準は－２５と厳しい見通しが続いてい
る。

１２年１月調査

－３０

－３２

－２９

－２５

－２５

－２５

１１年１０月調査

－３２

－２７

－３８

－３２

－３３

－３０

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

―２２―



�－１．経営動向（売上高）

�最近の設備DI は前回調査比で製造業
で２ポイント、非製造業で４ポイント
とわずかではあるが過剰感が増加して
いる。

�先行きのDI は前回調査比、最近比で
は製造業で過剰感が高まるのに対し、
非製造業は過剰感が解消し、不足に転
じるものとみられる。

１２年１月調査

＋２

＋２

＋３

－１

＋１０

－１１

１１年１０月調査

＋１

＋４

－１

＋２

＋４

＋１

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準DI は、前回調査比で
製造業は４ポイント、非製造業では２
ポイント上昇しており、引き続き在庫
の過大傾向が続いていることがわかる。

�先行きのDI は、前回調査比ほぼ横ば
いで、１２／１月よりは在庫過大傾向は
改善される見通しとなっている。

１２年１月調査

＋１２

＋２０

＋３

＋４

＋８

－１

１１年１０月調査

＋９

＋１６

＋１

＋４

＋９

－２

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１１／１０－１２月期の売上高DI はプラスの状況
は続いているが、前期比でみると全社ベース
で１０ポイント悪化している。前回見通しとの
比較では製造業は４ポイント改善するも非製
造業は８ポイント悪化している。

�１２／１－３月期は製造業、非製造業ともに大
幅に悪化し、マイナスに転じている。

�１２／４－６月期は、製造業ではさらに悪化す
る見通しだが、非製造業は改善しプラスに転
じる見通しとなっている。

見 通 し

１２／４－６

－６

－１７

＋３

１２／１－３

（－６）
－６

（－４）
－１１

（－８）
－２

実 績

１１／１０－１２

（＋１８）
＋１５

（＋１３）
＋１７

（＋２２）
＋１４

１１／７－９

＋２５

＋２１

＋３０

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�．その他

�１１／１０－１２月の経常利益DI は、前回調査比、
前回見通し比で製造業、非製造業ともに悪化
し、収益環境が厳しさを増していることがう
かがえる。

�１２／１－３月期は、製造業、非製造業とも前
期比、前回見通し比で大幅に悪化し、特に製
造業は－２６と減益に転じるという見通しとな
っている。

�１２／４－６月期も厳しい状況が続き、非製造
業も減益に転じる見通しとなっている。

（注）１１／１０－１２月期、１２／１－３月期の上段の（ ）内の数値は１１年１０月調査時の見通し

見 通 し

１２／４－６

－９

－１８

－１

１２／１－３

（＋１８）
－１１

（＋１８）
－２６

（＋１７）
＋５

実 績

１１／１０－１２

（＋１５）
＋５

（＋１０）
＋１

（＋２０）
＋９

１１／７－９

＋１３

＋１３

＋１４

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―２３―



�最近の雇用DI は前回調査比ほぼ横ば
いとなっているものの、製造業では＋
７⇒＋４と過剰感が縮小しているのに
対し、非製造業は－９⇒－５と不足感
が低下している。

�先行きについては、前回調査比、最近
比とも製造業では過剰感が増加、非製
造業では不足感が増加と、雇用人員に
ついては好対照の動きとなっている。

１２年１月調査

－１

＋４

－５

－４

＋１２

－１９

１１年１０月調査

－１

＋７

－９

－１

＋９

－１１

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の資金繰りDI は、前回調査比で
は、製造業は３ポイント改善し、プラ
スに転じ、非製造業は１０ポイント悪化
し、繁忙感が増している。

�先行きは、最近比で非製造業は変わら
ないものの、製造業はDI－１１とマイ
ナスに転じ、繁忙感は和らいでいる。

１２年１月調査

＋１

＋１

＋１

－５

－１１

＋１

１１年１０月調査

＋４

－２

＋１１

＋１

－３

＋６

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の販売価格DI は、前回調査比で
製造業、非製造業ともに価格下落傾向
が強まっていることがうかがえる。

�先行きのDI でも引き続き下落傾向は
続く見通しとなっている。

１２年１月調査

－１８

－１７

－１９

－１９

－２２

－１６

１１年１０月調査

－１３

－１５

－１０

－２１

－２２

－２１

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、前回調査比で
製造業４ポイント改善、非製造業は３
ポイント悪化と反対方向の動きを示し
ているものの、全社ベースでは＋１７と
ほぼ前回調査と同水準であり、引き続
き上昇傾向が続くとみている。

�先行きのDI は、最近比で製造業、非
製造業ともに上昇するとみている割合
が高まっている。

１２年１月調査

＋１７

＋２２

＋１１

＋２２

＋２６

＋１７

１１年１０月調査

＋１８

＋２６

＋８

＋１４

＋２０

＋６

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―２４―



回答数

１５

９

５

５

４

３

１

対 応 内 容

生産設備・付帯設備の運転制限、省エネ改造、管理システムの導入

照明の LED化、省エネ化

クールビズ・スーパークールビズの実施、徹底、期間延長など

グリーンカーテンの導入・実施

OA機器、エアコンなどの待機電力制限などの徹底

自動販売機の撤去、稼働停止

他工場へ生産移管

� アンケート調査の概要

１ 調査対象及び調査数：�埼玉県経営者協会 会員企業７１４先

２ 調査方法：緊急調査のため、FAXによる配布・回収

３ 調査期間：平成２３年１２月１日～１２月１２日

４ 有効回収数及び回収率：１５１先（２１．１％）

５ 調査機関：�埼玉県経営者協会

� 調査結果の概要

Q１ 今夏の電力不足に対しどのような対応を取りましたか。（複数回答可）

「その他」の主な回答

今夏及び今冬以降の節電の取組に関するアンケート調査結果

―２５―



○従業員の経費削減意識が高まった

○発電機のレンタル費用と設置工事費用の負担増

○託児所の社内新設（福利厚生経費増）

○計画停電時は時間内に社員を帰宅させた

○生産減少（他工場への生産振り分け）

「あり」と回答した企業の具体的取組の主な内容

回答数

９１

３１

１６

１３

具体的取組の主な内容

照明や空調の一部停止、空調設定温度の引き下げ

夏同様または継続実施している節電対策の実行
〔一部上記対策も含む〕

照明の LED化、空調設備の更新（省エネタイプ、
ガス・石油への切替）

ウォームビズの実施、推進

Q２ 今夏の電力不足及び節電によりどのような影響がありましたか。（複数回答可）

「その他」の回答内容

Q３ 今冬、予定している節電の取組はありますか。

Q４ 電力不足が危惧される来年夏に向けて、予定している節電の取組はありますか。

「あり」と回答した企業の具体的取組の主な内容

回答数

５３

５２

２５

６

具体的取組の主な内容

今年度同様の節電対策を維持・継続〔一部下記対
策も含む〕

設備の更新・変更（LED化、省エネ空調、管理
システム導入、発電設備など）

照明、空調などの節電対策（一部停止、設定温度
管理など）

操業体制変更（夏季休暇拡大、輪番休業、サマー
タイム、定時退社など）

81%
あり

86%
あり

14%

19%

なし

なし

0%

―２６―
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た

「
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・
先

生
に
よ
る
四
者
面
談
会
」
が
一
月
十
五

日
、
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
本
会
推
薦
の
会
員
企

業
経
営
者
五
名
（
別
記
）、
学
校
側
か

ら
は
二
〇
組
・
五
八
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
四
者
面
談
会
は
、
平
成
二
十
年

度
ま
で
は
本
会
と
連
合
埼
玉
を
母
体
と

し
て
い
た
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援

機
構
が
主
催
し
て
い
た
事
業
で
、
高
校

生
が
経
験
豊
か
な
産
業
人
か
ら
職
業
観

や
企
業
が
求
め
る
人
材
像
な
ど
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
将

来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
よ
り
良
い

進
路
を
選
択
す
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
十
五
年
度
か
ら
開
催

し
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に

高
校
は
延
べ
一
七
六
校
か
ら
三
七
五
組

が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
四
者
面
談
会
は
、産
業
界
、労
働

界
、
県
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
高
校

生
の
進
路
・
就
職
を
支
援
す
る
取
り
組

み
と
し
て
は
全
国
で
も
例
が
な
く
、
モ

デ
ル
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

県
教
育
委
員
会
は
こ
の
事
業
の
必
要

性
お
よ
び
職
業
観
醸
成
に
対
す
る
効
果

性
を
認
識
し
、
継
承
す
る
か
た
ち
で
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
主
催

で
実
施
し
て
い
る
。
本
会
以
外
の
経
済

団
体
に
も
面
談
経
営
者
の
派
遣
を
依
頼
、

北
部
地
区
も
含
め
全
二
カ
所
で
開
催
し
、

学
校
側
か
ら
は
合
わ
せ
て
五
十
四
組
が

参
加
し
た
。
深
谷
会
場
で
の
面
談
会
で

は
、
阿
久
津

主
席
指
導
主

事
が
、「
平

成
十
五
年
か

ら
開
催
し
て

い
る
こ
の
面

談
会
は
、
教

育
委
員
会
と

し
て
も
素
晴

ら
し
い
取
り

組
み
と
認
識

し
て
お
り
、

企
業
経
営
者

の
方
々
か
ら
は
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
生
徒
、
保
護
者
、
特
に
教

員
に
対
し
て
は
貴
重
な
意
識
改
革
の
場

と
な
っ
て
い
る
。」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

前
回
に
引
き
続
き
、
参
加
高
校
の
裾

野
を
広
げ
、
県
北
部
の
進
学
校
か
ら
大

学
進
学
を
控
え
た
九
名
の
生
徒
の
参
加

も
あ
り
、
大
学
進
学
後
の
職
業
観
の
醸

成
や
大
学
に
お
け
る
学
び
な
ど
に
つ
い

て
産
業
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

面
談
を
終
え
た
生
徒
お
よ
び
保
護
者

は
、
面
談
前
と
は
表
情
が
明
ら
か
に
一

変
し
、
充
実
感
の
あ
る
笑
顔
で
経
営
者

や
教
員
に
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
生
徒
か

ら
は
、「「
何
の
た
め
に
働
く
か
」と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
聞
か
さ
れ
、
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。
会
社
の
名
前
だ
け
に
捕
ら
わ
れ
ず
、

自
分
に
あ
っ
た
職
を
探
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
ま
ず
学
校
生
活

を
し
っ
か
り
送
っ
て
、
充
実
し
た
人
生

に
し
た
い
で
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
や
「
今

ま
で
人
間
関
係
に
困
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
の
度
に
、
逃
げ
て
ば
か

り
い
た
自
分
で
す
が
、
今
日
企
業
経
営

者
の
お
話
を
聞
い
て
、
そ
れ
で
は
い
け

な
い
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
自
分
を
変
え
る

努
力
を
し
て
、
周
り
も
変
え
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。」
ま
た
、「
企
業
を
経

営
し
て
い
る
方
の
お
話
が
聞
け
て
、
今

後
人
生
の
大
部
分
を
占
め
る
職
業
生
活

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。「
自
分
の
意
見
は
し
っ
か
り
持

っ
て
、上
司
に
は
っ
き
り
と
伝
え
ろ
。」

と
い
う
お
言
葉
は
、
特
に
心
に
響
い
た
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
本
当
に
良
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
保
護
者
か
ら
は
、「
子

ど
も
に
熱
く
語
っ
て
く
れ
る
大
人
は
な

か
な
か
い
な
い
も
の
で
す
。
経
営
者
の

話
は
分
か
り
や
す
く
、
こ
れ
か
ら
行
く

会
社
で
子
ど
も
が
実
行
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
と
も
に
成
長
し
て
い
こ
う
と

思
っ
た
。」
や
「
様
々
な
立
場
か
ら
意

見
が
聞
け
る
こ
と
、
講
演
会
等
で
は
話

せ
い
な
い
よ
う
な
こ
と
も
話
せ
る
こ
と
、

一
方
的
に
聞
く
だ
け
で
な
い
こ
と
、
一

つ
の
事
柄
に
も
立
場
の
違
い
や
感
じ
方

の
違
い
が
分
か
り
や
す
い
。
特
に
子
供

の
側
か
ら
は
、
聞
い
て
も
ら
っ
た
こ
と

に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
応
援
の
言
葉

を
も
ら
う
こ
と
で
意
欲
が
わ
く
と
思
っ

た
。」
さ
ら
に
教
員
か
ら
は
「
社
員
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
挨
拶
」「
積
極

的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
」「
気
配
り
」

と
い
う
話
は
、
そ
の
ま
ま
教
員
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
こ
の
３
つ

の
力
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
が
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。」
や
「
進

路
と
い
う
よ
り
、
生
き
方
そ
の
も
の
を

考
え
て
い
く
上
で
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
高
校

に
求
め
る
こ
と
の
話
も
大
変
参
考
に
な

っ
た
。」
な
ど
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
年
度
で
九
年
目
と
な

っ
た
「
四
者
面
談
会
」
は
、
毎
年
、
参

加
者
か
ら
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

◆
一
月
十
五
日
・
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
深
谷
会
場

〔
産
業
界
側
面
談
者
〕

（
敬
称
略
・
面
談
者
五
十
音
順
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子

常
務
取
締
役
人
事
セ
ン
タ
ー
所
長

▽
牛
窪

啓
詞

愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役

▽
斉
木

政
美

サ
ン
ケ
ン
電
気

管
理
本
部
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー

▽
高
橋

福
八

高
橋
商
事

代
表

取
締
役
（
本
庄
商
工
会
議
所
会
頭
）

▽
藤
池

誠
治

デ
サ
ン

代
表
取

締
役

◆
平
成
二
十
三
年
度
実
施
一
覧

実
施
日

会
場

協
力
経
済
団
体

参

加
組
数
を
表
示

◇
第
一
回
◇
一
月
十
五
日

午
前

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷

埼
玉
県
経
営
者
協
会

十
四
組

◇
第
二
回
◇
一
月
十
五
日

午
後

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

十
七
組

◇
第
三
回
◇
一
月
二
十
八
日

午
前

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

埼
玉
県
中
小
企
業
家
同
友
会

十
一

組
◇
第
四
回
◇
一
月
二
十
八
日

午
後

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
さ
い

た
ま
商
工
会
議
所

十
五
組

四四
者者
面面
談談
会会
にに

本本
会会
会会
員員
企企
業業
経経
営営
者者
がが
参参
加加

面
接
風
景

―２７―
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これらはベアウエハの鏡面仕
上げや裏面研削（バックグラ
インディング）への適応を考
えております。また、今後はパ
ワーデバイスへの適応が期待
されているSiC ウエハ、また
非球面レンズといった複雑形
状への適応を検討しています。

学歴・略歴
澁谷 秀雄
（しぶたに ひでお）
１９９２年 豊橋技術科学大学
工学部 生産システム工学
科 卒業

１９９４年 豊橋技術科学大学大
学院 工学研究科修士課程
生産システム工学専攻 修
了

１９９８年 名古屋大学大学院
工学研究科博士後期課程
材料機能工学専攻 修了

１９９８年 博士（工学）所得
１９９８年 豊橋技術科学大学
工作センター 助手

２０００年 豊橋技術科学大学
生産システム工学科 助手

２００４年 埼玉大学大学院 理
工学研究科 助手

２００８年 埼玉大学大学院 理
工学研究科 助教

１９９４年～１９９７年 日本学術振
興会 特別研究員

２０００年～２００１年 ノースキャ
ロライナ州立大学シャー
ロット校 客員研究員

電子部品や光学部品の加工では、

その形状精度だけでなく無歪・超平滑表面（無擾

乱鏡面）が求められています。一般的にこれらの

仕上げ加工には研磨といった遊離砥粒加工が適用

されています。しかしながら、近年では形状創成

能力・加工能率・環境負荷等の観点から遊離砥粒

加工を研削といった固定砥粒加工で代替すること

が要請されています。

これまでに筆者らは鏡面創成用砥石の研究開発

を行い、鏡面研削加工を実現しています。ここで

は開発した砥石の特徴や加工事例について紹介し

ます。

微粒子や超微粒子は溶液中で帯電しており、そ

れを含む液中で電場を与えると帯電粒子は電気力

によって一極にに引き寄せられ、吸着層を形成し

ます。これを電気泳動現象（ElectroPhoretic Depo-

sition）といい、著者らはこの現象を利用して砥

石（以下、EPD砥石と呼ぶ）を作製しています。

EPD砥石は砥粒が均一に配列されて砥粒密度が

高く、均質な砥石であります。また適度な結合強

度を有する結合材を用いることにより、自生発刃

特性に優れています。これにより、スクラッチや

焼けの原因となる脱落や目詰まりを抑制すること

ができます。

EPD砥石をシリコンの鏡面研削に適応した例

を示します。８インチシリコンウエハに対して事

前にダイヤモンド砥石で前加工した面に対して、

加工液を一切使用しない乾式雰囲気で EPD研削

を施しました。図に示すとおり、EPD研削後で

は研削痕、焼けやスクラッチのない鏡面が創成さ

れており、その表面粗さは約１０nmRz でありまし

た。また、前加工で生じた加工歪みを除去するこ

ともわかっています。またシリコン以外にも、水

晶、サファイアや光学ガラスの鏡面創成も可能で

あることがわかっています。

作業支援サービスの提供

学歴・略歴

後藤 祐一

（ごとう ゆういち）

２００１年埼玉大学工学部情

報システム工学科卒業。

２００３年同大学院理工学

研究科博士前期課程情

報システム工学専攻修

了。２００５年同博士後期

課程情報数理科学専攻

修了。博士（工学）。

２００５年埼玉大学工学部

助手。平成２００７年から

同大学院理工学研究科

助教。知識工学および

情報セキュリティ工学

の研究に従事。

情報システムは社会の基盤とし
て重要な役割を担う存在となっている。情報シス
テムが十分な情報セキュリティを備えているかど
うかは非常に重要な問題である。情報セキュリテ
ィにおいて難しい点は、攻撃者の攻撃能力が日々
向上していく点にある。このため、情報システム
の設計・開発時においてシステムが最良のセキュ
リティ強度を保っていたとしても、時間とともに
セキュリティ強度が十分ではなくなってしまう。
よって、セキュリティ強度を保つために、保守し
続けなければならない。また、システム全体のセ
キュリティ強度は、最もセキュリティ強度が低い
コンポーネントや作業工程によって決まってしま
う。このため、システムを構成するすべてのコン
ポーネントおよび作業工程におけるセキュリティ
強度を一定以上に保たなければならない。
従来のソフトウェア開発のための工学環境（支
援ツール群）は、利用者の要求どおりにソフトウ
ェアを開発することを支援目的として開発されて
いる。このため、上述の情報セキュリティにおけ
る難点に対応できていない。

そこで、情報セキュリティの難点に対応し、情
報システムの設計から廃棄までを一貫して、かつ、
継続的に国際規格に基づき支援する情報セキュリ
ティ工学環境 ISEE（アイシー）の開発を行って
いる。ISEE は、セキュリティに関する国際規格
に準拠した作業および成果物の作成を支援する。
これにより、情報システムを構成するすべてのコ
ンポーネントおよび作業工程におけるセキュリテ
ィ強度を一定以上に保つことができる。また、情
報システムのセキュリティ機能開発や保守や運用
に関わる作業を支援することで、日々生まれる新
たな攻撃や脆弱性への対応を素早く行えるように
なる。
現在は、ISEE 実現の第一歩として ISO/IEC １５

４０８に関する作業を支援するツールの設計および
開発を行っている。これまでに ISO/IEC １５４０８が
定義するセキュリティ機能の仕様書であるセキュ
リティターゲットの作成と保守支援ツールおよび
セキュリティターゲットのひな形自動生成ツール
の開発を行った。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

鏡面創成用砥石の開発
埼玉大学大学院理工学研究科 澁 谷 秀 雄 助教

情報セキュリティ工学環境の開発
埼玉大学大学院理工学研究科 後 藤 祐 一 助教

―２８―



																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													

円高や新興国の成長市場などの動向に対して、海外へ進出す
る企業が最近再び急速に増加しています。特に製造業において
は、グローバル企業としての競争力を維持するために外国で製
品を生産する進出企業が最大手企業から中小企業まで及んでい
ます。海外への進出と伴って、ものづくりを海外で担うグロー
バル技術者の需要が必然的に高まっていると同時にグローバル
人材の育成が多くの教育機関に注目されています。
ものつくり大学では、２００１年開校当時から掲げた大学の教育
理念の一つ「技能・科学技術・社会経済のグローバル化に対応
できる国際性の重視」に沿ってグローバル人材の育成に取り組
んでいます。ここで、製造学科のカリキュラムに組込まれてい
るグローバル人材に関連する教育を紹介します。
１）海外での長期インターンシップ： 本インターンシップは、
本学とタイ王国にある泰日工業大学との国際交流協定に基
づく交換留学プログラムの一環です。本研修の特徴として
は、約２ヶ月間の長期研修であることと、現地の日系企業
またはタイ企業で研修を受けることです。この長期研修を
通じて、グローバル技術者に求められるコミュニケーショ

ン力、語学力、プレーゼンテーション力、環境への適応力
などが少なからず身に付けられると期待したいところです。

２）英語教育：科目構成としては、１年次～３年次のほぼ全学
期に英語クラス（コミュニケーション英語、工業英語など）が
配当されています。学生は長期かつ継続的に英語の授業が
受講できます。これはグローバル化に対応できる国際性を
重視した証です。また、この充実さは理工系大学にすれば
珍しい。さらに、TOEIC テストプログラムを導入し、TOEIC
スコアーを基準とした英語力のレベルアップを図ります。

３）Visiting Foreign Students Program：本プログラムは、製造
学科が毎年開催する Fゼミの大会（かくりマシンコンテ
スト）に本学の学生諸君に加えて留学生にも参加させるプ
ログラムです。このような多様性をもつ Fゼミ大会がこ
れまで３回開催されました。学生諸君はこの多様性を通じ
て、グローバリゼーションの大切さを感じたと思います。
最後に、グローバル人材の育成にあたって、海外の大学および
企業が極めて重要な役割です。今後、より多くの大学／企業にご
協力していただけるように努力していきたいと考える次第です。

ものつくり大学からは毎年、技能五輪全国大会と若年者もの
づくり競技大会に学生選手が出場しています。１２月に開催され
た２０１１年度技能五輪全国大会（静岡）には、４職種８名の在校
生が出場しました。
私の専門分野は木工で、競技大会に向けては「家具」や「木
材加工」に出場する選手の指導を行っています。本学の学生の
中には、競技大会に参加したい、という明確な目標を持って入
学してくる者もいます。中央職業能力開発協会が主催する両大
会は、若年者の方は、職業能力開発施設や工業高等学校等にお
いて技能を習得中の企業等に就業していない２０歳以下の若者を
対象にした大会です。一方、技能五輪は都道府県予選を経て選
ばれた代表選手が一堂に会する２３歳以下の大会で、青年技能者
の技能レベルの日本一を競う大会です。その目的は、両大会と
も、次代を担う青年技能者に努力目標を与えるとともに、大会

開催地域の若年者に優れた技能を身近にふれる機会を提供する
など、技能の重要性、必要性をアピールし、技能尊重機運の醸
成を図ることにおかれています。
このような、基本的には若手技能者を育成する役目を担う各
種ものづくり競技大会ですが、本学では、技能者を目指す学生
はもちろんのこと、学生がプロフェッショナルなものづくりの
一端に触れる絶好の機会であると考え、在校生の競技大会参加
を応援しています。
卒業して職人（技能者）になる者、職人に指示を出す立場で
ものづくりに携わる者、どのような道に進む若者にとっても、
競技大会予選を突破するためがむしゃらにがんばった経験、予
選・本戦を通じて得られた成果と達成感は、なにものにも代え
難い宝になると思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

グローバル人材の育成
製造学科 ビチャイ サェチャウ 教授
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／vichai@iot.ac.jp）

ものづくり競技大会が果たす役割
建設学科 佐々木 昌 孝 講師
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青
年
経
営
者
部
会
で
は
、
今
般
初
の

試
み
と
し
て
、
千
葉
県
経
営
者
協
会

青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
を

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日
�
千
葉
県
流

山
市
の
株
式
会
社
ア
ビ
ー
の
視
察
と
三

井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
柏
で
の
懇
親
会
の

二
部
構
成
で
行
っ
た
。

当
会
か
ら
は
、
松
本
伸
一
郎
（
松
本

商
会
・
社
長
）
部
会
長
を
は
じ
め
、
梶

原
靖
友
（
梶
原
工
業
・
専
務
）、
藤
池

一
誠
（
デ
サ
ン
・
専
務
）
の
副
部
会
長
、

並
び
に
、
増
田

学
（
友
栄
塗
装
・
社

長
）
幹
事
を
含
め
十
五
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
千
葉
青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
か
ら

は
、
椿

孝
夫
（
花
椿
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
・
社
長
）
部
会
長
、
中
村
卓
見
（
千

葉
測
量
・
社
長
）
幹
事
を
含
め
十
五
人

が
参
加
し
、
合
計
三
十
名
と
な
っ
た
。

視
察
を
行
っ
た
�
ア
ビ
ー
は
、
世
界

で
初
め
て
細
胞
を
生
か
し
た
ま
ま
冷
凍

で
き
る
新
冷
凍
装
置
・
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
開
発

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
蕾

の
つ
い
た
切
り
花
を
凍
結
し
、
一
年
後

に
解
凍
し
て
開
花
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

な
技
術
で
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
単

な
る
急
速
冷
凍
装
置
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

細
胞
組
織
を
生
か
す
装
置
で
あ
り
、
急

速
装
置
内
に
「
パ
ル
ス
磁
場
」
を
発
生

さ
せ
、
さ
ら
に
、「
電
子
」
も
起
動
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
水
分
子
を
寄
り
集

め
ず
に
、
一
気
に
過
冷
却
状
態
を
作
り
、

細
胞
組
織
を
生
か
し
、
電
子
の
起
動
が

美
味
し
さ
を
守
る
と
い
う
も
の
で
す
。

即
ち
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
と
急
速
冷
凍
装
置
の
組

み
合
わ
せ
装
置
な
の
で
す
。
そ
の
技
術

の
優
秀
さ
は
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
、
組
織
を
壊
さ
ず
長
期

保
管
を
可
能
に
し
た
Ｃ
Ａ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

は
、
新
鮮
食
材
の
時
間
と
距
離
の
壁
を

越
え
る
開
発
と
し
て
、
第
三
回
つ
く
ば

ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
を
受
賞
。
２
０
０
８

年
、
農
林
水
産
省
と
経
済
産
業
省
よ
り
、

海
産
物
の
新
鮮
出
荷
を
可
能
に
す
る
技

術
と
取
組
が
評
価
さ
れ
「
農
商
工
連
８８

選
」
に
認
定
。
同
年
、
経
済
産
業
大
臣

よ
り
、
明
日
の
日
本
を
支
え
る
元
気
な

モ
ノ
作
り
中
小
企
業
三
百
社
に
認
定
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
、
�
日
本
フ
ァ
シ

ョ
ン
協
会
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
日
本
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
大
賞
を
１
９
９
４
年
の
シ

ャ
ー
プ
の
液
晶
技
術
、
９８
年
の
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
電
気
自
動
車
向
け
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
蓄
電
池
に
次
い
で
、
メ
ー
カ
ー
と

し
て
三
社
目
の
受
賞
を
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
、
大
和
田
哲
雄
社
長
は
長
年

食
品
業
界
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
機
械

を
作
り
、
設
計
す
る
人
達
が
食
品
素
材

に
ま
っ
た
く
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
こ

と
に
驚
い
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
こ

れ
で
は
い
か
ん
と
、
�
不
二
精
油
の
丸

山
部
長
に
素
材
の
勉
強
と
機
械
の
開
発

を
一
緒
に
や
ろ
う
と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
の

開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
当
時
を

思
い
出
し
て
い
た
。

「
今
日
の
完
成
は
明
日
の
未
完
成
」

ア
ビ
ー
の
技
術
は
、
誘
電
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｓ
、

そ
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｏ
へ
と
進
化
し
続
け
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
開
発
に
挑
戦
し
、

食
糧
備
蓄
や
医
療
へ
の
応
用
、
さ
ら
に

は
農
業
や
漁
業
、
酪
農
、
畜
産
な
ど
、

第
一
次
産
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
変
化
に
も
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
技
術
で
貢
献

す
る
こ
と
が
私
の
夢
で
あ
り
、
今
後
も

生
産
や
食
品
加
工
の
お
客
様
と
一
緒
に

な
っ
て
将
来
を
見
つ
め
、
お
客
様
が
利

益
の
上
が
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
続
け
る

ア
ピ
ー
で
あ
り
た
い
と
話
さ
れ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
会
場
を
三
井
ガ

ー
デ
ン
ホ
テ
ル
柏
に
移
し
、
椿

孝
夫

千
葉
県
経
営
者
協
会
青
年
経
営
者
ク
ラ

ブ
部
会
長
と
松
本
伸
一
郎
埼
玉
県
経
営

者
協
会
青
年
経
営
者
部
会
部
会
長
が
挨

拶
を
行
い
、
茂
木
康
三
郎
利
根
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
会
長
が
乾
杯
の
音

頭
を
取
り
、
埼
玉
と
千
葉
の
合
同
例
会

は
、
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
最

後
に
梶
原
靖
友
副
部
会
長
の
〆
の
音
頭

で
幕
を
閉
じ
、
成
功
裏
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

千
葉
県
経
営
者
協
会
と
の

合
同
例
会
開
催

挨
拶
す
る
松
本
伸
一
郎
部
会
長

講
演
す
る
㈱
ア
ビ
ー
の
大
和
田
哲
男
社

長

乾
杯
す
る
茂
木
康
三
郎
千
葉
県
経
営
者

協
会
北
総
支
部
長

参
加
者
全
員
に
よ
る
集
合
写
真

―３０―
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学
生
の
就
職
環
境
は
東
日
本
大
震
災

等
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
春
卒
業
予

定
大
学
生
の
就
職
内
定
率
（
厚
生
労
働

省
、
文
部
科
学
省
共
同
調
査
・
十
二
月

一
日
現
在
）
は
全
国
平
均
で
七
一
・
九

％
、
一
方
、
県
内
公
立
高
校
生
の
就
職

内
定
率
（
県
教
育
委
員
会
調
査
・
一
月

末
現
在
）
は
八
三
・
四
％
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
同
期
比
で
み
る
と
、
大
学
生

は
三
・
一
％
プ
ラ
ス
、
高
校
生
も
一
・

二
％
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な

悪
条
件
の
中
で
学
校
を
含
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
者
が
協
力
し
た
結
果
が
出
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
低

い
水
準
に
は
変
わ
り
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

県
や
国
（
埼
玉
労
働
局
）
で
は
就
職
未

内
定
者
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
昨
年
か

ら
就
職
面
接
会
や
相
談
会
な
ど
様
々
な

緊
急
就
職
支
援
事
業
を
開
催
し
て
い
る
。

本
会
も
協
力
要
請
を
受
け
、
採
用
の
可

能
性
が
あ
る
会
員
企
業
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
登
録
企
業
な
ど
に
声
を
掛
け
、

数
多
く
の
企
業
に
合
同
企
業
面
接
会
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

開
催
日
程
に
よ
り
学
生
や
企
業
の
参

加
に
バ
ラ
つ
き
も
見
ら
れ
た
が
、
正
規

の
採
用
面
接
や
試
験
に
結
び
付
き
、
採

用
ま
で
至
っ
た
例
も
聞
こ
え
て
き
て
お

り
、
今
春
卒
業
ま
で
に
一
人
で
も
多
く

の
学
生
が
就
職
で
き
れ
ば
と
願
う
。

平
成
二
十
三
年
四
月
以
降

開
催
し
た
合
同
面
接
会
な
ど

対
象
�
就
職
未
内
定
大
学
・
短
期
大
学
・

専
門
学
校
生

主
催
�
埼
玉
県

共
催
�
各
経
済
団

体

◇
合
同
企
業
面
接

会
○
十
月
十
三
日
／

埼
玉
り
そ
な
銀

行
○
十
一
月
二
八
日

／
ホ
テ
ル
ブ
リ

ラ
ン
テ
武
蔵
野

W
ith
Y
ou

さ

い
た
ま

○
十
二
月
二
一
日

／
ホ
テ
ル
ブ
リ

ラ
ン
テ
武
蔵
野

エ
メ
ラ
ル
ド

○
一
月
十
六
日
／
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ

武
蔵
野W

ith
Y
ou

さ
い
た
ま

○
二
月
二
十
四
日
／
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン

テ
武
蔵
野W

ith
Y
ou

さ
い
た
ま

対
象
�
就
職
未
内
定
高
校
生

主
催
�
埼
玉
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

後
援
�
埼
玉
県
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会

◇
就
職
面
接
会

○
十
一
月
一
日
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
、
企
業
は
一
〇
八
社
、
学
生
は
九

一
六
人
が
参
加

○
一
月
二
四
日
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
、
企
業
は
七
三
社
、
学
生
は
二
七

七
人
が
参
加

○
二
月
二
八
日
／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
、
企
業
は
六
四
社
参
加
予
定

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

就就
職職
未未
内内
定定
学学
生生
とと

企企
業業
とと
のの
面面
接接
会会

本
会
会
員
企
業
な
ど
が
参
加

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

面
接
会
風
景

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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小小
川川
哲哲
也也
氏氏
、、
柳柳
内内
光光
子子
氏氏
がが

渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞
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第第
七七
回回
ささ
いい
たた
まま
輝輝
きき
荻荻
野野
吟吟
子子
賞賞

「
い
き
い
き
職
場
部
門
」、
�
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
、

埼
玉
縣
信
用
金
庫
の
本
会
二
会
員
が
受
賞

二
月
一
二
日
、
埼
玉
県
出
身
の
実
業

家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
全

国
の
経
営
者
や
企
業
に
贈
ら
れ
る
「
第

一
〇
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰
式
が
渋

沢
栄
一
の
生
誕
の
地
で
あ
る
深
谷
市
の

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷
で
開
催
さ

れ
、
二
名
の
経
営
者
が
表
彰
を
受
け
た
。

渋
沢
栄
一
賞
は
、
岐
阜
県
経
営
者
協

会
が
推
薦
し
た
太
平
洋
工
業
株
式
会
社

相
談
役
名
誉
会
長
の
小
川
哲
也
氏
と
東

京
経
営
者
協
会
が
推
薦
し
た
山
一
興
産

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
柳
内
光

子
氏
の
二
氏
が
受
賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
特
別
顧
問
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
、
渋
沢
栄
一
の

生
誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

◇
小
川
哲
也
氏
（
太
平
洋
工
業
�
相
談

役
名
誉
会
長
・
岐
阜
県
大
垣
市
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
を
主
要
顧
客
と
す
る

プ
レ
ス
・
樹
脂
事
業
で
の
開
発
・
生
産

体
制
を
確
立
。
海
外
シ
ェ
ア
二
〇
％
、

国
内
シ
ェ
ア
一
〇
〇
％
を
誇
る
タ
イ
ヤ

バ
ル
ブ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

地
位
を
築
く
。

ま
た
、
科
学
技
術
振
興
と
地
域
産
業

発
展
を
目
的
に
設
立
し
た
（
公
財
）
小

川
技
術
科
学
財
団
を
長
き
に
わ
た
り
運

営
し
、
岐
阜
県
内
の
大
学
・
短
大
・
高

専
・
高
校
の
研
究
者
や
産
業
振
興
団
体

等
へ
二
五
二
件
、
七
九
〇
〇
万
円
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

◇
柳
内
光
子
氏
（
山
一
興
産
�
代
表
取

締
役
社
長
・
千
葉
県
浦
安
市
）

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
販
売
か
ら
納
入
段

階
ま
で
す
べ
て
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見

直
し
、
標
準
化
・
規
格
化
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
私
財
を
投
じ
、
社
会
福
祉
法

人
江
戸
川
会
豊
生
会
を
設
立
。
特
別
養

護
老
人
フ
ォ
ー
ム
「
福
楽
園
」
等
を
開

設
し
た
他
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
保
育

専
門
学
校
等
も
運
営
。
さ
ら
に
浦
安
市

へ
高
規
格
救
急
車
を
寄
贈
。

本
会
は
、
渋
沢
栄
一
賞
の
創
設
に
深

く
関
わ
り
、
近
代
日
本
を
築
い
た
渋
沢

翁
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
す
る
埼
玉
県
の
活
動
を
全
面
的

に
支
援
し
本
賞
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

平
成
二
三
年
度
・
第
七
回
さ
い
た
ま

輝
き
荻
野
吟
子
賞
の
表
彰
式
が
、
二
月

八
日
�
知
事
公
館
で
開
催
さ
れ
、
本
会

会
員
で
あ
る
、
�
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
、
埼

玉
縣
信
用
金
庫
の
二
会
員
が
受
賞
し
た
。

（
受
賞
理
由
等
は
以
下
の
通
り
）

◆
株
式
会
社
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

総
合
福
祉
業
を
展
開
。
平
成
一
〇
年

の
設
立
当
初
か
ら
女
性
が
活
躍
で
き
る

職
場
づ
く
り
に
向
け
、
産
前
産
後
休
暇
、

育
児
休
暇
、
介
護
休
暇
、
育
児
・
介
護

に
お
け
る
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
を
導

入
。
役
職
昇
格
推
薦
書
に
性
別
記
入
欄

が
な
い
な
ど
性
別
や
年
齢
を
昇
格
の
判

断
基
準
と
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
全
管
理

職
の
五
〇
％
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。

所
属
長
な
ど
が
各
種
制
度
の
利
用
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
社
員
の
個

別
相
談
に
即
応
で
き
る
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。

◆
埼
玉
縣
信
用
金
庫

男
性
を
含
め
た
育
児
休
暇
取
得
の
た

め
の
体
制
整
備
や
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

実
施
に
よ
る
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減

を
通
じ
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
仕

事
の
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
）
を
支
援
し
、
柔
軟
な
働
き
方

を
選
択
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
は
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
（
女
性
の
積
極
的
登

用
）
を
実
施
。
女
性
の
能
力
や
職
域
の

拡
大
を
図
り
、
女
性
営
業
職
の
導
入
な

ど
男
性
と
同
様
に
活
躍
で
き
る
職
場
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

第１０回 渋沢栄一賞表彰式

前列左から３番目 上田清司埼玉県知事
〃 ４番目 小川哲也太平洋工業㈱相談役名誉会長代理 小川信也社長
〃 ５番目（中央） 柳内光子山一興産㈱代表取締役社長

上田清司埼玉県知事より表彰状を授与される㈱ウイズネット �橋行憲社長
（左写真）と埼玉縣信用金庫 篠原光行専務理事

審査講評を行う
利根忠博本会特別顧問
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埼
玉
県
地
域
防
災
計
画
を

修
正
し
ま
し
た

中
小
企
業
若
手
社
員

海
外
研
修
支
援
事
業

研
修
生
に
よ
る
知
事
へ
の

報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

県
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に

迅
速
か
つ
適
確
に
対
応
す
る
た
め
「
埼
玉
県

地
域
防
災
計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
へ
の
対
策
を
計
画
に
盛
り
込
み
ま

し
た
。

主
な
修
正
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
帰
宅
困
難
者
対
策

帰
宅
困
難
者
対
策
協
議
会
（
仮
称
）
の
設

置
、
駅
周
辺
の
一
時
滞
在
施
設
の
確
保
、
企

業
等
に
お
い
て
自
社
従
業
員
を
一
定
期
間
留

め
る
た
め
の
体
制
整
備
、
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
る
児
童
生
徒
の
引
き
渡
し
の
ル
ー

ル
化
な
ど

�
放
射
能
汚
染
対
策

県
民
や
避
難
住
民
に
対
す
る
外
部
被
ば
く

の
簡
易
測
定
実
施
、
飲
料
水
・
農
畜
水
産
物

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
測
定
実
施
と
的
確
な

情
報
提
供
な
ど

修
正
し
た
埼
玉
県
地
域
防
災
計
画
は
、
県

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
903-20111129-29.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
消
防
防
災
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
８
１
８
１
）

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
、

県
内
中
小
企
業
に
お
い
て
も
海
外
展
開
す
る

企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
展
開
に

当
た
っ
て
は
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
平
成
２３
年
度
に
「
中

小
企
業
若
手
社
員
海
外
研
修
支
援
制
度
補
助

金
」
を
創
設
し
て
、
中
小
企
業
の
若
手
社
員

の
海
外
研
修
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

２
月
２０
日
に
は
知
事
公
館
大
会
議
室
で
、

今
回
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
な
ど
で
の
海
外

研
修
に
参
加
し
た
中
小
企
業
の
若
手
社
員
１１

名
が
研
修
の
成
果
を
知
事
に
報
告
し
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、「
日
本
と
現
地
の
従
業

員
の
違
い
を
感
じ
た
」、「
中
国
企
業
の
台
頭

を
感
じ
た
」
な
ど
海
外
の
企
業
の
状
況
を
肌

で
感
じ
た
と
い
う
報
告
や
、「
今
後
英
語
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
さ
ら
に
磨
い

て
、
自
社
の
海
外
展
開
に
貢
献
し
た
い
」
な

ど
、
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

平成２３年労働組合基礎調査結果について

―県内の労働組合は１３年連続で減少、
組合員数は２年ぶりに減少―

県では、県内のすべての労働組合を対象に、組合員
数の状況等について毎年調査を実施しています。
このたび、平成２３年６月３０日現在の県内の労働組合

数及び組合員数を取りまとめましたので、お知らせし
ます。

�調査結果の概要
�組合数及び組合員数

県内の労働組合数は１，８４４組合、組合員数は３７３，３７９
人です。
前年と比較して、組合数は１９組合（１．０％）減少

し、組合員数も１３，１０５人（３．４％）減少しました。
�産業別組織状況

製造業が６００組合、１０６，０７９人で組合数、組合員数
ともに最も多く、組合数で全体の３２．５％、組合員数
で全体の２８．４％を占めています。

�企業規模別（民営企業）組織状況
組合数では、従業員２９９人以下の企業の組合が全

体の３５．９％となっています。
また、組合員数では、従業員１，０００人以上の企業

の組合員が全体の５４．６％を占めています。
�パートタイム労働者の組合員

パートタイム労働者の組合員数は４３，７５７人で、前
年より１０人（０．０％）増加しました。
また、県内の全労働組合員数に占める割合は１１．７

％となり、前年よりも０．４ポイント上昇しました。
�問い合わせ先
県勤労者福祉課（０４８‐８３０‐４５１７）

平成２３年度中小企業賃金実態調査結果について

―所定時間内賃金は２８８，９５９円で
前年より０．３％増、４年ぶりの増加―

県では、合理的な賃金決定及び労使関係の安定に資
するため、毎年７月３１日を基準日として県内１，５００事
業所を対象に中小企業賃金実態調査を実施しています。
このたび、回答のあった事業所の状況（平成２３年７

月３１日現在）を取りまとめましたので、お知らせしま
す。

�調査結果の概要
�正社員

正社員の平均所定時間内賃金は２８８，９５９円で、前
年より７８３円、０．３％増加し、４年ぶりの増加となり
ました。一方で、所定時間外賃金と賃金総額は減少
しました。

②男女別所定内賃金
男女別の所定内賃金は、男性が３１０，４２５円、女性

が２２２，３５８円でした。男性を１００とすると女性は７１．６
で、前年より０．６ポイント伸びており、男女の賃金
格差が縮まっている傾向が見受けられます。

③パートタイム労働者
パートタイム労働者の１時間当たり平均所定時間

内賃金（時給）は１，０１６円で、前年より２１円、２．１％
の増加に転じました。

④両立支援策
育児休業取得率は、男性が０．４％、女性が９１．８％

でした。また、仕事と育児や介護との両立支援制度
を整備している事業所の割合は、育児が６９．８％、介
護が６２．６％となりました。

�問い合わせ先
県勤労者福祉課（０４８‐８３０‐４５１５）
http : //www.pref.saitama.lg.jp/page/chinginchousa.html

コバトン

報告会の様子
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「
２１
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
戦
略
」

―
田
中
・
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
研
究
所
特
別
顧
問
が
常
任

理
事
会
で
講
演

経
団
連
が
２
月
１
日
に
開
催
し
た
常
任

理
事
会
で
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究

所
の
田
中
伸
男
特
別
顧
問
が
、「
２１
世
紀

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
戦
略
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
講
演
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

■
新
興
国
の
需
要
増

Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
が

昨
年
１１
月
に
公
表
し
た
「W

orld
Energy

O
utlook

2011

」
で
は
、
中
国
と
イ
ン
ド

を
中
心
と
す
る
新
興
国
が
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
を
牽
引
し
続
け
る
と
示
し
て
い

る
。
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
３
５
年
ま
で

に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
３３
％
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
５０

％
を
中
国
と
イ
ン
ド
が
、
３３
％
を
そ
の
他

の
ア
ジ
ア
諸
国
が
占
め
る
。

石
油
の
純
輸
入
量
は
、
ア
メ
リ
カ
は
軽

質
タ
イ
ト
オ
イ
ル
の
増
加
と
燃
費
の
改
善

に
よ
り
、１
０
０
０
万
バ
レ
ル
か
ら
６
０
０

万
バ
レ
ル
に
減
少
す
る
一
方
で
、
中
国
は

１
２
０
０
万
バ
レ
ル
、
イ
ン
ド
は
６
０
０

万
バ
レ
ル
以
上
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
る
。

天
然
ガ
ス
で
も
、
中
国
の
需
要
は
現
在
の

５
倍
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
と
同
じ

規
模
に
な
る
。

世
界
の
需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
天

然
ガ
ス
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要

性
が
増
す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

資
本
集
約
的
で
高
コ
ス
ト
で
あ
り
、
原
子

力
は
重
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
り
続
け
る
。

２１
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

は
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。

■
低
原
子
力
ケ
ー
ス

O
utlook

で
は
、
低
原
子
力
ケ
ー
ス
を

示
し
た
。
福
島
の
事
故
を
受
け
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
で
原
子
力
発
電
所
の
新
設
が
な
く
、

非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
の
新
設
が
予
定
の
半

分
と
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

コ
ス
ト
増
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
増
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
増
の
三
重
苦
に
な
る
。
日
本

で
の
原
子
力
発
電
の
割
合
は
、
現
在
３０
％

で
あ
る
も
の
が
、
低
原
子
力
ケ
ー
ス
で
は

１８
％
ま
で
低
下
す
る
。
日
本
の
ガ
ス
輸
入

金
額
は
倍
増
し
、
年
６
兆
円
に
達
す
る
。

他
方
、
気
候
変
動
目
標
に
関
し
て
は
、
９０

年
比
２５
％
削
減
は
不
可
能
に
な
る
。
ま
た

原
発
再
稼
働
が
な
い
と
、
年
間
３
兆
円
の

負
担
増
に
な
る
。

■
日
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

２１
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
は
、

多
様
な
電
源
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、

持
続
可
能
な
電
力
を
安
定
的
に
供
給
す
る

と
い
う
包
括
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
で

あ
る
。
そ
の
点
で
Ｅ
Ｕ
２７
カ
国
は
地
域
全

体
を
連
系
線
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
５０
％
に
維
持
し
て

い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
化
石
燃
料
を
上
手
に
利
用
し
て

お
り
、
日
本
も
こ
れ
を
見
習
う
べ
き
だ
。

ま
た
、
国
境
を
越
え
て
拡
大
し
た
電
力
市

場
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促

進
す
る
。
さ
ら
に
、
北
ア
フ
リ
カ
の
砂
漠

地
帯
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
壮

大
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
も
、
日
本
と
韓
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
台
湾
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
イ

ン
ド
ま
で
電
力
網
を
一
体
化
す
る
こ
と
を

目
指
す
構
想
も
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
の
ガ
ス

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
重
要
だ
ろ
う
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
全
保
障
の
た
め
に
は
、
中
国
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
な

ど
へ
多
層
的
に
外
交
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

日
本
で
は
今
後
、
安
全
保
障
、
コ
ス
ト
、

地
球
環
境
保
護
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、
原

子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ガ
ス
等

を
含
め
、
最
良
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク

ス
を
選
ぶ
べ
き
だ
。
そ
し
て
、
多
様
な
電

力
を
支
え
る
た
め
に
、
国
内
の
周
波
数
を

統
一
す
る
一
方
、
国
外
の
電
力
系
統
と
も

接
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

原
子
力
は
、
安
全
性
の
確
保
を
前
提
と

し
て
、
世
界
で
も
重
要
な
選
択
肢
で
あ
り

続
け
る
。
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
か
ら
、

「『
日
本
は
原
子
力
発
電
を
や
め
ろ
』
な

ん
て
言
っ
て
い
な
い
。
福
島
の
事
故
の
教

訓
を
示
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
よ

り
安
全
に
原
子
力
発
電
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
原
子
力

に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
得
る
に
は
、
な

ぜ
福
島
第
二
や
女
川
、
東
海
第
二
は
事
故

を
免
れ
た
の
に
、
福
島
第
一
で
事
故
が
起

き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
対
応
策
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
近
は
、
労
基
法
四
一
条
の
管
理
監
督

者
の
該
当
性
に
つ
き
、
労
基
監
督
官
や
裁

判
所
の
認
定
の
判
断
が
厳
し
く
な
り
、
使

用
者
側
は
裁
判
で
は
い
わ
ば
連
戦
連
敗
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
。

企
業
側
と
し
て
は
、
社
内
で
定
め
た
管

理
監
督
者
に
対
し
て
は
、
残
業
手
当
の
支

払
を
要
し
な
い
と
考
え
、
部
下
で
あ
る
残

業
手
当
が
支
払
わ
れ
る
者
よ
り
高
い
賃
金

を
定
め
て
き
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
労
基
法
上
の
管
理
監
督
者

に
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
残
業
手
当

を
支
払
え
と
い
わ
れ
た
と
き
、
従
前
の
賃

金
は
残
業
手
当
の
支
払

を
受
け
る
部
下
と
の
均

衡
を
考
慮
し
た
残
業
手

当
分
も
加
味
し
た
賃
金

と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
相
当
す
る
部
分

は
基
本
賃
金
と
は
別
の

残
業
手
当
分
と
し
て
位
置
づ
け
な
い
と
不

合
理
で
あ
り
、
残
業
手
当
の
実
質
的
な
二

重
支
給
に
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
る
。

ま
た
、
従
前
か
ら
労
基
法
上
の
管
理
監

督
者
に
該
当
し
て
も
、
深
夜
業
手
当
は
除

外
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
対
応

と
し
て
一
般
的
に
管
理
監
督
者
に
対
し
て

は
、
そ
の
都
度
深
夜
手
当
を
計
算
し
て
支

払
う
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、「
労
働
協
約
、

就
業
規
則
そ
の
他
に
よ
っ
て
深
夜
の
割
増

賃
金
を
含
め
て
所
定
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
別
に

深
夜
業
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要
は
な

い
。」（
昭
和
二
三
年
一
〇
月
一
四
日
基
発

一
五
〇
六
号
）
と
い
う
通
達
に
従
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

一
般
に
、
定
額
残
業
手
当
と
か
固
定
残

業
手
当
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
あ
ら
か
じ

め
一
定
の
時
間
外
労
働
分
に
対
す
る
割
増

賃
金
を
毎
月
定
額
的
な
残
業
手
当
と
し
て
、

基
本
給
の
中
に
組
み
込
ん
だ
り
、
別
途
定

額
手
当
（
残
業
手
当
相
当
分
）
と
し
て
、

支
払
う
制
度
を
い
う
。

そ
の
要
件
は
、「
そ
の
支
払
額
が
法
所

定
の
計
算
方
法
に
よ
る
割
増
賃
金
額
を
上

回
る
以
上
、
割
増
賃
金
と
し
て
一
定
額
を

支
払
う
こ
と
も
許
さ
れ
る
が
、
現
実
の
労

働
時
間
に
よ
っ
て
計
算
し
た
割
増
賃
金
額

が
右
一
定
額
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

労
働
者
は
使
用
者
に
対
し
て
そ
の
差
額
の

支
払
い
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（
昭
和
六
三
年
一
〇
月
二
六
日
大
阪
地
裁

判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
月
の
法
定

計
算
に
よ
る
金
額
が
毎
月
の
定
額
手
当
よ

り
多
く
な
っ
た
と
き
は
、
法
定
額
と
の
差

額
を
支
払
う
と
い
う
制
度
と
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、「
通
常
の

労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
時
間

外
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分

と
を
判
別
す
る
こ
と
の
で
き
る
」
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
定
の
割
増
分
が
算

定
で
き
な
い
場
合
に
は
無
効
と
な
る
（
平

成
六
年
六
月
一
三
日
最
高
裁
二
小
判
決
）。

定
額
残
業
手
当
は
、
残
業
割
増
の
代
替

の
賃
金
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、「
時
間
外
賃
金
を
定
額
で
支
払

う
こ
と
自
体
は
、
割
増
賃
金
部
分
が
他
の

部
分
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

額
が
労
働
基
準
法
所
定
の
割
増
賃
金
額
を

超
え
る
限
り
違
法
で
は
な
い
。

な
お
、
固
定
残
業
代
が
当
月
過
払
い
と

な
っ
た
と
き
は
、
翌
月
分
に
充
当
清
算
す

る
制
度
も
明
白
に
規
定
化
さ
れ
て
い
れ
ば

よ
い
（
平
成
二
一
年
三
月
二
七
日
東
京
地

裁
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

定
額
残
業
手
当
制
度

弁
護
士

安
西

�

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３４―
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社宅UR
営業推進チーム 

一
月
一
六
日
〜
三
月
一
五
日

◆
一
・
二
〇

第
二
五
回
生
き
生
き
職

場
体
験
交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
・
二
三

第
二
回
人
事
・
労
務
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
六

中
部
地
区
協
議
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
七

北
部
地
区
協
議
会
（
�
リ

ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
二
・
一
〇

西
部
地
区
協
議
会
（
丸

広
百
貨
店
）

◆
二
・
一
三

も
の
つ
く
り
大
学
と
の

合
同
特
別
公
開
講
座
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

◆
二
・
一
五

南
部
地
区
協
議
会
（
川

口
リ
リ
ア
）

◆
二
・
二
二

税
制
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
七

青
年
経
営
者
部
会
新
春

特
別
講
演
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
）

◆
二
・
二
八

埼
玉
大
学
と
の
合
同
特

別
公
開
講
座
第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
三
・
七

特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
二

地
域
社
会
問
題
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

▼
今
冬
の
日
本
列
島
は
厳
し
い
寒
波
に
襲

わ
れ
て
い
る
。
北
海
道
や
日
本
海
側
で
は

豪
雪
と
寒
気
に
、
太
平
洋
側
で
は
連
日
の

厳
寒
で
あ
る
。
雪
深
い
新
潟
県

生
ま
れ
の
小
生
。
自
分
の
小
学

校
入
学
時
の
写
真
を
久
し
振
り

に
探
し
見
た
ら
、
四
月
と
い
う

の
に
長
靴
を
履
い
て
お
り
周
り

に
は
氷
状
態
に
固
ま
っ
た
雪
が

あ
り
、
丁
度
雪
解
け
時
期
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
様
子
を

見
る
と
今
の
雪
も
不
思
議
と
は

思
わ
れ
な
い
。

新
潟
で
は
静
か
な
夜
は
深
々

と
雪
が
降
り
続
き
、
翌
朝
は
雪

避
け
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
。
二
階
の
高
さ
に
道
路
が
あ

り
、
そ
の
道
路
に
出
る
た
め
の

道
作
り
だ
っ
た
。
勿
論
、
一
晩

で
一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
降
雪
で

は
屋
根
の
雪
降
ろ
し
も
重
要
な
若
者
の
仕

事
で
、
そ
の
大
変
さ
を
思
い
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
十
九
日
に
は
「
雨
水
」
を
迎

え
徐
々
に
雪
が
雨
に
変
わ
っ
て
く
る
と
思

え
る
。
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
よ
く
い

わ
れ
る
が
、も
う
少
し
で
日
本
列
島
も
梅
・

桃
そ
し
て
桜
に
囲
ま
れ
る
暖
か
な
時
期
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

間
も
な
く
一
年
を
迎
え
る
東
日
本
の
震

災
地
の
方
々
の
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
い

春
を
待
ち
願
っ
て
や
ま
な
い
。

▼
日
本
の
現
状
を「
平
成
維
新
」と
名
付
け

た
人
が
居
た
が
、
明
治
維
新
と
の
比
較
で

あ
ろ
う
。西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
・
木
戸

孝
允
な
ど
が
明
治
維
新
と
い
う
と
浮
か
ん

で
く
る
が
、
政
治
が
混
迷
し
て
い
る
日
本

で
先
人
達
に
匹
敵
す
る
よ
う
な「
政
治
家
」

は
果
た
し
て
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

自
分
の
私
利
私
欲
に
走
ら
ず
、
国
民
の

た
め
国
家
を
守
る
た
め
に
、
命
を
捨
て
て

尽
力
し
て
く
れ
る
真
の
政
治
家

が
多
く
出
現
し
て
く
れ
る
こ
と

を
切
に
望
み
、
ケ
ネ
デ
イ
が
言

っ
た
『
国
が
何
か
を
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
く
、
国
の
た
め
に

何
が
出
来
る
か
』
を
皆
で
考
え

る
時
期
を
今
の
日
本
は
間
違
い

な
く
迎
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

▼
国
と
同
様
に
企
業
で
も
同
様

な
事
が
い
え
る
。
Ｔ
Ｖ
で
「
神

様
の
女
房
」を
み
た
。松
下
幸
之

助
の
女
房
の
物
語
で
あ
る
。
現

在
こ
の
よ
う
な
物
語
が
放
映
さ

れ
る
の
は
「
原
点
に
戻
れ
！
」

と
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
企
業
で
も
家
庭
で
も
学
校
で
も

地
域
で
も
、
昔
良
き
時
代
の
日
本
で
の
美

学
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
個
々
の
企

業
で
考
え
方
な
ど
は
マ
チ
マ
チ
か
も
知
れ

な
い
が
、
自
社
独
自
の
『
さ
じ
加
減
』
で

将
来
へ
向
け
て
の
指
針
な
ど
を
、
こ
の
時

期
だ
か
ら
こ
そ
（
�
平
成
維
新
）
是
非
と

も
確
立
さ
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

事
業
だ
よ
り

第１８６回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

―３５―
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★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

３
月
２６
日
�
１３
時
３０
分
〜
１４
時
２０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
会
議
室

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題
の
検
討
、

そ
の
他

★
理
事
会
・
講
演
会

日
時

３
月
２６
日
�
１４
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
会
議
室

内
容

平
成
２４
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、
そ

の
他

講
演
会

演
題

「
超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
選
挙
制
度
の
あ
り
方
」

講
師

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

青
木

玲
子
氏

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
６
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３
会
議
室

内
容

基
調
講
演
・
講
義

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
�

人
事
総

務
部
人
材
開
発
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

内
橋
洋
美
氏

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

４
月
１９
日
�
１３
時
３０
分
〜
１４
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題
の
検
討
、

そ
の
他

★
理
事
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日
時

４
月
１９
日
�
１４
時
１０
分
〜
１８
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
２３
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、
定

款
変
更
、
役
員
選
任
、
一
般
社
団
法

人
移
行
議
案
、
そ
の
他

講
演
会

演
題
「
震
災
後
の
日
本
経
済
を
展
望
す
る
」

講
師

学
習
院
大
学

副
学
長

宮
川

努

氏

★
平
成
２４
年
度
埼
玉
県
産
業
労
働
施
策
説
明

会
日
時

４
月
２４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
会
議
室

★
定
時
総
会

日
時

５
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１８
時
３０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
２３
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、
平

成
２４
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、
定
款

変
更
、
役
員
の
選
任
、
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
、
そ
の
他

講
演
会

演
題

「
貢
献
力
の
経
営
」

講
師

�
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
代

表
取
締
役
社
長

山
下

徹
氏

★
平
成
２４
年
度
第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
２１
日
�
１４
時
〜
１６
時

演
題

「
途
上
国
化
す
る
日
本
〜
日
本
経
済

再
生
の
条
件
と
は
？
」

講
師

東
京
大
学
大
学
院

新
領
域
創
成
科

学
研
究
科

教
授

戸
堂
康
之
氏

★
平
成
２４
年
度
第
２
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
２８
日
�
１４
時
〜
１６
時

演
題

「
経
営
理
念
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜

あ
こ
が
れ
を
信
じ
求
め
る
力
が
企
業

を
動
か
す
」

講
師

東
京
理
科
大
学
大
学
院

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科

技
術
経
営
専
攻

（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）教
授

佐
々
木
圭
吾
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
イ
ー
プ
ラ
ス
ワ
ン

代
表
取
締
役

淺
野

喜
宏

所
沢
市
喜
多
町
一
六
―
七

電
話
〇
四
―
二
九
〇
三
―
七
三
一
一

（
資
）
一
千
五
百
万
円

（
従
）
九
五
名

人
材
派
遣
業
・
職
業
紹
介
業

�
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

青
田

利
一

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
上
野
四
―
六
―
三
三

電
話
〇
四
八
―
七
九
三
―
三
〇
三
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
五
名

自
動
車
溶
接
技
術
に
よ
る
金
属
加
工
業

�
エ
ク
セ
ル

代
表
取
締
役

黒
沢

明

川
口
市
栄
町
二
―
一
一
―
八

電
話
〇
四
八
―
二
五
九
―
一
九
九
一

（
資
）
一
千
七
百
万
円

（
従
）
一
三
名

旅
行
業

淑
徳
大
学

学
長

長
谷
川

匡
俊

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
一
一
五
〇
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
七
四
―
一
五
一
一

大
学

〈
代
表
者
変
更
〉

�
栄
光

代
表
取
締
役
社
長

関
田

美
三
男
（
旧

近
藤

好
紀
）

埼
玉
ガ
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

田
村

嘉
三
郎
（
旧

松
野

尚
武
）

三
位
電
気
�

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤

仁
（
旧

佐
藤

照
彦
）

北
海
製
罐
�
岩
槻
工
場

工
場
長

三
浦

次
雄
（
旧

宇
田
川

誠
）

望
月
印
刷
�

代
表
取
締
役

望
月

諭
（
旧

�
田

純
一
）

リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
�

代
表
取
締
役
社
長

中
村

義
之
（
旧

横
田

隆
）

〈
住
所
変
更
〉

�
栄
光

さ
い
た
ま
市
南
区
文
蔵
一
―
二
―
九

（
旧

さ
い
た
ま
市
南
区
南
本
町
一
―
二

―
一
三
）

エ
ー
ビ
ー
イ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
�

入
間
市
宮
寺
二
五
九
五
―
七

（
旧

所
沢
市
小
手
指
町
五
―
一
三
―
六

九
）

�
シ
ー
エ
ス
サ
ー
ビ
ス

川
口
市
戸
塚
三
―
三
二
―
二
七
―
五
〇
四

（
旧

川
口
市
東
川
口
二
―
一
五
―
六
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
玉
音
協

豪華五人が勢揃い�

平成24年5月26日（土）
13：15開場 14：00開演

▲

会場／川口総合文化センター リリア・メインホール

▲

会費／特等席7,400円（一般8,000円を）（全席指定・税込）
＊お席の取り扱いは特等席のみとなります。（お土産付）一等席、二等席、三等席の取り扱いは
ございません。
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

桂歌丸／三遊亭好楽／三遊亭円楽／
林家たい平／林家木久扇

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
六
七
号

２
０
１
２
年
３
月
１５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

会員の動き 告 知 版
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